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≪*短期大学の特色等≫ 

（１） 短期大学を設置する学校法人（以下「法人」という）の沿革（概要）及び短期大学

の沿革（概要）。 

 
神戸山手短期大学を設置する学校法人神戸山手学園は、女子教育の向上発展を切望する

地元の教育関係者と神戸市立山手尋常高等小学校児童の父母たちの熱意が推進力となり、

大正 13（1924）年に設立された「山手学習院」に始まる。 
宗教法人等の有力な団体の後援や富裕な資産家の援助があったわけではなく、高等女学

校の不足から生じた就学困難を緩和する目的で、地域有志の手により、地元の自治体や財

界の支援を受け設立されたものであり、まさに「コミュニティ立」とも呼ぶべき設立経緯

であった。 
下表に今日までの学校法人神戸山手学園の歩みをまとめる。 

大正 13（1924）年 5月 「山手学習院（修業年限４年）」創設 
→初代校長に鹿島房次郎（第 4代神戸市長、第 2代川崎造船所・川崎汽船社長

等歴任）就任 
→神戸市立山手尋常高等小学校校舎の一部を借用 

大正 15（1926）年 4月 「神戸山手高等女学校（修業年限５年）」開校 
昭和 4（1929）年 4月 

        7月 
山手学習院に高等研究科（修業年限 1年）を設置 
同窓会組織「友松会」結成 

昭和 17（1942）年 4月 神戸山手高等女学校に補習科（修業年限 1年・定員 40人）を設置 
昭和 19（1944）年 4月 神戸山手高等女学校に専攻科（修業年限 2年・定員 80人）を設置 
昭和 22（1947）年 4月 

 
 
 

7 月 

学制改革に伴う新制「神戸山手女子中学校」開校 
「神戸山手女子専門学校（修業年限 3年）」開校 
 →国文科：入学定員 50 人、経済科：入学定員 50 人、被服科：入学定員 50 人

の 3科設置 
財団法人名を神戸山手高等女学校から「神戸山手学園」に変更 

昭和 23（1948）年 4月 学制改革に伴う新制「神戸山手女子高等学校」開校 
昭和 25（1950）年 2月 

           

4 月 

兵庫県私学総連合会結成（初代会長に神戸山手学園多田徳助第4代理事長が就任） 
「神戸山手女子短期大学」開学 
→家政科：入学定員 40人、文科：入学定員４０人を設置 

昭和 30（1955）年 4月 
昭和 31（1956）年 4月 

選抜高校野球大会にて神戸山手女子高等学校 3年生が大会歌合唱（今日に至る） 
神戸山手女子短期大学現 1号館・体育館等キャンパス整備拡張（至る昭和 35年） 

昭和 35（1960）年 4月 神戸山手女子短期大学の学科増設・定員増 
 →家政科：入学定員 120人、英文科：入学定員 40人、国文科：入学定員 40人 

神戸山手女子短期大学の教職課程認定 
 →英文科：中学二級普通免許状（英語）、国文科：中学二級普通免許状（国語） 

昭和 40（1965）年 4月 神戸山手女子短期大学の学科増設 
→教養科：入学定員 50人、芸術科：入学定員 50人の 2学科を増設 

神戸山手女子短期大学の教職課程認定 
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 →教養科：中学二級普通免許状（社会）、芸術科：中学二級普通免許状（美術） 
昭和 41（1966）年 4月 神戸山手女子高等学校に音楽科（音楽課程）を設置 
昭和 44（1969）年 4月 

           

神戸山手女子短期大学の学科増設 
 →音楽科：入学定員 40名 
神戸山手女子短期大学の学科名称変更 
 →家政科を家政学科、英文科を英文学科、国文科を国文学科、教養科を教養学

科へ 
昭和 46（1971）年 4月 神戸山手女子短期大学に専攻科（音楽専攻）＜修業年限 1 年、入学定員 15 人＞

を設置 
平成 2（1990）年 4月 神戸山手女子短期大学の学科名称変更 

→家政学科を生活学科へ 

平成 11（1999）年 4月 
 

「神戸山手大学」開学 
→人文学部環境文化学科：入学定員 145人・収容定員 600人を設置 

塩屋キャンパス竣工 
神戸山手女子短期大学の教養学科学生募集停止 
神戸山手女子短期大学の学科名称変更 
→英文学科を英語文化学科へ、国文学科を日本語・日本文化学科へ 

平成 12（2000）年 3月 神戸山手女子短期大学の教養学科を廃止 
平成 13（2001）年 4月 神戸山手女子短期大学の芸術科と音楽科の学生募集を停止し、表現芸術学科（入

学定員 90人）を設置 
平成 14（2002）年 3月 

4 月 
神戸山手女子短期大学の芸術科と音楽科を廃止 
神戸山手大学 男女共学に移行 

平成 15（2003）年 3月 
4 月 

神戸山手女子短期大学の専攻科（音楽専攻）を廃止 
神戸山手女子短期大学に専攻科（表現芸術専攻）＜修業年限 1年、入学定員：15
人＞を設置 

平成 16（2004）年 4月 神戸山手女子短期大学の校名を神戸山手短期大学に変更し、男女共学に移行 

平成 18（2006）年 4月 神戸山手大学に人文学部都市交流学科（入学定員 95人）を増設 

平成 18（2006）年 4月 神戸山手短期大学の英語文化学科と日本語・日本文化学科の学生募集を停止し、

キャリア・コミュニケーション学科（入学定員 70人）を設置 

平成 19（2007）年 3月 神戸山手短期大学の英語文化学科と日本語・日本文化学科を廃止 
平成 19（2007）年 10月 神戸山手短期大学キャリア・コミュニケーション学科の取組（地域・大学インタ

ラクション型の学習事業）が「平成 19 年度現代的教育ニーズ取組支援プログラ

ム」に採択 
平成 20（2008）年 4月 神戸山手大学の学部名称変更 

 →人文学部を現代社会学部へ 
神戸山手大学の学部収容定員変更 
 →現代社会学部環境文化学科：入学定員 95人を 75人、収容定員 400人を 320

人へ 
 →現代社会学部都市交流学科：入学定員 95人を 75人、収容定員 400人を 320
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人へ 
神戸山手短期大学の学科収容定員変更（生活学科と表現芸術学科） 
 →生活学科：入学定員 200人を 130 人、収容定員 400人を 260 人へ 
 →表現芸術学科：入学定員 90人を 50人、収容定員 180人を 100人へ 
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（２） 短期大学の所在地、位置（市・区・町・村の全体図）、周囲の状況（産業、人口等）

等。 

 
1） 所在地：〒650-0006 兵庫県神戸市中央区諏訪山町 3 番 1 号 
2） 位 置： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
神戸山手短期大学 
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 3） 周囲の状況 
  瀬戸内海に面する神戸は、古くから貿易港として「みなと」とともに歩んできた。特に、

慶応 3（1868）年の兵庫開港以降、横浜と並ぶ国際港湾都市として発展を遂げ、明治 22
（1889）年の市制施行時 13 万人であった人口も市勢の発展や数回におよぶ周辺市町村と

の合併により、昭和 16（1941）年には 100 万人の人口を擁する大都市へと変貌を遂げた。 
  順調に成長を続けてきた神戸も、昭和 13（1938）年の阪神大水害や昭和 20（1945）年

までの太平洋戦争により人口も 38 万人まで減少した。しかし戦後の高度経済成長により

市勢も回復し、1990 年代初期までの間、東洋最大の港として発展を続け、人口も増加の一

途をたどり平成 6（1994）年には 152 万人に達した。これに対応し、ポートアイランドや

六甲アイランド、西神ニュータウンが造成され、市営地下鉄や新交通が開通する等居住環

境の整備を中心とするまちづくりが積極的に進められた。 
平成 7（1995）年の阪神淡路大震災により 142 万人に減少した人口も、まちの復興とと

もに増加に転じ、今や 153 万人と震災前の人口を上回っている。大阪・京都と並ぶ関西経

済の中心都市として、ファッション都市、コンベンション都市、観光都市をめざし、また、

県庁所在地である神戸市は政治・経済、金融、交通、文化等あらゆる面で兵庫県の中心都

市として歩みを進めている。 
海（神戸港）と山（六甲山）の恵まれた自然環境にある“ミナトまち神戸”では、灘の生

一本で有名な清酒、真珠、アパレル、洋菓子・パン等私たちの生活と関連の深い生活文化

関連産業が数多く存在し、加えて、港の発展は造船・鉄鋼・機械を中心とした工業の発達

も促し、阪神工業地帯の中核を担う重工業都市となっている。 
本学が位置する神戸市中央区は兵庫県庁、兵庫県警察本部、神戸市役所等の官公庁の主

要施設や日本を代表する企業の本社・支店・営業所も集中する神戸の商工業の中心地区で

ある。更に、中央区は海（神戸港）、空（神戸空港）、陸（新神戸駅）の玄関口が集まる交

通の要衝地であり、北野町の異人館や回教寺院、元町の外国人旧居留地や南京町のほかヴ

ィーナスブリッジ、ハーバーランド、メリケンパーク等神戸を代表する観光スポットが点

在し、多種多様な民族と文化が共存する国際都市を代表するエリアでもある。 
兵庫県に所在する高等教育機関（大学・短期大学・高等専門学校）は、大学が 40 校（国

立 2、公立 3、私立 35）、短期大学が 18 校、高等専門学校が 2 校にのぼる。その内、神戸

市内に所在するのは大学 20 校、短期大学 4 校、高等専門学校 1 校と全体の 4 割を占める。

神戸・阪神間に広げると、県下の 7 割を超える機関がこのエリアに集中している。 
一方で、平成 20 年度学校基本調査によると、兵庫県内の平成 20 年 3 月高等学校卒業者

数は 47,042 人と前年より 2,273 人（4.8％）減少している。大学・短期大学・高等専門学

校への進学率は 59.3％であり、専門学校を含めると 72.2％と高い進学率を誇る。しかし、

神戸・阪神間の限られた地域に集中しており、学生募集における激戦区といえる。 
このような状況下ではあるが、神戸山手学園は地域との関わりの深い設立背景を有する

だけに、神戸市中央区や神戸市埋蔵文化財センター、神戸市立相楽園、神戸市水の科学博

物館等と積極的に連携協定を結び、地域に根ざした教育研究活動を展開している。 
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（３） 法人理事長、学長の氏名、連絡先及びその略歴、ALOの氏名、連絡先及びその略歴。

なお、連絡先としては、TEL、FAX、E-Mail等を記載して下さい。 

  
 法人理事長 学長 

氏 名 芦尾
あ し お

 長司
ち ょ う じ

 川
かわ

﨑
さ き

 佳代子
か よ こ

 

連

絡

先 

TEL 
FAX 

E-mail 

078-371-6151 
078-371-6166 

cashio@kobe-yamate.ac.jp 

078-351-7170 
078-351-7206 

kawasaki@kobe-yamate.ac.jp 

略 歴 

京都大学法学部卒業。 
自治省入省後、財政局財務調査官、同局公営

企業第一課長、宮崎県副知事、行政局公務員

部長、総務審議官。国土庁地方振興局長、兵

庫県副知事を経て、参議院議員。その後、株

式会社みなと銀行会長、財団法人兵庫県中小

企業活性化センター会長や新西宮ヨットハー

バー株式会社会長等を歴任。 

大阪外国語大学外国語学部英語学科卒業。ハ

ワイ州立大学大学院英米文学研究科修士課程

修了（文学修士）。 
ユニチカ株式会社勤務を経て、神戸山手女子

短期大学（現神戸山手短期大学）一般教育課

程講師就任。英文学科（後の英語文化学科）

助教授、教授を経て、キャリア・コミュニケ

ーション学科教授。この間、学科主任、教学

部長、入試委員長等の役職に就任。学長就任

とともに学校法人神戸山手学園評議員、理事

に就任し現在に至る。 

 
 ＡＬＯ 

氏 名 田中
た な か

 裕
ゆたか

 

連

絡

先 

TEL 
FAX 

E-mail 

078-362-4788 
078-362-4584 

tanaka@kobe-yamate.ac.jp 

略 歴 

京都大学理学部卒業。京都大学大学院理学研

究科博士後期課程宇宙物理学専攻修了（理学

博士）。 
神戸山手女子短期大学（現神戸山手短期大

学）家政学科（現生活学科）助教授を経て、

教授。この間、情報教育研究センター長、学

科主任、教学部長等を歴任後、自己点検・評

価推進委員長に就任。同時に学校法人神戸山

手学園評議員、理事に就任し現在に至る。 
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（４） 平成15年度から21年度までの学科・専攻（通信による教育を行う学科（以下「通

信教育学科」という）、専攻科を含み、以下「学科等」という）ごとの入学定員、入学

者数、入学定員充足率（％）、収容定員、在籍者数、収容定員充足率（％）を次ページ

の表を例に作成して下さい。廃止、募集停止等の学科を含む、該当する期間内に設置

されたすべての学科等について作成して下さい。なお、在籍者数は毎年度 5 月 1 日時

点とします。 

 
平成 15 年度～21 年度の設置学科、入学定員等 

学科等の名称 15 年度 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 備考 

入学定員 200 200  200 200 200  130 130  

入学者数 184 146  163 140 132  141  125 

入学定員充

足率（％） 
92 73  82 70 66  108 96  

収容定員 410 400  400 400 400  330 260  

在籍者数 369 321  302 291 265  271 264 

生活学科 

収容定員充

足率（％) 
90 80  76 73 66  82 102  

  

入学定員       
【新設】 
    70 

70  70 70  

入学者数       71 70  61 60 

入学定員充

足率（％） 
      101 100  87 86  

収容定員       70 140  140 140  

在籍者数       71 140  128 121 

ｷｬﾘｱ･ｺﾐｭﾆ

ｹｰｼｮﾝ学科 

収容定員充

足率（％) 
      101 100  91 86  

  

入学定員 90 90  90 90 90  50 50  

入学者数 64 49  70 66 43  53 55 

入学定員充

足率（％） 
71 54  78 73 48  106 110  

収容定員 197 180  180 180 180  140 100  

在籍者数 151 115  121 131 114  104 110 

表現芸術

学科 

収容定員充

足率（％) 
77 64  67 73 63  74 110  
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入学定員 15 15  15 15 15  15 15    
入学者数 8 7  5 4 9  5 6 

入学定員充

足率（％） 
53 47  33 27 60  33 40  

収容定員 15 15  15 15 15  15 15  
在籍者数 8 7  5 4 9  5 6 

専攻科 

（表現芸

術専攻） 

収容定員充

足率（％) 
53 47  33 27 60  33 40  

 

入学定員 100 100  50 【募集停止】      

入学者数 34 41  39        

入学定員充

足率（％） 
34 41  78        

収容定員 230 200  150 50      

在籍者数 71 76  78 37      

英語文化

学科 

収容定員充

足率（％) 
31 38  52 74      

  

入学定員 100 100  50 【募集停止】      

入学者数 39 37  22        

入学定員充

足率（％） 
39 37  44        

収容定員 218 200  150 50      

在籍者数 62 77  63 21      

日本語・ 
日本文化

学科 

収容定員充

足率（％) 
28 39  42 42      

  

 
（５） 平成 18 年度～20 年度に入学した学生（この事項においては通信教育学科の学生を

除く）の出身地別人数及び割合（10程度の区分）を下表を例に毎年度 5月 1日時点で

作成して下さい。なお、短期大学の実態に沿って地域を区分して下さい。 
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（６） 法人が設置する他の教育機関の名称、所在地、入学定員、収容定員、及び在籍者数

をそれぞれ下表を例に平成21年 5月 1日時点で作成して下さい。 

法人が設置する他の教育機関の現状    

教育機関名 所在地 入学定員 収容定員 在籍者数 

神戸山手大学 
 〒650-0004  
神戸市中央区中山手通 6丁目 5-2 

150 人 720 人 324 人 

神戸山手女子高等学校 
 〒650-0006  
神戸市中央区諏訪山町 6-1 

155 人 465 人 445 人 

神戸山手女子中学校 
 〒650-0006  
神戸市中央区諏訪山町 6-1 

130 人 390 人 335 人 

 
（７） その他 評価員が誤解しないように事前に知ってもらいたい事項や事情があれば、

記述して下さい。 

 
特になし。 

出身地別入学者数（平成 18 年度～20 年度） 
18 年度 19 年度 20 年度 

地域 
人数（人） 割合（％） 人数（人） 割合（％） 人数（人） 割合（％） 

北海道・東北 4 1.4  3 1.2 2 0.8 
関東 2 0.7  2 0.8 5 2.0 
中部 4 1.4  5 2.0 2 0.8 
滋賀 0 0.0  0 0.0 1 0.4 
京都 2 0.7  1 0.4 1 0.4 
大阪 29 10.5  27 11.0 18 7.1 
兵庫 210 75.8  186 75.9 196 76.9 
奈良 1 0.4  0 0.0 0 0.0 
和歌山 3 1.1  1 0.4 0 0.0 
中国 11 4.0  9 3.7 15 5.9 
四国 5 1.8  5 2.0 8 3.1 

九州・沖縄 3 1.1  3 1.2 6 2.4 
その他 3 1.1  3 1.2 1 0.4 

合計 277 100.0  245 100.0 255 100.0 
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Ⅰ建学の精神・教育理念、教育目的・教育目標 

【建学の精神、教育理念について】 

（１） 建学の精神・教育理念を記述し、その意味するところ及び建学の精神・教育理念が

生まれた事情や背景をできるだけ簡潔に記述して下さい。 

 
1） 建学の精神 
本学園は沿革で述べたように、高等女学校の不足から生じた就学困難を緩和する目的で、

地域有志の手により、地元の自治体や財界の支援を受け設立されたものであり、「コミュニ

ティ立」とも呼ぶべき設立経緯であった。建学の精神として「自学自習」、「情操陶冶」

を掲げているが、これは学園創設の発起者であり、最大の功労者である杉野精造が提唱し

たものである。 
 杉野は「学校とは教校ではなく学ぶ所であり、自力的学習の場である」とし、「自学自

習」を提唱した。「学習」とは、いうまでもなく『論語』の冒頭文にある「学びて時にこ

れを習ふ」を出典に、本学園はこの「学習」を「自学自習」とし、より一層自力的で積極

的な、自ら進んで学習する姿勢を鮮明に主張するものである。また、「情操陶冶」は、こ

の「自学自習」の精神を受け、「知」だけの習得に偏らず、「情」と「意」を併せ持つ人

格の形成を理想とするものであり、健やかで調和のとれた人格、しなやかで豊かな知性が

自ら形成されることを学園の教育理念とした。 
 
2） 本学の目的と使命 
 本学の設立以来の目的とは、「建学の精神に基づき、全人的な基礎教養と専門の学芸を

教授」すること、それによって「次の時代・社会を担うにふさわしい、知的で情操豊かな

人材を育成」することである。またその使命は、「地域の特色と要望を的確に把握し、こ

れに積極的に応ずること」である。これらの目的・使命はいずれも学則の第１条に明記さ

れている。 
◆添付資料「4 KOBE YAMATE COLLEGE 2009 CAMPUS GUIDE」p.4 参照。 

「7 神戸山手短期大学学則」p.1 参照。 
 
（２） 現在は建学の精神・教育理念をどのような形や方法で学生や教職員に知らせている

かを記述して下さい。 

 
1） 学生への周知 
 学生に対しては、入試合格時に、本学学生生活スタートに当たっての留意事項等を記載

した『合格者のしおり』を送付し、事前認識を求めている。その中で、入学手続の際、入

学者全員に建学の精神を尊び、学生の本分をつくすことを誓った「誓約書」を提出させ、

周知させている。年度当初のオリエンテーション時に、全学生に配付する携行型の『学生

手帳』にも明記し、学生理解を図っている。 
 
2） 教職員への周知 
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 教職員に対しては、着任時のガイダンスで、歴史・沿革、建学の精神、学園の現況、大

学の特色等について説明するとともに、『教職員ハンドブック』を全教職員に配付し、理解

してもらうように努めている。 
◆添付資料「1 合格者のしおり」p.12 他参照。 
 
【教育目的、教育目標について】 

（１） 多くの短期大学が複数の学科等を設置しています。その場合、それぞれの学科等で

は建学の精神や教育理念から導き出された、より具体的な教育目的や教育目標を掲げ

ているものと思います（例えば、設置認可の際に「設置の趣旨」等で示されたもの等）。

ここでは全学的に示された教育目的や教育目標ならびにそれぞれの学科等が設定して

いる具体的な教育目的や教育目標を記述して下さい。 

 
[全学的に示された教育目標] 
 平成 6（1994）年の学園創立 70 周年を迎えるに当たって、「ニュー山手 21 計画委員会」

を中心とした新たな学園ＣＩ（シンボルマーク、ロゴタイプ、新教育モットー）確立運動

が始動、その成果の一つとして、「世界を見つめる、自分を見つける。」という教育モット

ーが制定された。ちなみにこのモットーは、全教職員に公募し、その中から選ばれたもの

でもある。このモットーをより具現化する教育目標として、「国際的な視野を持つ人材の育

成」と「自己を認識し、アイデンティティを確立する人材の育成」が定められた。 
  
[各学科が設定している教育目標] 
 本学では、各学科の教育研究上の目標は学則の細則として「神戸山手短期大学の教育研

究上の目的等に関する規則」に定めている。これを踏まえた上で、各学科が設定している

教育目的、教育目標は以下の通りである。 
 
1） 生活学科 
 本学科が生活の広い分野を学ぶことを目的としたのは、昭和 50（1975）年にそれまで

の内部的なコース制を廃止したことにより始まる。現在の本学科の教育目標は以下に述べ

る３点に集約される 
 ①「生活分野を広く学び、生活のプロになること」 現代の社会で生活を送る上で必要

とされる知識とは、昔から言われている「衣」「食」「住」のみにとどまらず、「経済」「情

報」「健康」「福祉・保育・教育」「遊び」等、多岐にわたっている。また「衣」「食」「住」

でさえ、その内容は従来のものからは大きく変わってきており、その変化は急速である。

これに付け加え、核家族化や地域社会の崩壊のため、そのような知識が、必ずしも上の世

代から下の世代へと伝えられてはいないというのが実情である。そのような変化や欠損を

補うのが教育であり、生活学科の使命もまたそこにこそある。このような多岐にわたる生

活の知識を、深くはないとしても、一通り知っていること、その基本はきちんとおさえて

いること、それが「生活のプロ」ということばが表している内容である。 
 ②「就職のための基礎力（考える力、美的感性、人間関係力）をつけること 「就職の
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ため」と表記してはいるが、それは「生きていくための基本的な力」の謂れである。学科

の特徴は基礎力の一つとして「美的感性」を謳っていることである。現代社会は、様々な

意味での余裕がでてきたせいか、単に実用的な物が使われたり、好まれたりするわけでは

なく、「美しい」ということが重要な要素となっている。 
 ③「専門性を高めること」 これは、高等教育機関としては至極当然の目標である。そ

のために内部的なコース制を採用し、事実上の必修をかなり多く課している。また関連す

る何らかの資格の取得を目標としている。 
 
2） キャリア・コミュニケーション学科 
 本学科の教育目的は、「現代社会の多様なニーズに応えることのできる柔軟な思考とコミ

ュニケーション能力を有する人材を育成する」こと、並びに「本学の教育理念である『自

学自習』と『情操陶冶』を身につけられるような指導を行う」ことにある。この目的を果

たすために学科の具体的な教育目標として掲げているのが、次の 4 点である。 
 ①卒業後の進路を見据えたキャリア訓練、社会人として意識や社会的耐久性を持てるよ

う指導すること。②発想力、表現力（コミュニケーション能力）、実行力を養成すること。

③問題意識をもって社会、世界を見つめ、広い視野で考えられる能力を養うこと。④生涯

を通して豊かな人間性を養うための知性と感性をみがくよう指導すること。 
 
3） 表現芸術学科 
  本学科の教育目的は、「メディア表現」「音楽表現」「美術・デザイン表現」「舞台表現」

からなる多彩な科目構成による総合的教育効果を推進し、芸術における個性の発露、自己

表現の発見を助長することにある。そして、そのように育まれた創造力をもって自発的に

行動し、なおかつ社会と協調できる学生の育成をめざす。その際、そのような教育の基本

姿勢として据えているのが、今日の多様化する芸術表現へのニーズに応えられる豊な創造

力をもった人材を育成するということである。具体的な教育目標として次の５点がある。 
 ①「メディア表現」「音楽表現」「美術・デザイン表現」「舞台表現」の多様な芸術表現へ

の興味、関心をもち、広い視野に基づく柔軟な創造力を養う。②自己を見つめながら芸術

表現の基礎的能力を養う。③芸術を楽しむとともに芸術を真摯に受け止め、探求心を高め

る研究的態度を養い、個性を伸ばす。④多様な志向をもった仲間たちとの対話を通して、

学びを深め、自己の成長を促す態度を養う。⑤芸術の社会的機能に対する理解を深め、積

極的に社会参加をする能力を養う。なお専攻科では教育目標は同じだが、更に高度で専門

的な知識と技術を学ぶ。 
 
（２） それぞれの学科等の教育目的や教育目標を、現在はどのような方法で学生や教職員

に周知し、またどのような方法で学外に公表しているかを記述して下さい。 

 
1） 学生及び教職員 
 各学科の教育目標については、学生及び教職員に配布される『学生便覧』に明示し、周

知を図っている。また、1 年前期の必修授業の中で行っている学科もある。 
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2） 学外 
本学のホームページ（http://www.kobe-yamate.ac.jp/college/）において各学科の教育目

標等を掲載し、社会に向け公表している。本学の総合案内誌である『大学案内』において

も各学科の教育目標を掲載し、より広く理解促進に努めている。 
◆添付資料「2 神戸山手短期大学学生便覧」p.29～30 参照。 
     「4 KOBE YAMATE COLLEGE 2009 CAMPUS GUIDE」p.4 参照。 
 
【定期的な点検等について】 

（１） 建学の精神や教育理念の解釈の見直し、教育目的や教育目標の点検が、定期的に行

われている場合はその概要を記述して下さい。また点検を行う組織、手続き等につい

ても記述して下さい。 

 
 本学では、学科主任の指導のもとに学科会議において、教育目的並びに教育目標とその

達成度等が点検されている。学科会議において、建学の精神や短期大学の教育目的、教育

目標、使命と目的に記された意義等を尊重しつつ討議された内容は、学園全体の「事業計

画書」に反映される。また各学科においては、当該学科の専門性と時代の要請、また所与

の条件等を鑑み、学科独自の教育目的や教育目標も検討されている。これらはカリキュラ

ムと直結するものでもあり、毎年検討、見直しが行われている。 
 
（２） 建学の精神や教育理念の解釈の見直し、教育目的や教育目標の点検及びそれらを学

生や教職員に周知する施策等の実施について、理事会または短期大学教授会がどのよ

うに関与しているかを記述して下さい。 

 
 各学科の学科会議において審議された教育目標は、「事業計画書」案として、短期大学教

授会においてその内容が諮られる。その後、理事会の議を経て決定されるという手順を踏

む。こうして制定された教育目標は、学生及び教職員へ周知させるため『学生便覧』、ウェ

ブサイト等に掲載する。 
 
【特記事項について】 

（１） この《Ⅰ建学の精神・教育理念、教育目的・教育目標》の領域で示した評価項目や

評価の観点の他に、建学の精神・教育理念、教育目的・教育目標について努力してい

ることがあれば記述して下さい。また短期大学で独自の使い方や別の語句を使ってい

る場合はその旨記述して下さい。 

 
 特になし。 
 
（２） 特別の事由や事情があり、評価項目や評価の観点が求めることが実現（達成）でき

ないときはその事由や事情を記述して下さい。 
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Ⅱ教育の内容 

【教育課程について】 

（１） 学科等の現在の教育課程を、下の表を例に作成して下さい。なお学科等に複数の履

修コースを設定し、学生に別の教育課程表として提示している場合はコースごとに記

載して下さい。平成２１年度に学科改組等を行った場合は、平成２０年度の教育課程

表を別途作成し、巻末に綴じて下さい。 

 
1） 生活学科教育課程                  （平成21年5月1日現在） 

授業形態 単位 教員配置 科目の

種別 

授業科目名 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任 

前年度の

履修者数 

クラ

ス数 

備考(数字は科目

履修人数） 

哲学 ○       2       ○ 16     
文学 ○       2       ○ 15     
心理学 A ○       2       ○ 83 2   
心理学 B ○       2       ○ 74 2   
法学 ○       2       ○ 8     
経済学 ○       2       ○ 33     
社会学 ○       2     ○   45     
歴史学 ○       2       ○ 31     
数学 ○       2       ○ 53     
天文学 ○       2   ○     31     
生物学 ○       2       ○ 65 2   
物理学 ○       2   ○     17     
化学 ○       2       ○ 11     
日常英語の基本 PartⅠ   ○     1       ○ 19 2 名称変更 

日常英語の基本 PartⅡ   ○     1       ○ 11   名称変更 

英会話   ○     1       ○ 3 2   
フランス語フランス文化入門①   ○     1       ○ 11     
フランス語フランス文化入門②   ○     1       ○ 0     
ドイツ語ドイツ文化入門①   ○     1       ○ 1     
ドイツ語ドイツ文化入門②   ○     1       ○ 0     
イタリア語イタリア文化入門①   ○     1       ○ 8     
イタリア語イタリア文化入門②   ○     1         0   （欠講） 

中国語中国文化入門①   ○     1       ○ 1 3   
中国語中国文化入門②   ○     1       ○ 0 3   
ハングル語コリア文化入門①   ○     1       ○ 21 3   
ハングル語コリア文化入門②   ○     1       ○ 4 3   
手話   ○     1       ○ 2 2   
ダンス   ○     1       ○ 7     
情報処理入門   ○     2       ○ 22 2   
表計算初級   ○     2   ○   ○ 77 5   
データベース初級   ○     2       ○ 76 3   
マルチメディア入門   ○     2   ○     11 2   
CGライセンス①   ○     1     ○   0   新規 

CGライセンス②   ○     1     ○   0   新規 

グラフィックデザイン基礎①   ○     1     ○   0   新規 

グラフィックデザイン基礎②   ○     1     ○   0   新規 

マルチメディア制作/サウンド   ○     1     ○   0     
サウンドスケープ論 ○       2     ○   1     
海外語学実習     ○   4       ○ 3     
スポーツの理論と方法 ○       2       ○ 18     

共
通
教
育
科
目 

スポーツ A   ○     1       ○ 18 2   
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授業形態 単位 教員配置 科目の

種別 

授業科目名 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任 

前年度の

履修者数 

クラ

ス数 

備考(数字は科目

履修人数） 

スポーツ B   ○     1       ○ 14 2   
スポーツ C   ○     1       ○ 13 2   
書道（１）   ○     1       ○ 6     
書道（２）   ○     1       ○ 8     
創作入門・陶芸   ○     1       ○ 8     
創作入門・彫刻   ○     1     ○   2     
キャリアデザイン特講 ○       2     ○   20     
思い出しの算数 ○       2   ○     35     
就職の数学 A ○       2   ○     66 2   
就職の数学 B ○       2   ○   ○ 27 2   
就職の数学 C ○       2   ○     52     
常識の日本語 ○       2       ○ 61     
フレッシュアップ・イングリッシュ ○       2       ○ 0   新規 

キャリアプランニング A   ○     1       ○ 53     
キャリアプランニング B   ○     1       ○ 5     
ビジネス実務 ○       2       ○ 10     
TOEIC(1)   ○     1     ○   2     

TOEIC(2)   ○     1     ○   3     

共
通
教
育
科
目 

TOEIC(3)   ○     1       ○ 0   新規 

英検（１）   ○     1       ○ 4     
英検（２）   ○     1       ○ 0     
シネマイングリッシュ（１）   ○     2       ○ 4     
シネマイングリッシュ（２）   ○     2       ○ 6     
日韓比較文化論 ○       2       ○ 7     
神戸文化論 ○       2       ○ 3     
児童文学 ○       2       ○ 13     
音楽療法入門 ○       2       ○ 5     

開
放
科
目 

楽器論（Ｂ) ○       2     ○   5     
きれいの科学 ○     2     ○     146 3   
食デザイン ○     2     ○     154 3   
インテリア基礎 ○     2     ○     151 3   
見えない世界 ○     2     ○     147 3   
クッキング（１）   ○   2     ○     145 4   
社会とマナー ○     2         ○ 165 3   

必
修
科
目 

情報検索（1）   ○   2     ○     147 9   
生活学ゼミナール(1)   ○     4   ○     12     
生活学ゼミナール(2)   ○     4   ○     9     
生活学ゼミナール(3)   ○     4   ○     12     
生活学ゼミナール(4)   ○     4   ○     20     
生活学ゼミナール(5)   ○     4   ○     5     
生活学ゼミナール(6)   ○     4   ○     19     
生活学ゼミナール(7)   ○     4   ○     16     
生活学ゼミナール(8)   ○     4   ○     16     
生活学ゼミナール(9)   ○     4   ○     7     

選
択
必
修
科
目 

生活学ゼミナール(10)   ○     4   ○     7     
アパレル総論 ○       2   ○     0   新規 

洗たくの科学 ○       2   ○     84     
染色学 ○       2   ○     74     
ファッション概論 ○       2   ○     57     
ファッション販売論 ○       2   ○     37     
カラーコーディネート論Ａ ○       2   ○     132 3   
カラーコーディネート論Ｂ ○       2   ○     31     
ファッションマーケティング論 ○       2       ○ 49     

選
択
科
目 

ショップディスプレイ ○       2       ○ 71     
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授業形態 単位 教員配置 科目の

種別 

授業科目名 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任 

前年度の

履修者数 

クラ

ス数 

備考(数字は科目

履修人数） 

ショップマネージメント ○       2       ○ 0   新規 

色彩デザイン ○       2   ○     99   名称変更 

ファッションビジネス ○       2   ○     43     
化粧品のはなし A ○       2   ○     67 2   
化粧品のはなし B ○       2   ○     62     
界面科学実験 A     ○   2   ○     49 2   
界面科学実験 B     ○   2   ○     25     
染色学実験     ○   2   ○     34     
アパレルデザイン実習     ○   2   ○     33   名称変更 

スタイルプランニング演習     ○   2       ○ 28     
服飾デザイン実習Ａ     ○   2       ○ 8     
服飾デザイン実習Ｂ     ○   2       ○ 7     
ファッションデザイン実習Ａ     ○   2       ○ 10     
ファッションデザイン実習Ｂ     ○   2       ○ 4     
化粧学演習   ○     2       ○ 30     
パーソナルカラー実習     ○   2       ○ 59     
栄養学 A ○       2   ○     33     
栄養学 B ○       2   ○     0   新規 
食プランニング（１）   ○     2   ○     41     
食プランニング（２）     ○   2   ○     0   新規 

フードコーディネート論 ○       2       ○ 72     
食品学 A ○       2   ○     41     
食品学 B ○       2   ○     44     
調理学 ○       2   ○     62     
食品判別演習   ○     2   ○     43     
フードスペシャリスト論 ○       2   ○     34     
食文化論 ○       2       ○ 25     
レストランサービス特殊講義 ○       2       ○ 81   名称変更 

食マーケティング論 ○       2       ○ 17     
クッキング（２）     ○   2   ○     87     
菓子とパン A   ○     2       ○ 80 2   
菓子とパン B   ○     2       ○ 75 2   
菓子とパン C   ○     2       ○ 0   新規 

食品・栄養学実験     ○   2   ○     43     
テーブルコーディネート実習     ○   2       ○ 35     
食品加工実習     ○   2   ○     23     
食の安全と衛生 ○       2       ○ 26     
和食文化実習 A     ○   2       ○ 0 2 新規 

和食文化実習 B     ○   2       ○ 0   新規 

住生活演習   ○     2   ○     22     
インテリア計画論 ○       2   ○     50     
インテリアマテリアル ○       2       ○ 45     
住生活デザイン実習     ○   2   ○     22     
住居デザイン実習     ○   2       ○ 22     
インテリアデザイン実習     ○   2       ○ 16     
ガーデンコーディネート     ○   2   ○     18     
パース実習     ○   2   ○     18     
ハウジング CAD実習     ○   2       ○ 18     
住制作実習     ○   2         0   新規 

リビングスタイリスト ○       2       ○ 0   新規 

ラッピングコーディネート   ○     2   ○     0   新規 

ショップディスプレイ演習   ○     2   ○     0   新規 

ハンドクラフト   ○     2   ○     0   新規 

選
択
科
目 

福祉住環境論 ○       2   ○     12   名称変更 
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授業形態 単位 教員配置 科目の

種別 

授業科目名 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任 

前年度の

履修者数

クラ

ス数 

備考(数字は科目

履修人数） 

生活デザイン ○       2       ○ 12     
街のしくみ ○       2       ○ 11     
建築材料・施工 ○       2       ○ 14     
建築文化史 ○       2       ○ 0     
景観美学 ○       2       ○ 21     
住居学 ○       2       ○ 19     
消費者問題論 ○       2       ○ 18   名称変更 

生活経済論 ○       2       ○ 14   名称変更 

生活法律論 ○       2       ○ 31     
現代企業論 ○       2       ○ 31     
情報社会論 ○       2       ○ 62     
生活と環境 ○       2       ○ 19   名称変更 

商品・サービス ○       2       ○ 40     
インターネット・ビジネス ○       2       ○ 24     
社会基礎教養 ○       2   ○     0   新規 

情報のかたち ○       2   ○     50     
コンピュータ・サイエンス   ○     2   ○     22     
表計算中級   ○     2   ○   ○ 41 3   
表計算上級   ○     2       ○ 0     
コンピュータグラフィクス初級   ○     2       ○ 19 2   
コンピュータグラフィクス中級   ○     2       ○ 7 2   
情報検索（2）   ○     2   ○     35     
ホームページ作成演習   ○     2       ○ 50 2 1 
プレゼンテーション演習   ○     2       ○ 19 2   
ホームページ作成中級   ○     2   ○     20     
くらしと統計（1）   ○     2   ○     17     
くらしと統計（2）   ○     2   ○     8     
データベース中級   ○     2       ○ 27 2   
データベース上級   ○     2       ○ 2     
パソコンのしくみと管理   ○     2   ○     26     
デジタル画像処理   ○     2       ○ 31     
ビジネス文書実務   ○     2       ○ 0   新規 

プログラム演習(1)   ○     2   ○     28     
プログラム演習(2)   ○     2   ○     2     
美と健康クッキング     ○   2   ○     0   新規 

健康とエクササイズ ○   ○   2       ○ 1     
メンタルヘルス ○       2       ○ 0   新規 

ヘルスケア ○       2       ○ 24   名称変更 

海外生活文化研修     ○   2   ○     36     
ＴＡ実習Ａ   ○     2   ○   ○ 11 2   
ＴＡ実習Ｂ   ○     2   ○   ○ 1 2   
星と生活 ○       2   ○     38   1 
宇宙生活論 ○       2       ○ 33 2   
家族論 ○       2       ○ 22     
陶芸   ○     2       ○ 40     
デザイン   ○     2       ○ 45     
人間関係論 ○       2       ○ 26     
福祉とボランティア ○   ○   2       ○ 10 2   
臨床心理学 ○       2       ○ 9     
生活福祉論 ○       2       ○ 12     
保育学 ○       2       ○ 54     
児童学 ○       2       ○ 16     
カウンセリング実習     ○   2       ○ 13     

選
択
科
目 

遊びと人間 ○       2     ○   48     
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授業形態 単位 教員配置 科目の

種別 

授業科目名 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任 

前年度の

履修者数

クラ

ス数 

備考(数字は科目

履修人数） 

余暇論 ○       2       ○ 51     
マンガ論 ○       2     ○   8     

選
択
科
目 

遊び学演習   ○     2     ○   22     

 
（生活学科の各コースの必修科目） 
①美ファッションコース必修科目：11科目（選択17科目）アパレル総論、洗たくの科学、染色学、ファッショ

ン概論、色彩デザイン、ファッションビジネス、化粧品のはなしＡ、界面科学実験Ａ、界面科学実験Ｂ、染色

学実験、アパレルデザイン実習 
②食デザインコース必修科目：12科目（選択12科目）食プランニング（1）、栄養学Ａ、食品学Ａ、調理学、フ

ードスペシャリスト論、フードコーディネート論、食文化論、クッキング（２）、食品・栄養学実験、美と健康

クッキング、和食文化実習Ａ、和食文化実習Ｂ 
③住居インテリアコース必修科目：10科目（選択16科目）住生活演習、インテリア計画論、インテリアマテリ

アル、デザイン、住生活デザイン実習、住居デザイン実習、ガーデンコーディネート、住制作実習、インテリ

アデザイン実習、パース実習 
④情報コース必修科目：13科目（選択13科目）コンピュータ・サイエンス、情報検索（2）、ホームページ作成

演習、プレゼンテーション演習、ホームページ作成中級、くらしと統計（1）、くらしと統計（2）、データベー

ス初級、データベース中級、パソコンのしくみと管理、デジタル画像処理、プログラム演習(1)、情報社会論 
⑤総合生活コース必修科目：10科目（選択12科目）ファッション概論、栄養学Ａ、生活と環境、生活法律論、

生活福祉論、社会基礎教養、情報検索（2）、プレゼンテーション演習、ビジネス文書実務、メンタルヘルス 

 
2） キャリア・コミュニケーション学科教育課程      （平成 21 年 5 月 1 日現在） 

授業形態 単位 教員配置 科目の

種別 

授業科目名 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任 

前年度の

履修者数 

クラ

ス数 

備考(数字は科目

履修人数） 

哲学 ○       2       ○ 6     
文学 ○       2       ○ 18     
心理学 A ○       2       ○ 28 2   
心理学 B ○       2       ○ 18 2   
法学 ○       2       ○ 10     
経済学 ○       2       ○ 2     
社会学 ○       2   ○     34     
歴史学 ○       2      ○ 27     
数学 ○       2       ○ 15     
天文学 ○       2     ○   22     
生物学 ○       2       ○ 15 2   
物理学 ○       2     ○   2     
化学 ○       2       ○ 5     
日常英語の基本 PartⅠ   ○     2       ○ 5 2   
日常英語の基本 PartⅡ   ○     2       ○ 6     
フランス語フランス文化入門①   ○     1       ○ 16     
フランス語フランス文化入門②   ○     1       ○ 4     
ドイツ語ドイツ文化入門①   ○     1       ○ 3     
ドイツ語ドイツ文化入門②   ○     1       ○ 0     
イタリア語イタリア文化入門①   ○     1       ○ 5     
イタリア語イタリア文化入門②   ○     1         0   （欠講） 

共
通
教
育
科
目 

手話   ○     1       ○ 4 2   
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授業形態 単位 教員配置 科目の

種別 

授業科目名 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任 

前年度の

履修者数

クラ

ス数 

備考(数字は科目

履修人数） 

ダンス   ○     1       ○ 2     
マルチメディア入門   ○     2     ○   9     
CGライセンス①   ○     1     ○   0   新規 

CGライセンス②   ○     1     ○   0   新規 

グラフィックデザイン基礎①   ○     1     ○   0   新規 

グラフィックデザイン基礎②   ○     1     ○   0   新規 

マルチメディア制作/サウンド   ○     1     ○   0     
サウンドスケープ論 ○       2     ○   1     
海外語学実習     ○   4       ○ 1     
スポーツの理論と方法 ○       2       ○ 4     
スポーツ A   ○     1       ○ 1 2   
スポーツ B   ○     1       ○ 24 2   
スポーツ C   ○     1       ○ 22 2   
書道（１）   ○     1       ○ 9     
書道（２）   ○     1       ○ 2     
創作入門・陶芸   ○     1       ○ 11     
創作入門・彫刻   ○     1     ○   3     
キャリアデザイン特講 ○       2     ○   7     
思い出しの算数 ○       2     ○   4     
フレッシュアップ・イングリッシュ ○       2       ○ 0   新規 

就職の数学 A ○       2     ○   15 2   
就職の数学 B ○       2     ○ ○ 8 2   
就職の数学 C ○       2     ○   1     
キャリアプランニング A   ○     1       ○ 30 3   

共
通
教
育
科
目 

キャリアプランニング B   ○     1       ○ 12     
表計算中級   ○     2     ○ ○ 6 3   
表計算上級   ○     2       ○ 1     
データベース中級   ○     2       ○ 2 2   
データベース上級   ○     2       ○ 0     
プログラム演習   ○     2     ○   2     
コンピュータグラフィックス初級   ○     2       ○ 5 2   
コンピュータグラフィックス中級   ○     2       ○ 6 2   
ホームページ作成演習   ○     2       ○ 12 2   
ホームページ作成中級   ○     2     ○   0     
保育学 ○       2       ○ 12     
児童学 ○       2       ○ 1     
情報のかたち ○       2     ○   5 2   
カラーコーディネート論Ａ ○       2     ○   36 3   
カラーコーディネート論Ｂ ○       2     ○   12     
福祉とボランティア ○   ○   2       ○ 1 2   
消費者問題論 ○       2       ○ 9     
余暇論 ○       2       ○ 1     
星と生活 ○       2     ○   10     
ヘルスケア ○       2       ○ 2   名称変更 

宇宙生活論 ○       2       ○ 11 2   
生活福祉論 ○       2       ○ 5     
家族論 ○       2       ○ 4     
栄養学 ○       2     ○   17     
健康とエクササイズ ○   ○   2       ○ 12     
音楽療法入門 ○       2       ○ 3     

開
放
科
目 

楽器論（Ｂ) ○       2     ○   1     
コミュニケーション入門 ○     2     ○     62 4   
コミュニケーション応用 ○     2     ○     61 5   

選
択
必
修
科
目 社会問題 ○     2         ○ 64     
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授業形態 単位 教員配置 科目の

種別 

授業科目名 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任 

前年度の

履修者数

クラ

ス数 

備考(数字は科目

履修人数） 

キャリアデザイン入門   ○   1     ○     62 2   
卒業演習(1)   ○     4   ○     10     
卒業演習(2)   ○     4   ○     15     
卒業演習(3)   ○     4   ○     0   欠講 

卒業演習(4)   ○     4   ○     5     
卒業演習(5)   ○     4   ○     5     
卒業演習(6)   ○     4   ○     8     
卒業演習(7)   ○     4   ○     22 2   
卒業演習(8)   ○     4       ○ 0   新規 

選
択
必
修
科
目 

卒業演習(9)   ○     4         0   新規 

選 海外研修旅行     ○   4   ○     5     
英会話(1)   ○     1   ○   ○ 12 3 2 
英会話(2)   ○     1   ○   ○ 10 2 4 
英会話(3)   ○     1       ○ 7 2   
英会話(4)   ○     1       ○ 7 2   
英会話ラボ   ○     1   ○     3     
英会話ラボキャンプ   ○     1   ○     13     
アクティブイングリッシュＡ   ○     2       ○ 17     
アクティブイングリッシュＢ   ○     2       ○ 9   1 
英文法(1) ○       2   ○     29     
英文法(2) ○       2   ○     22     
基礎英語(1)   ○     1   ○     21     
基礎英語(2)   ○     1   ○     18     
リーディング(1)   ○     2       ○ 7     
リーディング(2)   ○     2       ○ 10     
リーディング(3)   ○     2   ○     8     
リーディング(4)   ○     2   ○     8     
総合英語(1)   ○     2   ○     18     
総合英語(2)   ○     2   ○     26     
インターネット英語(1)   ○     2   ○     21     
インターネット英語(2)   ○     2   ○     6     
シネマイングリッシュ(1)   ○     2       ○ 17   2 
シネマイングリッシュ(2)   ○     2       ○ 19     
日本文化の英語表現   ○     2   ○     15     
児童英語（１）   ○     2   ○     14     
児童英語（２）   ○     2   ○     4     
通訳演習   ○     1       ○ 15     
翻訳演習   ○     2       ○ 14     
英検(1)   ○     1       ○ 15     
英検(2)   ○     1       ○ 26     
TOEIC(1)   ○     1   ○     22 2 1 

TOEIC(2)   ○     1   ○     18 3 1 
TOEIC(3)   ○     1   ○     0   新規 

日本文学(1) ○       2   ○     36     
日本文学(2) ○       2   ○     18     
日本文学(3) ○       2   ○     23     
日本文学(4) ○       2   ○     11     
日本文化(1) ○       2       ○ 11     
日本文化(2) ○       2   ○     38     
日本文化(3) ○       2       ○ 39     
日本文化(4) ○       2       ○ 21   2 
日本文化史(1) ○       2   ○     16   名称変更 

日本文化史(2) ○       2   ○     25   名称変更 

選
択
科
目 

イギリス文化論 ○       2       ○ 10     
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授業形態 単位 教員配置 科目の

種別 

授業科目名 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任 

前年度の

履修者数

クラ

ス数 

備考(数字は科目

履修人数） 

児童文学 ○       2       ○ 22     
アメリカ文化事情 ○       2   ○     30     
ハングル語コリア文化入門Ⅰ   ○     1       ○ 25 3   
ハングル語コリア文化入門Ⅱ   ○     1       ○ 11 3   
中国語中国文化入門Ⅰ   ○     1       ○ 21 3   
中国語中国文化入門Ⅱ   ○     1       ○ 12 3   
日韓比較文化論 ○       2       ○ 31     
異文化間コミュニケーション ○       2   ○     3     
コミュニケーション論 ○       2   ○     0   新規 

神戸文化論 ○       2       ○ 27   1 
映画論(1) ○       2   ○     21     
映画論(2) ○       2   ○     12     
ミステリー＆ファンタジー論 ○       2   ○   ○ 39     
マンガ論 ○       2   ○     12   1 
アニメーション論 ○       2       ○ 33     
日本語ワークショップ(1)   ○     1       ○ 9   1 
日本語ワークショップ(2)   ○     1       ○ 15     
日本語ワークショップ(3)   ○     1       ○ 25     
創作ワークショップ(1)   ○     2       ○ 2     
創作ワークショップ(2)   ○     2       ○ 5     
コピーライティング ○       2   ○     18     
シナリオライティング(1)   ○     2       ○ 4     
シナリオライティング(2)   ○     2       ○ 6     
観光地理 ○       2       ○ 20     
観光産業事情 ○       2       ○ 19     
旅行業実務 ○       2       ○ 14     
観光英語   ○     1       ○ 24     
ホテル英語   ○     1       ○ 23     
航空業務（１）   ○     2       ○ 18     
航空業務（２）   ○     2       ○ 17     
観光文化論 ○       2       ○ 45     
マーケティング論 ○       2       ○ 23     
広告論 ○       2       ○ 19     
ビジネス実務 ○       2       ○ 33     
コミュニケーション演習   ○     2   ○     15     
地域学 ○       2   ○     14     
企業スタディ   ○     2       ○ 18     
ブライダルコディネーター入門 ○       2   ○     39     
ブライダルマネージメント ○       2   ○     33     
ＡＢＣ検定   ○     1   ○     0   新規 

ホスピタリティマネージメント ○       2   ○     28     
ホスピタリティ演習   ○     2   ○     40 2   
ビジネス企画 ○       2       ○ 0   新規 

オフィス総合演習(1)   ○     2       ○ 45     
オフィス総合演習(2)   ○     2       ○ 35     
ＰＣ入門   ○     2       ○ 30 2   
ＰＣ活用演習   ○     2       ○ 0   新規 

統計処理   ○     2     ○   20     
表計算   ○     2     ○ ○ 47 5   
データベース   ○     2       ○ 38 3   
プレゼンテーション   ○     2       ○ 5 2   
特別演習 A   ○     2       ○ 0   新規 

特別演習 B   ○     2   ○     40     

選
択
科
目 

インターンシップ A   ○     2   ○     0     
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授業形態 単位 教員配置 科目の

種別 

授業科目名 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任 

前年度の

履修者数

クラ

ス数 

備考(数字は科目

履修人数） 

インターンシップ B   ○     2   ○     11     
インターンシップ C     ○   1       ○ 0   欠講 

インターンシップ D   ○     2         0   新規 

インターンシップ E   ○     2         0   新規 

選
択
科
目 

インターンシップ F   ○     2         0   新規 

 
3） 表現芸術学科教育課程                （平成 21 年 5 月 1 日現在） 

授業形態 単位 教員配置 科目の

種別 

授業科目名 

講義 演習 実習 必修 選択 備 考 専任 兼担 兼任 

前年度の

履修者数

クラ

ス数 

備考(数字は科

目履修人数） 
哲学 ○       2       ○ 3     
文学 ○       2       ○ 17     
心理学 A ○       2       ○ 46 2   
心理学 B ○       2       ○ 6 2   
法学 ○       2       ○ 2     
経済学 ○       2       ○ 3     
社会学 ○       2     ○   5     
歴史学 ○       2      ○ 19     
数学 ○       2       ○ 7     
天文学 ○       2     ○   36     
生物学 ○       2       ○ 17     
物理学 ○       2     ○   4     
化学 ○       2       ○ 5     
日常英語の基本 PartⅠ   ○     1       ○ 11 2   
日常英語の基本 PartⅡ   ○     1       ○ 12     
英会話   ○     1       ○ 3 2   
フランス語フランス文化入門①   ○     1       ○ 3     
フランス語フランス文化入門②   ○     1       ○ 2     
ドイツ語ドイツ文化入門①   ○     1       ○ 2     
ドイツ語ドイツ文化入門②   ○     1       ○ 1     
イタリア語イタリア文化入門①   ○     1       ○ 6     
イタリア語イタリア文化入門②   ○     1         0   （欠講） 

中国語中国文化入門①   ○     1       ○ 1 3   
中国語中国文化入門②   ○     1       ○ 1 3   
ハングル語コリア文化入門①   ○     1       ○ 11 3   
ハングル語コリア文化入門②   ○     1       ○ 5 3   
手話   ○     1       ○ 4 2   
情報処理入門   ○     2       ○ 7 2   
表計算初級   ○     2     ○ ○ 16 4   
データベース初級   ○     2       ○ 2 3   
マルチメディア入門   ○     2     ○   7 2   
海外語学実習     ○   4       ○ 0     
スポーツの理論と方法 ○       2       ○ 4     
スポーツ A   ○     1       ○ 5 2   
スポーツ B   ○     1       ○ 14 2   
スポーツ C   ○     1       ○ 7 2   
書道（１）   ○     1       ○ 1     
書道（２）   ○     1       ○ 1     
創作入門・陶芸   ○     1       ○ 2     
創作入門・彫刻   ○     1   ○     3     
キャリアデザイン特講 ○       2   ○     4     
思い出しの算数 ○       2     ○   9     

共
通
教
育
科
目 

就職の数学 A ○       2     ○   0 2   
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授業形態 単位 教員配置 科目の

種別 

授業科目名 

講義 演習 実習 必修 選択 備 考 専任 兼担 兼任 

前年度の

履修者数 

クラ

ス数 

備考(数字は科

目履修人数） 
就職の数学 B ○       2     ○ ○ 7 2   
就職の数学 C ○       2     ○   1     
常識の日本語 ○       2       ○ 5 2   
フレッシュアップ・イングリッシュ ○       2       ○ 0   新規 

キャリアプランニング A   ○     1       ○ 21 3   
キャリアプランニング B   ○     1       ○ 7     
キャリアプランニング C ○       2       ○ 0     
ビジネス実務 ○       2       ○ 4     
TOEIC(1)   ○     1     ○   3     
TOEIC(2)   ○     1     ○   1     

共
通
教
育
科
目 

TOEIC(3)   ○     1     ○   0   新規 

表計算中級   ○     2       ○ 4 3   
表計算上級   ○     2       ○ 0     
データベース中級   ○     2       ○ 2 2   
データベース上級   ○     2       ○ 0     
プログラム演習   ○     2     ○   0     
コンピュータグラフィックス初級   ○     2       ○ 0 2   
コンピュータグラフィックス中級   ○     2       ○ 0 2   
ホームページ作成演習   ○     2       ○ 8 2   
ホームページ作成中級   ○     2     ○   0     
プレゼンテーション演習   ○     2       ○ 1 2   
保育学 ○       2       ○ 7     
児童学 ○       2       ○ 0     
情報のかたち ○       2     ○   2 2   
カラーコーディネート論Ａ ○       2     ○   8 3   
カラーコーディネート論Ｂ ○       2     ○   6     
福祉とボランティア ○   ○   2       ○ 2 2   
消費者問題論 ○       2       ○ 6     
余暇論 ○       2       ○ 0     
ヘルスケア ○       2       ○ 1   名称変更 

星と生活 ○       2     ○   5     
宇宙生活論 ○       2       ○ 7 2   
生活福祉論 ○       2       ○ 0     
家族論 ○       2       ○ 0     
栄養学 ○       2     ○   4     
健康とエクササイズ ○   ○   2       ○ 3     
英検（１）   ○     1       ○ 0     
英検（２）   ○     1       ○ 0     
シネマイングリッシュ（１）   ○     2       ○ 2     
シネマイングリッシュ（２）   ○     2       ○ 0     
日韓比較文化論 ○       2       ○ 4     
神戸文化論 ○       2       ○ 1     

開
放
科
目 

児童文学 ○       2       ○ 2     
芸術への招待(A)/美術 ○     2         ○ 61     
芸術への招待(B)/音楽 ○     2     ○     60   1 
芸術鑑賞Ⅰ   ○   1     ○     55     

必
修
科
目 

芸術鑑賞Ⅱ   ○   1     ○     45     
ゼミナール 1     ○   2       ○ 8     
ゼミナール 2     ○   2   ○     7     
ゼミナール 3     ○   2       ○ 3     
ゼミナール 4     ○   2       ○ 8     
ゼミナール 5     ○   2   ○     7     
ゼミナール 6     ○   2       ○ 3     

選
択
必
修
科
目 

ゼミナール 7     ○   2       ○ 3     
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授業形態 単位 教員配置 科目の

種別 

授業科目名 

講義 演習 実習 必修 選択 備 考 専任 兼担 兼任 

前年度の

履修者数

クラ

ス数 

備考(数字は科

目履修人数） 
ゼミナール 7     ○   2   ○     0   新規 

ゼミナール 8     ○   2   ○     6     

選
択
必
修 

ゼミナール 8     ○   2   ○     0   新規 

制作・発表Ⅰ     ○   3   ○     62     
制作・発表Ⅱ     ○   3   ○     33     
シナリオライティング(A)   ○     1       ○ 6     
シナリオライティング(B)   ○     1       ○ 11     
舞台制作Ⅰ     ○   3   ○     14     
舞台制作Ⅱ     ○   3   ○     11     
演劇(A)   ○     1       ○ 15     
演劇(B)   ○     1       ○ 14     
演劇(C)   ○     1       ○ 1     
演劇(D)   ○     1       ○ 1     
ナレーション演習   ○     1   ○     0   新規 

ダンス(A)   ○     1       ○ 16     
ダンス(B)   ○     1       ○ 16     
ダンス(C)   ○     1       ○ 11     
ダンス(D)   ○     1       ○ 10     
オペラ～ミュージカル(A) ○       2       ○ 36     
オペラ～ミュージカル(B) ○       2       ○ 38     
パフォーマンス   ○     1       ○ 4     
音響システム演習Ⅰ   ○     2   ○     15     
音響システム演習Ⅱ   ○     2   ○     4     
舞台美術・照明 ○       2       ○ 12     
児童英語（１）   ○     2     ○   0   新規 

児童英語（２）   ○     2     ○   0   新規 

メディア文化論 ○       2       ○ 14     
映画・映像文化 ○       2       ○ 14     
広告文化 ○       2       ○ 16     
コピーライティング ○       2     ○   23     
コンピュータ・ミュージックⅠ   ○     2   ○     16     
コンピュータ・ミュージックⅡ   ○     2   ○     6     
マルチレコーディング入門(A)   ○     1   ○     9     
マルチレコーディング入門(B)   ○     1   ○     8     
電子楽器アンサンブルⅠ     ○   3   ○     15     
電子楽器アンサンブルⅡ     ○   3   ○     3     
コンピュータグラフィックス（初級）   ○     2       ○ 11 2   
コンピュータグラフィックス（中級）   ○     2       ○ 12 2   
マルチメディア制作/サウンド   ○     1   ○     21   1 
マルチメディア制作/動画     ○   3       ○ 19     
マルチメディア制作/映像   ○     1   ○     23     
3Dコンピュータ・アニメーション A     ○   3       ○ 7   名称変更 

3Dコンピュータ・アニメーション B     ○   3       ○ 0   名称変更 

映画映像制作Ⅰ     ○   3   ○     20     
映画映像制作Ⅱ     ○   3   ○     2     
ＣＧライセンスⅠ   ○     2   ○     9     
ＣＧライセンスⅡ   ○     2   ○     0     
映画論(1) ○       2     ○   16     
映画論(2) ○       2     ○   7     
マンガ論 ○       2     ○   13     
アニメーション論 ○       2       ○ 20     
サウンドスケープ論 ○       2   ○     9     
美学 ○       2       ○ 10   1 

選
択
科
目 

美術史 ○       2       ○ 6     
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授業形態 単位 教員配置 科目の

種別 

授業科目名 

講義 演習 実習 必修 選択 備 考 専任 兼担 兼任 

前年度の

履修者数

クラ

ス数 

備考(数字は科

目履修人数） 
色彩心理学 ○       2       ○ 21   1 
デザインプロデュース ○       4   ○     20     
グラフィックデザイン基礎   ○     2   ○     7   名称変更 

タイポグラフィ   ○     2   ○     8     
アートマネージメント ○       2       ○ 29     
児童文化/絵本     ○   3       ○ 10     
カラーコーディネート   ○     1       ○ 18   1 
インテリアコーディネート①   ○     2       ○ 24     
インテリアコーディネート②   ○     2       ○ 17     
造形基礎/デッサンⅠ（A）     ○   1       ○ 6     
造形基礎/デッサンⅠ（B）     ○   1       ○ 8   2 
造形基礎/デッサンⅡ（A）     ○   1       ○ 0   新規 

造形基礎/デッサンⅡ（B）     ○   1       ○ 0   新規 

平面造形表現/油彩Ⅰ     ○   3       ○ 18     
平面造形表現/油彩Ⅱ     ○   3       ○ 4     
平面造形表現/日本画Ⅰ     ○   3       ○ 4     
平面造形表現/日本画Ⅱ     ○   3       ○ 3   1 
立体造形表現/彫刻Ⅰ     ○   3   ○     8     
立体造形表現/彫刻Ⅱ     ○   3   ○     1     
立体造形表現/陶芸Ⅰ     ○   3       ○ 24 2   
立体造形表現/陶芸Ⅱ     ○   3       ○ 3   1 
デザイン/ビジュアルコミュニケーションⅠ     ○   3       ○ 10     
デザイン/ビジュアルコミュニケーションⅡ     ○   3   ○     6     
デザイン/インテリアⅠ     ○   3       ○ 4     
デザイン/インテリアⅡ     ○   3       ○ 1     
デザイン/生活雑貨Ⅰ     ○   3   ○     11     
デザイン/生活雑貨Ⅱ     ○   3   ○     7     
デザイン/プリンティング     ○   3       ○ 9     
デザイン/テキスタイル     ○   3       ○ 7     
音楽心理学 ○       2   ○     16     
音楽史(A) ○       2   ○     30     
音楽史(B) ○       2   ○     21   2 
楽器論(A) ○       2   ○     29   1 
楽器論(B) ○       2   ○     28   2 
音楽基礎/ソルフェージュ   ○     2       ○ 15     
音楽基礎/理論 ○       4       ○ 21     
音楽療法入門 ○       2       ○ 15   1 
コード進行法   ○     2       ○ 20     
ピアノ指導法   ○     2   ○     6     
ポピュラーピアノ     ○   2   ○     6     
ピアノ基礎Ⅰ(A)     ○   1   ○     16     
ピアノ基礎Ⅰ(B)     ○   1   ○     17     
ピアノ基礎Ⅱ(A)     ○   1   ○     8     
ピアノ基礎Ⅱ(B)     ○   1   ○     6     
演奏表現/ピアノⅠ     ○   2   ○     14     
演奏表現/ピアノⅡ     ○   2   ○     3     
演奏表現/管弦打Ⅰ     ○   2       ○ 15     
演奏表現/管弦打Ⅱ     ○   2       ○ 7     
演奏表現/声楽Ⅰ     ○   2       ○ 22     
演奏表現/声楽Ⅱ     ○   2       ○ 10     
演奏表現/チェンバロ     ○   2       ○ 4   1 
作曲法Ⅰ   ○     2       ○ 16   1 
作曲法Ⅱ   ○     2   ○     0     

選
択
科
目 

指揮法   ○     2       ○ 6     
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授業形態 単位 教員配置 科目の

種別 

授業科目名 

講義 演習 実習 必修 選択 備 考 専任 兼担 兼任 

前年度の

履修者数

クラ

ス数 

備考(数字は科

目履修人数） 
打楽器アンサンブル     ○   2       ○ 8     
コーラスⅠ     ○   2       ○ 16   名称変更 

コーラスⅡ     ○   2         8   名称変更 

ﾎﾟｯﾌﾟｽ・ｸﾞﾙｰﾌﾟｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ(Ａ)     ○   1   ○     5     
ﾎﾟｯﾌﾟｽ・ｸﾞﾙｰﾌﾟｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ(Ｂ)     ○   1   ○     1     
公開演奏Ⅰ(A)   ○     2   ○     18     
公開演奏Ⅰ(B)   ○     2   ○     18     
公開演奏Ⅱ(A)   ○     2   ○     7     

選
択
科
目 

公開演奏Ⅱ(B)   ○     2   ○     7     

 
4） 専攻科（表現芸術専攻）教育課程           （平成 21 年 5 月 1 日現在） 

授業形態 単位 教員配置 科目の

種別 

授業科目名 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任 

前年度の

履修者数

クラ

ス数 

備考(数字は科目

履修人数） 

芸術鑑賞   ○   2     ○     5    必
修 

修了表現   ○   4     ○     5    
舞台表現論 ○       2       ○ 3    
メディア表現論 ○       2   ○     1    
音楽表現論 ○       2   ○     4    

選
択
必
修 

美術・デザイン表現論 ○       2   ○     2    
課題研究   ○     4   ○     3    
ティーチング・アシスタント(A)   ○     2   ○     0    
ティーチング・アシスタント(B)   ○     2   ○     0    
舞台制作     ○   3   ○     2    
映画映像制作     ○   4   ○     2    
メディア制作     ○   4   ○     0    
デッサン研究     ○   4       ○ 1    
油彩 1     ○   4       ○ 0    
油彩 2     ○   4       ○ 1    
日本画 1     ○   4       ○ 0    
日本画 2     ○   4       ○ 1    
陶芸 1     ○   4       ○ 0    
陶芸 2     ○   4       ○ 0    
彫刻     ○   4   ○     0    
トータルデザイン１     ○   4   ○     0    
トータルデザイン２     ○   4   ○     1    
トータルデザイン３     ○   4       ○ 0    
プリンティングデザイン     ○   4       ○ 0    
ピアノ表現     ○   4   ○     1    
管弦打表現     ○   4       ○ 1    
声楽表現     ○   4       ○ 0    
作曲法   ○     4       ○ 0    
ピアノ指導法   ○     2   ○     1    
ピアノアンサンブル     ○   2       ○ 0    
コーラス     ○   2       ○ 0  名称変更 

チェンバロ     ○   2       ○ 1    
音楽理論・ソルフェージュ   ○     4       ○ 0    
制作・発表     ○   3   ○     4    
公開演奏(A)   ○     2   ○     2    
公開演奏(B)   ○     2   ○     2    

選
択
科
目 

シナリオライティング(A)   ○     1       ○ 0    
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授業形態 単位 教員配置 科目の

種別 

授業科目名 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任 

前年度の

履修者数

クラ

ス数 

備考 

シナリオライティング(B)   ○     1       ○ 0    
ナレーション演習   ○     1   ○     0  新規 

演劇(A)   ○     1       ○ 0    
演劇(B)   ○     1       ○ 0    
ダンス(A)   ○     1       ○ 0    
ダンス(B)   ○     1       ○ 2    
オペラ～ミュージカル(A) ○       2       ○ 3    
オペラ～ミュージカル(B) ○       2       ○ 3    
パフォーマンス   ○     1       ○ 1    
音響システム演習Ⅰ   ○     2   ○     0    
舞台美術・照明 ○       2       ○ 0    
メディア文化論 ○       2       ○ 3    
映画・映像文化 ○       2       ○ 1    
広告文化 ○       2       ○ 1    
コピーライティング ○       2     ○   0    
コンピュータ・ミュージックⅠ ○       2   ○     0    
マルチレコーディング入門(A)   ○     1   ○     0    
マルチレコーディング入門(B)   ○     1   ○     0    
電子楽器アンサンブルⅠ     ○   3   ○     2    
コンピュータグラフィックス（初級）   ○     2       ○ 1 2   
コンピュータグラフィックス（中級）   ○     2       ○ 1 2   
マルチメディア制作/サウンド   ○     1   ○     0    
マルチメディア制作/動画     ○   3       ○ 0    
マルチメディア制作/映像   ○     1   ○     0    
3Dコンピュータ・アニメーション A     ○   3       ○ 0  名称変更 

3Dコンピュータ・アニメーション B     ○   3       ○ 0  名称変更 

ＣＧライセンスⅠ   ○     2   ○     0    
映画論(1) ○       2     ○   2    
映画論(2) ○       2     ○   1    
マンガ論 ○       2     ○   2    
アニメーション論 ○       2       ○ 2    
サウンドスケープ論 ○       2   ○     3    
美学 ○       2       ○ 1    
美術史 ○       2       ○ 0    
色彩心理学 ○       2       ○ 1    
デザインプロデュース ○       4   ○     0    
グラフィックデザイン基礎   ○     2   ○     0  新規 

タイポグラフィ   ○     2   ○     0    
アートマネージメント ○       2       ○ 0    
児童文化/絵本 ○ ○    3       ○ 0    
カラーコーディネート   ○     1       ○ 0    
インテリアコーディネート①   ○     2       ○ 1    
インテリアコーディネート②   ○     2       ○ 1    
造形基礎/デッサンⅡ（A）     ○   1       ○ 0    
造形基礎/デッサンⅡ（B）     ○   1       ○ 0    
デザイン/ビジュアルコミュニケーショ     ○   3       ○ 0    
デザイン/インテリアⅠ     ○   3       ○ 0    
デザイン/生活雑貨Ⅰ     ○   3   ○     1    
デザイン/テキスタイル     ○   3       ○ 0    
音楽心理学 ○       2   ○     2    
音楽史(A) ○       2   ○     1    
音楽史(B) ○       2   ○     1    

選
択
科
目 

楽器論(A) ○       2   ○     0    
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授業形態 単位 教員配置 科目の

種別 

授業科目名 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任 

前年度の

履修者数 

クラ

ス数 
備考 

楽器論(B) ○       2   ○     0    
音楽基礎/理論 ○       4       ○ 0    
音楽療法入門 ○       2       ○ 1    
コード進行法 ○       2       ○ 0    
ポピュラーピアノ     ○   2   ○     0    
ピアノ基礎Ⅰ(A)     ○   1   ○     2    
ピアノ基礎Ⅰ(B)     ○   1   ○     2    
演奏表現/管弦打Ⅰ     ○   2       ○ 0    
演奏表現/ヴォーカルⅠ     ○   2       ○ 0  名称変更 

指揮法   ○     2       ○ 0    
作曲法Ⅰ   ○     2       ○ 0    
作曲法Ⅱ   ○     2   ○     0    
打楽器アンサンブル     ○   2       ○ 0    
コーラスⅠ     ○   2       ○ 0  名称変更 

選
択
科
目 

ﾎﾟｯﾌﾟｽ・ｸﾞﾙｰﾌﾟｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ(Ａ)     ○   1   ○     1    

 
（２） 教養教育の取組み、専門教育の内容、授業形態のバランス、必修・選択のバランス、

専任教員の配置等について特に強調したいことがあれば記述して下さい。 

 
1） 共通教育科目 
 教養教育に当たる科目として、共通教育科目と開放科目を設けている。共通教育科目は、

（Ⅰ群）基礎教養群、（Ⅱ群）コミュニケーション群、（Ⅲ群）技能・就職支援群の 3 つに

区分され、Ⅰ群の基礎教養群では、哲学・文学・経済学・法学・天文学・物理学等の人文・

社会・自然にわたる基本的な 13 科目を用意し、この中 2 科目 4 単位を必修としている。 
 共通科目以外で 3学科の専門科目の中から他学科の学生の教養教育に役立つ科目を選出

し、これを開放科目として提供している。平成 20（2008）年度に開設された共通教育科

と開放科目は学科によって異なるが 67-78 科目である。この中の 8単位を必修としている。 
 
2） 生活学科 
 生活学科は、専門性の高さと、生活の広い分野を学ぶという目標を両立させるために、

平成14（2002）年度より内部的な「ゆるやかなコース制」を採用している。「ゆるやかな」

の意味は二つある。第一は、1年前期は基幹科目を必修として置いて生活の全分野につい

て学び、1年後期からコースに分かれることである。第二は、コースを選択した後も時間

が許す限り他コースの科目を履修することが可能であり、それを勧めていることである。 
平成20（2008）年度入学生の開設科目は、講義69科目、演習・実習57科目である。ゆ

るやかなコース制のもと、コースごとに事実上必修に近い科目を多く設置しているので、

専門科目の事実上の必修と選択のバランスはほぼ3対2になっている。必修科目、実験・実

習科目は、原則として専任教員が担当しており、専門科目の専任担当科目数は69で、兼任

担当科目数は57である。 
 
3） キャリア・コミュニケーション学科 
「現代社会の多様なニーズに応えることのできる柔軟な思考とコミュニケーション能
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力を有する人材を育成する」という教育目標を達成するためのベーシック科目群を 1 年の

必修科目として置き、学生が「読む」「書く」「聞く」「話す」能力を磨き、加えて社会

人として必須の知識やマナーを習得できるよう指導に当たっている。選択科目としては、

英語コミュニケーション、ビジネスコミュニケーション、文化コミュニケーションの３つ

の科目群を置いて、１つの科目群に集中することなく３つの科目群を満遍なく履修するよ

うに指導している。また、「英語関連の仕事をしたい人」、「観光業務に就きたい人」、「ブラ

イダルコーディネーターをめざす人」、「文化・文学を学びたい人」等希望する進路に応じ

た履修モデルを例示して、学生の便宜を図っている。 
平成 20（2008）年度入学生の学科必修科目は 5 科目 11 単位で、原則として専任教員が

担当しており、専門科目の専任担当科目数は 59 で、兼任担当科目数は 44 である。 
 
4） 表現芸術学科 
 本学科は、「今日の多様化する芸術表現へのニーズに応えられる豊かな創造力をもった人

材を育成する」ことを教育の基本として、「メディア表現」「音楽表現」「美術・デザイン表

現」「舞台表現」の 4 つの科目群を置き、履修は横断的な自由選択制である。学生には、

一つの表現分野を志向している場合であっても、各表現群を横断して関連性を保ちながら

広く学ぶことを推奨している。一方、選択科目を多くすることによって、学生個々のニー

ズに応ずることができることを特色としている。このために 4 つの科目群で、メディア表

現 28、音楽表現 34、美術・デザイン表現 33、舞台表現 21 と多くの科目を設置している。

これに必修科目を加えた全専門科目の専任担当科目数は 58 で、兼任担当科目数は 70 であ

る。また、学科の性格上、授業のほとんどが実技・演習の形態をとっている。専攻科では

105 科目設置し、必修と選択必修は 6 科目である。 
 
（３） 当該教育課程を履修することによって取得が可能な免許・資格を示して下さい。ま

た教育課程に関係なく免許・資格等を取得する機会を設けている場合は、その免許・

資格名とどのような履修方法であるかを記述して下さい。 

 
1） 生活学科 
 学科では、学習の目標、動機づけ、達成感の確保等のため基礎力や専門性が身につく資

格獲得を勧めている。取得の方法により３つのタイプの資格を勧めている。 
 ①定められた科目を修得すれば無試験で取得できる資格：情報処理士・上級情報処理士

（全国大学実務教育協会）②定められた科目を修得すれば受験資格が得られる資格：フー

ドスペシャリスト （日本フードスペシャリスト協会）、レストランサービス技能検定（日

本ホテル・レストランサービス技能協会）③試験により取得する資格：（試験に関連する科

目を設置） 色彩検定（文部科学省後援）、ファッションビジネス能力検定（日本ファッシ

ョン教育振興協会）、ファッション販売能力検定（日本ファッション教育振興協会）、家庭

料理技能検定（女子栄養大学生涯学習センター）。 
 
2） キャリア・コミュニケーション学科 



 30 

学科の教育目的を図る一つの手段として、また、卒業後は必ず就職したいという学生の

ニーズに応えるために資格取得をすすめている。履修によりそのまま自動的に免許・資格

取得できる科目はないが、以下は対応科目を設定している資格である。 
 関連資格は、TOEIC（国際ビジネスコミュニケーション協会）、秘書技能検定（実務技

能検定協会）、アシスタントブライダルコーディネーター検定（日本ブライダル事業振興協

会）、ビジネス文書検定（実務技能検定協会）、話しことば検定（日本話しことば協会）等

である。 
 
3） 表現芸術学科 
芸術関連の免許・資格の取得は、実際的な就職に役立つこともあるが、自己の能力に磨

きをかけるよい機会となり、教育目的の達成にもなるので、資格関連科目を設定している。

以下は対応科目を設定している資格である。 
関連資格は、色彩検定（文部科学省後援）、ＭＩＤＩ検定（音楽電子事業協会）、マルチ

メディア検定（画像情報教育振興協会）等である。 
 

（４） 選択科目を学生が適切に判断して選択できるように、学生便覧やガイダンス等でど

のように指導しているか、また学生が希望する選択科目を履修しやすいように、時間

割上どのような工夫を施しているか等について記述して下さい。 

 
各学科において、４月のガイダンス時に専任教員スタッフ全員で、学年別のオリエンテ

ーションを実施し、学生便覧と学科独自の資料を用いて選択科目を適切に履修できるよう

に指導を行い、学生の希望に応じた時間割の作成に協力している。 
生活学科では、専門科目の 6 割は実質必修である。残り 4 割の中ではコースの選択科目

以外に他コースの科目も選択するように指導している。 
キャリア・コミュニケーション学科では、３つの科目群を満遍なく履修できるように時

間割に配慮している。 
表現芸術学科では、学生各自の志向に合致した科目間の関連性を保った選択がなされる

ように説明し、また個別指導も行っている。時間割編成においては科目間の関連を考え、

履修させたい科目が重ならないように極力配慮している。 
◆添付資料「2 神戸山手短期大学学生便覧」p.7～96 他参照。 
 
（５） 卒業要件単位数及びその他の卒業要件（必修単位の修得、学生納付金の納付等）を

示して下さい。また学生にはどのような方法で卒業要件を周知させているかを記述し

て下さい。 

 
各学科の卒業要件は、毎年の前期・後期の学生納付金の納付を前提に、下記の単位取得

が必要となる。この卒業要件は学生便覧に記載しており、担当教員より年度始めのオリエ

ンテーション時に、また学期末ごとの成績配付時に重ねて説明している。 
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＜生活学科所要単位＞ 
共通科目 専門教育科目 

Ⅰ群 Ⅱ群 Ⅲ群 
開放科目 

必修 選択必修 選択 
合計 

4 以上 0 以上 0 以上 0 以上 
8 以上 

14 4 38 以上 72 

 
＜キャリア・コミュニケーション学科所要単位＞ 

共通科目 専門教育科目 
Ⅰ群 Ⅱ群 Ⅲ群 

開放科目 
必修 選択必修 選択 

合計 

4 以上 0 以上 0 以上 0 以上 
8 以上 

７ 4 40 以上 65 

 
＜表現芸術学科所要単位＞ 

共通科目 専門教育科目 
Ⅰ群 Ⅱ群 Ⅲ群 

開放科目 
必修 選択必修 選択 

合計 

4 以上 0 以上 0 以上 0 以上 
8 以上 

6 2 46 62 

 
＜専攻科表現芸術専攻＞ 
必修 6単位、選択必修4単位 選択20単位以上 合計30単位 
 
（６） 教育課程の見直し、改善について、学科等の現状を記述して下さい。なおこの項は

できれば学科等の責任者（学科長、学科主任等。以下「学科長等」という）が記述し

て下さい。 

 
1） 共通科目 
平成 16（2004）年度に教養教育課程の見直しを行い、従来の基礎教養教育課程の主要科

目を残してあらたに基礎学力向上に関わる科目を配置し、現在の「基礎教養群」、「コミュ

ニケーション群」、及び「技能・就職支援群」の共通教育課程を構築した。 
 
2） 生活学科 
平成 15（2003）年度にゆるやかなコース制を導入し、教育課程も徐々に整備してきた。

この間、改善を行った主要点は以下の 4 つである。 
 第一は、基礎力の一つとして「美的感性」を導入したことで、それに伴う科目として「カ

ラーコーディネート論」「パーソナルカラー実習」その他の科目を設置した。この結果、色

彩検定試験では 2 年連続優秀校に選ばれる等の成果をあげている。 
 第二は、基礎力の一つとして「人間関係力」を取り上げ、関係する科目を充実させたこ

とである。科目は「社会とマナー」「人間関係論」「社会基礎教養」その他を設置した。 
 第三は、食デザインコースの重点内容を、栄養学・食品学・調理学等の講義中心から、
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健康と美容のための献立と調理等の実習に移したことである。この方針は食デザインコー

スだけにとどまらず、学科の必修科目として「クッキング」を設置した。 
 第四は、生活学科の第５のコースとして、これまで設置していた生活経済コースを平成

21（2009）年度より総合生活コースに変更した点である。 
  
3） キャリア･コミュニケーション学科 
学科が創設されて 4 年目になるが、この間、学科コンセプトの点検を通して科目の増減、

改廃等見直しを図ってきた。平成 20（2008）年度には、ビジネスコミュニケーション科

目群に、「ブライダルゼミ」と「起業プランニングゼミ」を設けた。それぞれの担当教員が

兼任教員と特任教員で、その負担が大きいことが問題となっている。これは、本学科が元

の英語文化学科と日本語・日本文化学科の統合により創設された経緯があり、ビジネス系

専任教員が少ないことから生じている問題であり、今後、専任教員の採用が望まれる。 
 学生の中には英語を学びたいという意志をもちながら、基本的な文法事項の習得に中学

生時代につまずいてしまっている者もいたので、英語コミュニケーション科目群に「学び

直しの英語」というテーマを設定し、学生の基礎的な英語力のアップを図った。また、基

礎英語等の科目で受講生を能力別・習熟度別に分け、学生の実態に適合した形で英語学習

を進めている。今後も英語を学べる環境の充実を図っていきたい。 
 また、3 つの科目群に有機的関連性を持たせるための工夫の一つとして、平成 20（2008）
年度において、文化コミュニケーション科目群の一つである「日本文学(１)」で結婚文化

史をとりあげた。これは、ブライダル関係に就職を志望する学生のニーズに応えると同時

に、文化と教養への関心を育てることを目標としている。 
 
4） 表現芸術学科 
平成 13（2001）年度に創設された本学科は、必修科目に「ガイダンス」群、選択科目

に「メディア表現」「音楽表現」「美術・デザイン表現」「舞台表現」の 4 つの表現群、及び選

択必修の「卒業表現」群を設定し、その後、徐々に科目の見直しを図ってきた。 
平成 19（2007）年度には、メディア表現群に「Ｗｅｂデザイン」「タイポグラフィ」を設

けた。デザイン表現のカリキュラム構成に不足があると考えたためである。また、美術・デザ

イン表現群において、造形に関する基礎力と四年制大学等に編入学を志望する際の受験実技力

の強化を図るために「造形基礎／デッサン」関連の科目を増設した。 
 今後も学生のニーズと科目間の連携を見据えて科目内容の改善・改編を行っていく予定であ

る。平成 21（2009）年度に設置した舞台表現群の「ナレーション演習」はその一つである。 
専攻科では表現芸術学科と同様に、総合的芸術教育の推進の場としてカリキュラムを構

成しており、表現芸術学科科目の見直しと同時期にカリキュラムの改善・改編を行っている。 
 

【授業内容・教育方法について】 

（１） シラバスあるいは講義要項を作成・配布する際に配慮していることや学生への周知

方法等を記述して下さい。 
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シラバスは、授業目標・テーマ、授業内容・授業計画、評価方法、使用テキストを下表

の形式にて統一して表記している。また、シラバスの始めの頁には、各学科の理念と教育

目標を明記しており、カリキュラムがそれらに基づいた編成であること示している。シラ

バスは４月の学科別オリエンテーションを通じて学生へ配布される。 
 

科目名 ○○○○ 
    

副題 ○○○○○ 
担当者 ○○ ○○ 

授業目標・テ

ーマ 
○○○○○○○○ 

授業内容・ 

授業計画 
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

評価方法 ○○○○○ 
使用する  

テキスト 
○○○○○、○○○○ 

◆添付資料「2 神戸山手短期大学学生便覧」p.97～385 参照。 
 
（２） 学生の履修態度、学業への意欲等について、学科長等はどのように把握し受け止め

ているか記述して下さい。 

 
1） 生活学科 
生活学科には、一般的に受験勉強で大切にされる「言語的」あるいは「論理的・数学的」

の面では必ずしも優れてはいないが、他の面では、いろいろな能力を持った学生がいる。

例えば、美ファッションコースの学生には「空間把握力」と「人間関係力」に優れた学生

がおり、食デザインコースには手が良く動く「身体・運動的知能」が優れた学生が在籍し

ている。 
これらの学生は自分の興味と学習内容が一致した場合、非常に熱心に時間を忘れて取組

む。教員は、彼らの能力を十分理解して教育に取組む必要があると考えている。「言語力」

と「論理・数学的力」だけが中心の教育形態は、現在の学生にはなかなか受け入れられに

くい面を持っている。学業への無関心、単位だけのための出席、授業への無気力等の問題

点は、これに起因していることが多いと考えている。現在、学生の多面的な能力に働きか

ける教育を始めており、問題解決の一助になればと考えている。  
 
2） キャリア・コミュニケーション学科 
 本学科には、卒業後の進路を考えて入学する学生が多く、意欲をもった学生が多数存在

する。一方で、入学当初の目標がその後変化し、意欲をなくす学生もみられる。授業中に

私語をしたり、携帯電話を使用したり、遅刻、途中退室等をする学生も見られる。 
 学科では、4 月のオリエンテーションや、9 月の履修登録指導の際に、学生向け文書を

配布し、そのような行為に関する注意を喚起している。真面目な学生が多いので、そうし
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た学生を規範として履修態度のよくない学生を指導していく必要があると考えている。  
 なお、学科会議では、毎回、学生の情報を交換し、問題がある学生への原因の究明と対

処等を相談している。 
 
3） 表現芸術学科 
学生の多くは、本学科の教育理念・教育目標をよく理解した上で、履修する科目の編成をし、

意欲をもって学業に取組んでいる。それは、本学科カリキュラムの特色に賛同した入学志望動

機を反映していると考えられる。しかし、一部ではあるが、各学年において後期になると遅刻

や意欲の低下する学生が見られる。前期の後半にその兆候が見られる学生には、注意喚起を確

実に行い、後期の履修登録期間には全学生を集合させ履修の心構えを伝達している。 
 専攻科の学生は、真剣に意欲を持って勤しんでいる。その意欲は後輩になる表現芸術学科生

にもよい影響を与えており、学科全体の活気づくりにも貢献している。 
 
【教育改善への努力について】 

（１） 学生による授業評価を行っている場合はその概要を記述して下さい。行っていない

場合にはその事由等を記述してください。 

 
 本学では、全科目対象の「授業改善のためのアンケート」を平成10（1998）年度より行

っている。アンケート調査は前期・後期の年2回行い、現在に至っている。調査項目は増

減を繰り返しながら、平成20（2008）年度の調査では「理解」「興味」「学力」「探求度」

「先生の熱意」「満足度」「量」「出席」「授業時間」「静かさ」の10項目及び「自由記

述」となっている。結果は各教員に知らされ、自己点検・評価報告書にまとめられている。 
◆参考資料「2 神戸山手短大 授業改善のためのアンケート」参照。 
 
（２） 短期大学全体の授業改善（ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）活動等）へ

の組織的な取組み状況について記述して下さい。また短期大学の責任者（以下「学長

等」という）は授業改善の現状について、どのように受け止めているかを記述して下

さい。 

 
本学では、平成4（1992）年度に学長の呼びかけにより、自己点検・自己評価特別委員

会を発足させ、教育・研究の体制や活動、組織の運営管理等現状を検討し、問題点を摘出

し、改善策を講じてきた。平成9（1997）年度には、全学的な授業改善の最初の試みとし

て、教員対象のアンケート用紙配布による授業調査を行った。この結果は、平成9（1997）
年度の「自己点検・評価報告書」に記載した。以後、毎年度の教育活動と研究活動につい

ての自己点検・評価を行い『自己点検・評価報告書』を作成してきた。 
学生による授業改善のためのアンケートに加え、学年末には学生の満足度調査を行い、

短期大学としての機能が学生にどう受け止められているか等、授業改善のためのアンケー

トに含まれない、より広い大学生活全般に関わる調査を行っている。これらの調査結果は、

授業改善に向けての教員の意識改革に資するところが少なくなく、全教職員参加のFD研修
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会でも取り上げて、いかにフィードバックするかの検討を行っている。 
なお、平成17（2005）年度には、認証評価に向けて「自己点検・評価規程」、「自己点

検・評価推進委員会規程」を作成し、制度化を行った。 
 
＜学長＞  
社会的ニーズからみて、専門的な知識の教授だけではなく、社会人として必要な基礎力

や人間力といったものを育成することが求められている。各学科のカリキュラムもそれを

視野に入れて作成されているが、教員は自己の担当科目だけにこだわらず、学科全体、ひ

いては学校全体の広い視座をもって教育活動をする必要がある。特に昨今は学科横断型の

イベントを実施し学生にはより広い活動を展開させている。そのためにも、組織的なFD
を推進し、学科を超えた教員の協働及び職員の参加が必要である。平成20年、初めての試

みとして、短期大学教職員に併設大学教員、更に学生を含んだFD、SD研修を行った。夏

休み中に行ったので、数としては少ないが、参加した学生からはよい反応があった。また、

日頃交流の少ない併設大学教員との共同作業を通じて、コミュニケーションが活発になっ

た。短期大学教員間では、「自己点検・評価報告書」に基づく報告会、ディスカッション

等でフィードバックはしてきたが、定期的に、併設大学との共同のFD活動も今後ますます

重要であると考える。 
 
（３） 担当授業について教員間の意思の疎通や協力体制、または兼任教員との意思の疎通

について、学科長等は現状をどのように受け止めているかを記述して下さい。 

 
1） 共通科目 
共通科目については、教学部委員会において教学部長が中心になって各学科の教学部委

員と協議してカリキュラムを策定し、各授業の目標等の設定を行い、担当教員に周知して

いる。授業で問題が発生したときには、先ず教務課で対応し、解決できない問題の場合は

更に教学部委員会において協議し、意思の疎通を図るようにしている。 
 
2） 生活学科 
学科のほぼ 3 分の 2 の専任教員は、毎日学校に顔を出しており、学科の合同研究室にお

いて日常的に話し合いを行っている。したがって、専任教員同士の意思疎通はよく行われ

ているといってよい。コースの科目等の重要事項に関しては、基本的にコースに所属する

教員で話し合い、学科会議で決定することにしている。 
兼任教員との意思疎通は主にコースの専任教員が担当しており、兼任教員から教育上の

困難なこと等相談されることも多く、意思疎通はほぼできていると考えている。なお、兼

任講師とは、年 1 回年度始めに、教育懇談会を開催し親睦を深めている。 
 
3） キャリア・コミュニケーション学科 
学科会議では、学生についての情報交換をするとともに、授業の様子について意見・感

想を交換し、各々の授業改善に役立てている。兼任教員に関しては主任及び教学部委員が、
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また、英語関連科目の兼任教員に関してはネイティブの専任教員が対応し、意思の疎通を

図っている。今後、ビジネスコミュニケーション、英語コミュニケーション、文化コミュ

ニケーションの三つの科目群の有機的関連を追究していく上で、兼任教員との懇親会を開

く等、これまで以上に意思疎通を図っていく。 
 
4） 表現芸術学科 
総合的芸術教育を推進する上で教員間の意思の疎通や協力体制を築くことは必要不可欠で

あり、現在、学生の日頃の学業成果を学内外において発表する機会を多く設けているが、それ

らはさまざまな授業間の連携や教員間の協力があるからこそ実施されるものである。したがっ

て今後も、一層緊密な協力態勢を構築することが必要であると考えている。 
年度末には、兼任教員を含めた学科教員懇談会を開催し、授業間の連携、学生の状況等の情

報交換を行い、意思の疎通を図っている。 
 
【特記事項について】 

（１） この《Ⅱ教育の内容》の領域で示した評価項目や評価の観点の他に、例えば、他の

教育機関との単位互換制度、習熟度別授業、情報･メディア教育、国際理解教育、海外

研修制度、インターンシップ、女子教育の伝統継承と発展への取組み等、学科等にお

いて努力していることがあれば記述して下さい。 

 
1） 生活学科 

「海外生活文化研修（イタリア）」は選択科目として単位化されていて、通常の授業が

終了した2月に、学内で事前研修を行った後、1週間の予定で研修旅行に出かける。歴史と

文化の伝統国であるイタリアは、生活学科の柱である衣食住の研修をする上で最適地と言

える。単なる観光旅行ではなく、現地の大学生との交流やファッション関係の工場見学等

も含んでいる。毎年3割近い学生が参加する生活学科の目玉授業の一つである。 
 
2） キャリア・コミュニケーション学科 
学科では、より実践的な体験型学習を通じて地域と学科との交流を図るのみならず、学

生が自ら考えて行動できるような授業環境を提供できるよう図っている。具体例をあげる

と、理論と実践一体型の学習事業を「ＡＣＴ山手」と銘打ち、ブライダルゼミ（卒業演習

（7））の学外のブライダル施設でのインターンシップ、ＮＰＯ法人「神戸グランドアンカ

ー」における観光や起業に関する現場研修等のインターンシップ、起業プランニングゼミ

（卒業演習（8））の学外拠点でのSHOP経営の実践等を行っている。また実践的な英語の

体験学習として、提携する保育園で子どもに対する英語教育の実習「児童英語」を行って

いる。 
 長期的なプログラムとしては、４ヵ月カナダ語学留学がある。提携先の大学で取得した

単位は本学科の関連科目に読みかえている。 
 

3） 表現芸術学科 
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学科では、科目の性格上、実技・演習科目が多いので、授業時間外の学生へのサポートは特

に必要なことととらえ、実施している。 
授業の一環として、「サマーフェスタ」「アートフェスタ」「課外講座演奏会」「卒業制作展・

演奏会・公演会」等を開催し、それぞれの領域における授業成果の発表を行っている。 
 また、地元自治体等との連携を重視して、神戸市立相楽園、神戸市水の科学博物館、ＮＨＫ

神戸放送局、三宮東・西元町商店街等において、演奏会、ダンス、パフォーマンス、美術作品

制作・展示等の実践的な芸術創造活動を行っている。なお、これらに参加または鑑賞すること

によって「制作・発表」「芸術鑑賞」科目の単位認定も行っている。 
 
（２） 特別の事由や事情があり、この《Ⅱ教育の内容》の評価項目や評価の観点が求める

ことが実現（達成）できないときはその事由や事情を記述して下さい。 
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Ⅲ教育の実施体制 

【教員組織について】 

（１） 現在の専任教員数を下表を例にして作成して下さい。 

 
専任教員等の人数（平成21年5月1日現在） 

 
（２） 短期大学の教員にふさわしい資格と資質の有無については、訪問調査の際に、教員

の個人調書（①履歴書、②研究業績書、③担当授業科目名、④その他)を提示していた

だきます。したがって個人調書をこの報告書に添付する必要はありません。 

 
 訪問調査の際に提示いたします。 
◆参考資料「4 教員の個人調書」参照。 
 
（３） 教員の採用、昇任が適切に行われている状況を記述して下さい。その際、選考基準

等を示した規程等があれば訪問調査の際にご準備をお願いいたします。 

 
本学の教員の採用、昇任に関する規程は、昭和48（1973）年に「神戸山手短期大学教員

資格審査規程」として制定され、また、その審査基準は「教員資格審査基準内規」として

定められている。教員の採用、昇任については、教員組織基準に準拠し、教育面・経理面

から審議する教員組織審議会と、候補者の資格を審査する審査委員会を置いて審査を行う。

審査基準は、学歴、教職・役職歴、業績の三つについてすべて点数化されている。 
なお、最近の5年間では、5人を新規採用し、4人の昇任人事を行った。 

◆参考資料「5 神戸山手短期大学教員資格審査規程」他参照。 
 
（４） 教員の年齢構成について下表を例に現状を記載して下さい。 

 
 

専 任 教 員 数 
設置基準で定め

る教員数 学科等名 
教授 准教授 講 師 助教 計 〔イ〕 〔ロ〕 

助手 〔ハ〕 備考 

生活学科 5 4 0 0 9 （7） ― 0 0 家政関係 

ｷｬﾘｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 3 3 1 0 7 （5） ― 0 0 文学関係 

表現芸術学科 2 4 0 0 6 （5） ― 0 0 
音楽関係 
美術館系 

小計 10 11 1 0 22 （17） ― 0 0   

〔ロ〕 0 0 0 0 0 ― （4） 0 0   

合    計 10 11 1 0 22 （17） （4） 0 0   
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    専任教員等の年齢構成表（年齢は平成21年4月1日現在） 
年齢ごとの専任教員数（講師以上） 

区分 
70以上 

60～

69 

50～

59 

40～

49 

30～

39 
29以下 平均年齢 

助手等

の平均

年齢 

備考 

合計人数 

（ 22 人） 
0 9 6 6 1 0 55 ―   

割合 0% 39% 26% 30% 4% 0%       

 
（５） 専任教員は、(a)授業、(b)研究、(c)学生指導、(d)その他教育研究上の業務に対し

て意欲的に取り組んでいるか。また上記４つの分野の業務取組み状況にはどのような

傾向があるかを学長等が記述して下さい。その際、過去３ヶ年（平成18年度～20年度）

程度の教員の担当コマ数（担当コマ基準、平均担当コマ数等を含む）、教員の研究業

績、教員が参画する学生指導の業務、教員が参画するその他の教育研究上の業務概要

を示して下さい。 

 
1） 専任教員は、意欲的に取り組んでいるか 
＜学長＞  (a)授業 18 才人口の減少に伴い本学でも入学者数が減ってきている。したが

って教員の努力が期待される。その期待の中心は授業である。教員は努力していると判断

している。しかしながら困難な状況を考えれば、これまで以上の創意工夫を期待したい。

(b)研究を前向きに進めることを奨励するため、研究費の加重配分をし、サポートする体制

を昨年から導入し効果がでている。(c)学生指導に関しては、専任教員はきめ細かい指導を

行っている。教務や就職支援課とも連携をもち、導入教育から就職まで、教員は一貫して

指導している。(d)その他 学科の将来を見据えて、さまざまなプロジェクトを立ち上げ、

そのための準備や土台作りに励むことが要求されており、専任教員は意欲的に取組んでい

ると判断している。 
 
2） 教員の担当コマ数等の概要 
過去３ヶ年の教員の担当コマ数は下表の通りである。教員の研究業績は本報告書のⅥ研

究【教員の研究活動全般について】に記載した。教育・研究上の委員会一覧はⅧ管理運営

【教授会等の運営体制について】を参照されたい。 
 

専任教員の一週当たりの授業担当時間数（平成 18 年度～平成 20 年度） 
H18 H19 H20 

 教授           
11 名 

准教授    

12 名 

講師     

1 名 

教授     

11 名 

准教授    

12 名 

講師    

1 名 

教授     

9 名 

准教授    

13 名 

講師     

2 名 

最高 15.3 15.3 9 20 23 11 17 20 11 
最低 2 8.8 9 2 8 11 6.5 10 6 
平均 10.1 13.2 9 12 13.9 11 11.4 13.7 8.5 

    ※1時間は４５分換算。各学科の責任授業時間数は教授、准教授、講師とも 10時間。 
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（６） 助手、副手、補助職員、技術職員等を充分に、あるいは可能な限り配置しているか、

また助手等が教育研究活動等において適切に機能しているかを学長等が現状を記述し

て下さい。 

 
 本学では、雇用契約上、助手や副手という職名ではないが、実質的に学科に所属し、学

科運営に付随する事務的業務や実験実習科目の助手的な業務を担当する「嘱託職員」等を

各学科に配置している。現在、生活学科には学科事務を担当する嘱託職員１人と実験実習

科目の助手的業務を担当する嘱託職員 5人及びアルバイト職員 2人の計 8人を、キャリア・

コミュニケーション学科には学科事務を担当する嘱託職員 1 人と平成 19 年度の現代 GP
採択を受け、GP 活動推進のための契約職員 1 人、TA3 人の計 5 人を、表現芸術学科には

学科事務を担当する嘱託職員 1人と実技科目や地域連携イベント等の助手的業務を担当す

る TA1 人とアルバイト職員 5 人の計 7 人を配置している。 
 学科事務担当の嘱託職員は、学科運営に関する事務以外にも教員や教務課、学生・キャ

リア支援課などと連携を取りながら、所属学科の学生に対する学習面や学生生活面での支

援のほか、教員の教育研究活動に関するサポートを担当している。 
 いずれの学科の職員や TA とも、学科の教育研究活動の円滑な運営に欠かせない存在で

あり、比較的学生の年齢に近い立場で学生のよき相談役として「学生と教員」、「学生と職

員」をつなぐ意味で重要な機能を果たしている。 
 
（７） 2以上の校地（校地が隣接はしていないものの極めて近接しており、学生に対する

日常的な学習相談、進路指導、厚生補導等が支障なく行うことができる体制にある場

合など例外的な場合以外）において教育研究を行う場合においては、それぞれの校地

の専任教員の配置状況について記述して下さい。 

 
校地は極めて近接している。校地間は凡そ 200m である。 
 
【教育環境について】 

（１） 校舎・校地一覧表を下の表を例に作成して下さい。 

   校舎について、まず設置基準第３１条（通信教育学科を置く短期大学の場合には短

期大学通信教育設置基準第10条を含む）の規定による短期大学全体の基準面積（基準

面積を算出する計算式を含む）を示して下さい。また校舎を法人が設置する他の学校

等と共用している場合は、他の学校の校舎の基準面積も記載して下さい。さらに校舎

の配置図、用途（室名）、専用・共用の別を示した各階の図面を準備しておいて下さ

い。なお主要校舎については訪問調査の際にご案内いただきます。 

 
1） 神戸山手短期大学の基準校地面積、校舎面積 

【１】基準校地面積：  学生定員（1年250＋2年250）×10㎡＝5,000㎡ 
【２】校舎面積：2,850＋1,300＋1,275=5,425㎡ 
  ①別表第二のイ（基準校舎面積）：家政系→2,850㎡ 
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  ②別表第二のロ（加算校舎面積）：文学系→1,300㎡ 
                  美術系,音楽系→(1,300＋1,250）÷2＝1,275㎡ 

2） 神戸山手大学の基準校地面積、校舎面積 
【１】基準校地面積：収容定員数（720）×10㎡＝7,200㎡ 
【２】校舎面積：（4,627.4×4＋10,313.4）÷5＝5,764.6㎡ 
 （現代社会学部：文学①、法学①、経済学①、社会学・社会福祉学①、工学②） 
 ①(収容定員720－400)×1,653÷400＋3,305＝4,627.4㎡ 
 ②(収容定員720－400)×4,628÷400＋6,611＝10,313.4㎡ 
  
校舎・校地一覧表（平成21年5月1日現在） 

校舎 校地 
現有面積(㎡) 区分 

収容 
定員 
(人) 

基準面積 
(㎡) 専用 共用 

差異(㎡) 
基準面積 
（㎡） 

現有面積 
(㎡) 

差異(㎡) 

神戸山手短期大学 500 5,425 6263.77 5,000 
神戸山手大学 720 5,764.6 1630.29 

15,102.99   
7,200 

48,279.46   

計   11,189.6 22,997.05 11,808.05 12,200 48,279.46 36,079.46 

◆参考資料「6 校地、校舎に関する図面」参照。 
 
（２） 校地・校舎について、他の学校等との共有部分がある場合は、教育研究上の支障が

生じないように、どのような措置をとっているかについても記述して下さい。 

 
本学の1号館は、併設の神戸山手大学と共有しているが、教室等のスペースは十分あり、

これを使用して生涯教育センターが開催する公開講座を行っている。 
 
（３） 教育研究に使用する情報機器を設置するパソコン室、マルチメディア室、学内ＬＡ

Ｎ、ＬＬ教室及び学生自習室の整備状況（機種、台数等を含む）について記述して下

さい。またその使用状況（使用頻度等）についても記述して下さい。なお、２以上の

校地において教育研究を行う場合においては、校地ごとに記述して下さい。 

 
1） 情報教育設備 
 1 号館から 4 号館までのすべてに情報教室があり、合計 7 室で 236 台の学生用コンピュ

ータを配備している。それぞれの教室の整備状況詳細については下表の通りである。 
 
教育研究に使用する情報機器の整備状況等 

教室 OS 台数 学内 LAN 主な用途 主な教育用設備 

1 号館 413 Windows XP 50 敷設 リテラシー教育 モノクロプリンタ,映像配信・投影

設備 

2 号館 402 Windows XP 36 敷設 リテラシー教育 カラープリンタ,映像投影設備 

3 号館 013 Windows XP 30 敷設 学生自習用 モノクロプリンタ 
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3 号館 015 Windows XP 20 敷設 ゼミナール用 モノクロプリンタ,映像投影設備 

4 号館 101 Windows XP 50 敷設 リテラシー教育 モノクロプリンタ,映像配信設備 

4 号館 111 Macintosh 10 － マルチメディア教育 カラープリンタ 

4 号館 403 Windows XP 40 敷設 マルチメディア教育 カラープリンタ,映像配信・投影設

備 

 
 4 号館 111 教室以外の教室ではすべてのコンピュータが学内 LAN に接続されており、

ネットワークを介して学外と通信することが可能となっている。また、3 号館 013 教室は

授業では使用しない学生自習用情報教室となっている。なお、上表中の「映像配信設備」

とは、教員用端末の画面を卓上の複数台のモニタに映し出すシステムのことで、「映像投影

設備」とは、教員用端末の画面をプロジェクターでスクリーンに映し出すシステムのこと

である。また、キャリア・コミュニケーション学科の合同研究室内に、学生用のパソコン

が数台設置されている。生活学科では、合同研究室ではなく、学生が使えるパソコンとし

て 2 号館の情報準備室に 8 台、第 2 調理実習室に 6 台、会議室（ゼミ室）に 2 台設置され

ている。これらは学生が実習で作ったパソコンである。就職資料室にも情報収集等のため

学生用のパソコンを設置している。 
 
（４） 授業用の機器・備品の整備状況及び整備システム（管理の状況、整備計画等を含む）

について、その概要を記述して下さい。２以上の校地において教育研究を行う場合に

おいては、校地ごとに記述して下さい。なお機器・備品の整備状況については訪問調

査の際に校舎等をご案内いただく際にご説明いただきます。 

 
各号館ごとの教室及び設備内容は下表の通りで、可動スクリーン、OHP、ビデオ等AV機器を

完備した教室も用意し、それぞれの授業に必要な設備のある教室を選択できるようになってい

る。 
【Ｋ】ｶｾｯﾄ内蔵教卓 【Ｓ】ｽｸﾘｰﾝ 【暗】暗幕 【P】ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ（ﾊﾟｿｺﾝ対応）【Ｏ】OHP 【Ｖ】ビデオ 【DVD】DVD 

【LAN】LANｺﾝｾﾝﾄ 【ワ】ﾜｲｱﾚｽﾏｲｸ有 【ス】ｽﾗｲﾄﾞ 【ＤＰ】資料提示装置 【水】水道 

＜１号館＞ 

教室番号 収容人数  設備内容等 教室番号 収容人数  設備内容等 

 授業時 試験時   授業時 試験時  
体育館   K・CD・MD・ﾏｲｸﾐｷｻｰ 1337 39 39 ＜視聴覚＞ 

DVD･Ｖ･Ｏ･ＤＰ･ＴＶチューナー 

1510 460  ＜ホール＞ S・P・暗・ワ 1336 225 150 S・P・暗・Ｖ・ワ・LAN 
1537 66 66 Ｋ・S・P・暗 1335 117 78 DVD･ Ｖ･S･P･暗･LAN･ｽ･Ｏ･

延長ｺｰﾄﾞ 

1536 357 238 V・S・P・暗・ワ・LAN 1331 38 38  Ｖ・暗・ＴＶﾓﾆﾀｰ 

1531 64 64 Ｋ・暗 1313 60 30  Ｖ･S･P･水･暗･DVD･LAN 
1503 210 108 ＜視聴覚＞Ｖ・Ｏ・CD・DVDＬＤ・ス・ＤＰ・ワ・LAN   
1437 61 61 DVD･ Ｖ･Ｋ･S･P･暗･Ｏ･LAN 
1436 225 150 P･S･暗･Ｖ･水･LAN･ワ･延長コード  

 



 43 

                             ＜５号館＞ 

1435 117 78 DVD・V・S・P・暗・LAN 5130 64 32 Ｖ・S・P・暗・LAN 
1431 30 30 S・暗 5240 180  ＜演奏ホール＞LAN 

1413 45 45 ＜情報処理＞ 5201 84 42 ＜音楽理論＞LAN 
1412 99 66  Ｖ･暗･水･LAN･S･P･DVD 5202 45  ＜ソルフェージュ＞Ｖ 

1409 114 76 Ｖ･S･P･暗･ワ･LAN･DVD 5203 35  ＜リスニング＞ 

＜２号館＞  ＜４号館＞   

教室番号 収容人数 設備内容等 教室番号 収容人数 設備内容等 

 授業時 試験時   授業時 試験時  
2401 10  ＜情報処理＞LAN 4403 37  ＜情報処理＞ 

2402 24  ＜情報処理＞LAN 4401 15  ＜ﾈｯﾄｷｬｽﾄ研究室＞ 

2304 48  第５＜洋裁＞Ｖ･LAN･29TV･ワ 4305 40  ＜造形基礎・デザイン＞ 

2301 48  第４＜デザイン実習＞ 

S・P・ワ・ＬＡＮ 

4304 20  ＜デザイン＞ 

2213 160 96 Ｖ・Ｏ・ LAN・ワ・暗 4303 30  ＜デザイン＞ 

2212 30  会議室・ゼミ可・Ｖ・S・ 

P・ＯＡボード・３４ＴＶ・ワ 

4217 34  ＜日本画＞ 

2109 39  ＜第2調理実習室＞ 4216 50  ＜染色・版画＞ 

2104 51  ＜第２実験実習室＞LAN・ワ      4215 144  ＜造形基礎・デザイン＞ 

2103 38  ＜第１実験実習室＞LAN・ワ     4202 18  ＜写真＞ 

2010 150 96 ＜視聴覚＞Ｖ・Ｏ・ＣＤ・ＬＤ 

・ス・ＤＰ・暗・LAN 

4111 13  <会議室＞ 

2002 40  ＜第1調理実習室＞ 4108 39  ＜彫刻・陶芸＞ 

2001 40  ＜試食室＞ 4101 64  ＜情報処理＞ 

 
＜３号館＞       

収容人数 設備内容等 教室番号 収容人数 設備内容等 教室番号 
授業時 試験時    授業時 試験時   

3319 25  S 3118 15  V・ﾓﾆﾀｰ 
3318 31    3111 180 100 S・V 
3317 72 48 S・Ｖ・モニター 3109 24  S 
3316 72 48 S・Ｖ・モニター 3106 25  S 
3315 72 48 S 3103 25  S 
3314 72 48 S 3015 20  MD・DVD・S・V・K 
3215 63 42 Ｓ・Ｖ・モニター 3013 30  ＜情報自習室＞ 
3214 63 42 S 3010 61  ＜視聴覚＞DVD･Ｖ･Ｏ･ス･ＤＰ 
3213 63 42 S 
3212 117 78 S 

 

3211 117 78 S 
3210 250 138 ＜視聴覚＞Ｓ･Ｖ･Ｏ･DVD･ＣＤ 

3203 25  S 
3202 30  ＜実験心理＞ 
3201 25  S 
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（５） 校地、校舎の安全性、障害者への対応、運動場、体育館、学生の休息場所等につい

て記述して下さい。訪問調査の際にご案内いただき、ご説明願います。 

 
本学はキャンパスとして、１号館から５号館を有し、併設大学と共用している。このう

ち１、２、３号館は、徒歩で 3～5 分の場所に分散している。4 号館及び 5 号館は 1 号館

と同一敷地内にある。生活学科は 2 号館、キャリア・コミュニケーション学科は 1 号館、

表現芸術学科は 4 号館を主な教学の場としている。また、正面玄関以外の出入口は監視ビ

デオを設置した上で施錠し、防犯に努めている。 
 また、２、３、４号館はエレベータを設置し、スロープ等を完備したバリアフリーの学

舎である。学生食堂は 1 号館にあり、2 号館及び 4 号館に学生談話室を設け、学生の休息

場所に供している。運動場は併設高校と共有している。体育館は１号館内にあり、講義及

び運動部の活動の場となっている。 
 
【図書館・学習資源センター等（以下「図書館等」という）について】 

（１） 図書館等の概要について、全体の配置図、座席数、年間図書館予算、購入図書等選

定システム、図書等廃棄システム、司書数、情報化の進捗状況等を含めて記述して下

さい。なお図書館等には訪問調査の際にご案内いただきます。 

 
本 学 図

書館は、大

学、短期大

学の共用施

設である。

図書館とし

て独立した

建物ではな

く、主たる施設は 1 号館内に分散している。2
階に第 1 閲覧室、第 1 書庫、事務室、AV ルー

ム、雑誌室、紀要室、新聞室があり、地階に第

2 書庫、3 階に第 3 閲覧室と地図室、洋書室、4
階に洋書室がある。2 階がメインフロアとなっ

ており、第 1 閲覧室、第 1 書庫、AV ルーム以

外の部屋は基本的に施錠してあり閉架となって

いる。2 階の各部屋の配置及び、第 1 閲覧室・第 1 書庫の見取り図は上図の通りである。 
                
図書館の施設総面積は、1,296.96 ㎡となり、座席数が 134 席である。 
図書館の全体予算及び、図書購入予算は次の通り推移している。 
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 2005 年度 2006 年度 2007 年度 2008 年度 

図書館全体 ￥34,666,000 ￥25,570,000 ￥24,410,000 ￥20,942,000 

図書購入費 ￥28,354,000 ￥15,447,000 ￥14,249,000 ￥13,390,000 

 
図書館における資料収集・廃棄については「図書館資料収集・管理規程」に基づいて行

っている。資料収集に当たって、各学科図書費については、その学科教員がそれぞれの講

義に必要な図書を選定の上、図書館へ発注依頼をし、図書館が発注・受入・整理を行う。

図書館図書費及び学習図書費については、図書館内選書会議において、学習用図書、教養

書、レファレンスブック等、全学生を対象として新刊書を中心に選定している。その際に

は、その年度のシラバス集から抽出したキーワードを参考にし、カウンターでの学生の要

望等も加味する。また、教員用の授業参考図書については毎年アンケート調査を行い、必

要な図書を購入している。学生が所蔵を希望する図書については、購入希望制度及び学生

選書ツアーがあり、大学図書館の蔵書としてふさわしくない物をのぞき、できる限り購入

するようにしている。廃棄については、同規程に従い、紛失図書、破損図書、内容が古く

資料価値がなくなった図書を図書原簿より除籍し、廃棄している。 
館員数 6 名（派遣職員、嘱託職員とアルバイトを含む）中、司書は 4 名である。国立情

報学研究所、私立短期大学図書館協議会等の開催する各種研修会に参加し、最新の情報を

得て、能力開発及び研修に努めている。 
図書の検索システムは OPAC として「情報館 WebOPAC」を採用している。ただし、現

在の蔵書データは 1978 年度受入分以降となっている。随時遡及してデータ入力を行って

いるので、それ以前のデータも部分的ではあるが検索可能である。 
◆参考資料「7 神戸山手短期大学図書館規程」他参照。 
 

（２） 図書館に備えられている蔵書数（和書、洋書、学術雑誌数、AV資料数等）を下表を

例に作成して下さい。 

 
図書館等蔵書数一覧（平成 21 年 5 月 1 日現在） 

区分 和書 洋書 学術雑誌 AV 資料 

冊（種） 126,834 冊 27,137 冊 1,070 種 15,498 点 

※併設大学と共用 

 
（３） 図書館等には学生が利用できる授業に関連する参考図書、その他学生用の一般図書

等は整備されているか。また学生の図書館等の利用は活発かを、図書館等の責任者（図書

館長等）が現状をどのように捉えているかを記述して下さい。 

 
授業に関連した図書は、前述の通り、担当の教員が指定の上、図書館で購入し利用に供

している。教員が指定した図書以外の関連図書についても、図書館内選書会議において、



 46 

シラバス集から抽出したキーワードにより選書を行い、できる限り整備している。更に、

購入希望制度及び学生選書ツアーにより、学生が必要とする図書を購入できるようになっ

ている。また一般図書も、新書、文庫本等を中心に、小説や、就職関連、パソコン入門の

マニュアル、旅行ガイド等に至るまで広範囲に整備している。 
最近の図書館利用の状況は以下の通りである。 
 

対学生貸出冊数      
年 度 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 
短大生 2,373 2,208 1,924 1,687 1,161 870 

一人あたり 3.78 3.96 3.73 3.16 2.29 1.80 

 
平成 16（2004）年度からは１人当たりの貸出冊数も減少している。しかしながら図書

館として努力をしなかったのではない。さまざまな方法を考え、利用促進のための方策を

実行に移してきている。その時々に応じてテーマを設定し、関連する蔵書を館内に展示し

紹介する「One Theme Library」（年間約 6 回実施）や、図書館に配架する図書を学生と

一緒に書店で購入する「学生選書ツアー」（年間 2 回実施）はいずれも学生からの評判は

良く、大学祭のときに実施している所蔵貴重資料の展示及び講演会では、学外一般参加者

からも高い評価を得ている。平成 20（2008）年度末には学生に図書館をより身近に感じ

てもらえるように、図書館利用案内（冊子）の新訂版を作成した。また、学生の利用しや

すさを考え、図書館利用案内とは別にさまざまな情報検索の方法をまとめて冊子にした『図

書館の上手な使い方 －情報検索案内－』や、あるテーマごとにそのテーマの資料を集め

るための道標として「資料収集案内」のリーフレットを作成し配布している。そしてそれ

らを使った図書館利用指導を行っている。これらの努力により併設大学では平成 20 年度

に改善が見られたが、短大では見られない。 
この原因には、短大特有の問題もある。例えば、短大の学生の中で人数的に一番多い生

活分野は移り変わりが激しく、本は消耗品の側面が強い。例えば 3 年前のファッション雑

誌はもう古いものとなる。学校の図書館の性格上古典的名著は揃えやすいが、消耗図書の

ようなものは揃えにくい。したがって、学生がすぐ読みたい本が揃っていない面がある。

また活字本だけでなく、写真や動画等も必要である。これらは、現在インターネットで得

られる時代である。学生の卒業研究の引用文献が、冊子の本以外であることが非常に多い

ことからもこれが伺える。良い悪いは別にして、インターネットから真実を見つける教育

を行う必要性が出てきている。 
 

（４） 図書館等からの学内外への情報発信、他の図書館等との連携等、現在の図書館活動

について、図書館長等がどのように受け止めているかを記述して下さい。 

 
先に述べた通り、利用が減少している中、利用者にいかに図書館から情報を発信するか

が、重要な鍵となっているという認識のもと、図書館だより「すわやま」を年 2 回、春と

秋に発行している。学生向けに教員の書評を中心に、図書館の利用方法や各種レファレン
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スツールの紹介等を掲載している。媒体としては印刷と Web 両方で同じ内容のものを発行

している。またホームページでは、蔵書検索、利用案内等のほかに図書館だより「すわや

ま」、新着図書の紹介、紀要等の目次索引、教員の新刊著書紹介、所蔵貴重資料の紹介、各

種検索サイトへのリンク等、豊富なメニューを用意して最新の情報を発信している。更に、

最近の紀要論文については全文をダウンロードできるようにしている。 
現在の社会では単独の図書館で利用者のすべての要求を満たすことは到底不可能であ

り、他の図書館との相互利用は欠かせない。利用者の求めに応じ、本学に所蔵していない

資料については、所蔵する他大学や国立国会図書館、その他の情報提供機関に文献複写や

図書貸借、閲覧等の依頼をすることで提供している。そのために、国立情報学研究所の

NACSIS-ILL に加盟してオンラインでその処理を行っている。また、国立国会図書館に利

用者登録を行い、貸出や文献複写、レファレンス等のサービスが受けられるようにしてい

る。 
 

【特記事項について】 

（１） この《Ⅲ教育の実施体制》の領域で示した評価項目や評価の観点の他に、例えば外

国人教員の採用、授業の公開、学習評価活動等、努力していることがあれば記述して

下さい。 

 
外国人教員の採用について 

 キャリア・コミュニケーション学科において、専任、兼任あわせて４名のネイティブの

教員をおいている。これは実社会での英語コミュニケーション力を高めるとともに、日本

の文化との比較を行い、より国際理解を深めることを目的としている。また、短大の共通

教育科目として開講しているハングル語コリア文化の授業においても、兼任としてネイテ

ィブの教員をおき、アジア地域の言語と文化の理解を深めるように努めている。 

 
（２） 特別の事由や事情があり、この《Ⅲ教育の実施体制》の評価項目や評価の観点が求

めることが実現（達成）できないときはその事由や事情を記述して下さい。 
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Ⅳ教育目標の達成度と教育の効果 

【単位認定について】 

（１） 次の「単位認定の状況表」を例に、単位認定の方法と評価の実態を記載して下さい。

なお、この表は平成２０年度卒業生が入学時より卒業までに履修した科目について作

成してください。 

  
各教育課程の平成20（2008）年度卒業生の平成20（2008）年度及び平成19（2007）年

度における単位認定状況は以下の通りである。なお、短大全体として「原則として、授業

科目の出席回数が2/3に満たない学生は本試験を受験できない」という出席を重視する授業

運営方針をとっている。 
 

1） 生活学科の単位認定の状況表               （平成20年度卒業生） 
単位取得状況（％） 最終の評価（％） 

種別 授業科目名 
授業

形態 

履修 

人数 

主な単位認定の

方法 
本試 再試等 計 秀 優 良 可 認 不 

哲学 講義 14 試験 50  7 57 0 14 43 0 0 43 
文学 講義 18 試験 78  22 100 0 22 33 44 0 0 
心理学 A 講義 76 試験 67  0 67 3 16 22 26 0 33 
心理学 B 講義 75 レポート 87  1 88 12 28 33 15 0 12 
法学 講義 8 試験 63  0 63 0 50 0 13 0 38 
経済学 講義 33 試験 85  0 85 0 12 18 55 0 15 
社会学 講義 39 試験 82  0 82 0 8 49 26 0 18 
歴史学 講義 42 レポート 88  0 88 33 40 12 2 0 12 
数学 講義 12 試験 75  0 75 0 50 17 8 0 25 
天文学 講義 23 試験 74  0 74 0 13 35 26 0 26 
生物学 講義 68 レポート 81  1 82 4 34 29 15 0 18 
物理学 講義 9 平常点 56  0 56 0 11 11 33 0 44 
化学 講義 7 試験 86  0 86 0 14 29 43 0 14 
実用英語 A 演習 13 試験 54  0 54 8 8 0 38 0 46 
実用英語 B 演習 6 試験 50  0 50 33 17 0 0 0 50 
英会話 演習 3 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 100 
日本語表現法 A初級 演習 9 試験 78  0 78 0 0 22 56 0 22 
日本語表現法 A中級 演習 3 試験 67  33 100 33 33 33 0 0 0 
フランス語フランス文化入門① 演習 5 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 100 
フランス語フランス文化入門② 演習 0 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
ドイツ語ドイツ文化入門① 演習 2 試験 50  0 50 0 50 0 0 0 50 
ドイツ語ドイツ文化入門② 演習 0 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
イタリア語イタリア文化入門① 演習 3 試験 67  0 67 0 0 33 33 0 33 
イタリア語イタリア文化入門② 演習 0 (欠講） 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
中国語中国文化入門① 演習 1 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 100 
中国語中国文化入門② 演習 0 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
ハングル語コリア文化入門① 演習 8 試験 88  0 88 50 25 0 13 0 13 
ハングル語コリア文化入門② 演習 1 試験 100  0 100 100 0 0 0 0 0 
手話 演習 7 試験 86  14 100 57 29 0 14 0 0 
情報処理入門 演習 17 平常点 59  6 65 41 6 6 12 0 35 
表計算初級 演習 85 試験・平常点 71  0 71 26 20 8 16 0 29 
データベース初級 演習 73 平常点 84  0 84 15 27 22 19 0 16 
海外語学実習 実習 2 総合評価 100  0 100 0 50 50 0 0 0 
スポーツの理論と方法 講義 8 試験 75  13 88 0 25 38 25 0 13 
スポーツ A 演習 13 平常点 77  8 85 15 54 15 0 0 15 
スポーツ B 演習 15 平常点 80  0 80 13 0 60 7 0 20 

共
通
教
育
科
目 

スポーツ C 演習 2 平常点 9 0 92 8 58 19 8 0 8 
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単位取得状況（％） 最終の評価（％） 
種別 授業科目名 

授業

形態 

履修 

人数 

主な単位認定の

方法 
本試 再試等 計 秀 優 良 可 認 不 

書道(1) 演習 6 平常点・作品 17  0 17 0 0 17 0 0 83 
書道(2) 演習 10 平常点・作品 60  10 70 20 30 20 0 0 30 
創作入門・絵画 演習 9 平常点・作品 44  0 44 22 0 22 0 0 56 
創作入門・陶芸 演習 11 平常点・作品 82  0 82 9 0 55 18 0 18 
創作入門・彫刻 演習 2 平常点・作品 100  0 100 0 50 50 0 0 0 
就職の数学Ａ 講義 34 試験 70  15 85 6 26 38 15 0 15 
就職の数学Ｂ 講義 38 試験 82  5 87 11 45 16 16 0 13 
就職の数学Ｃ 講義 46 試験 35  0 35 4 0 0 30 0 65 
キャリアプランニングＡ 演習 52 試験 82  10 92 42 38 8 4 0 8 
キャリアプランニングＢ 演習 4 試験 100  0 100 75 25 0 0 0 0 

共
通
教
育
科
目 

キャリアプランニング C 演習 12 試験 58  0 58 8 8 25 17 0 42 
TOEIC(1) 演習 0 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
TOEIC(2) 演習 1 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 100 

TOEIC(3) 演習 0 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
英検(1) 演習 1 レポート 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
英検(2) 演習 0 レポート 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
シネマイングリッシュ(1) 演習 1 平常点 0  0 0 0 0 0 0 0 100 
シネマイングリッシュ(2) 演習 2 平常点 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
比較文化論 講義 5 試験 20  0 20 0 0 20 0 0 80 
神戸文化論 講義 0 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
英米児童文学 講義 7 レポート 71  0 71 0 14 57 0 0 29 
音楽療法入門 講義 9 試験 78  0 78 22 11 22 22 0 22 
表現芸術基礎/美術 演習 2 平常点 100  0 100 0 50 50 0 0 0 

開
放
科
目 

楽器論(B) 講義 2 試験 100  0 100 0 0 0 100 0 0 
きれいの科学 講義 118 平常点 97  0 97 8 32 38 19 0 3 
食デザイン 講義 125 試験 92  0 92 6 26 38 22 0 8 
インテリア基礎 講義 120 試験 94  2 96 43 37 12 5 0 4 
見えない世界 講義 119 平常点 97  0 97 1 30 37 29 0 3 
クッキング（１） 演習 117 レポート 98  0 98 15 60 21 3 0 2 
社会とマナー 講義 132 試験 87  0 87 8 20 30 30 0 13 

必
修
科
目 

情報検索(1) 演習 118 レポート 94  3 97 11 47 33 7 0 3 
生活学ゼミナール(1) 演習 11 レポート 100  0 100 27 18 36 18 0 0 
生活学ゼミナール(2) 演習 8 レポート 100  0 100 38 63 0 0 0 0 
生活学ゼミナール(3) 演習 12 レポート 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
生活学ゼミナール(4) 演習 20 レポート 100  0 100 70 0 30 0 0 0 
生活学ゼミナール(5) 演習 5 レポート 100  0 100 0 20 60 20 0 0 
生活学ゼミナール(6) 演習 16 レポート 100  0 100 0 69 31 0 0 0 
生活学ゼミナール(7) 演習 13 平常点 100  0 100 15 38 46 0 0 0 
生活学ゼミナール(8) 演習 16 平常点 100  0 100 31 44 6 19 0 0 
生活学ゼミナール(9) 演習 7 平常点 100  0 100 14 86 0 0 0 0 

選
択
必
修
科
目 

生活学ゼミナール(10） 演習 7 平常点 100  0 100 14 43 43 0 0 0 
被服材料学 講義 63 試験 75  0 75 22 22 16 14 0 25 
洗たくの科学 講義 62 平常点 87  0 87 8 35 29 15 0 13 
染色学 講義 59 試験・レポート 69  0 69 8 12 22 27 0 31 
ファッション概論 講義 50 レポート 90  0 90 4 24 30 32 0 10 
ファッション販売論 講義 32 試験 97  0 97 6 9 47 34 0 3 
カラーコーディネート論Ａ 講義 89 試験 92  2 94 70 3 7 15 0 6 
カラーコーディネート論Ｂ 講義 40 試験 93  0 93 45 15 25 8 0 8 
ファッションマーケティング論 講義 39 レポート 69  0 69 13 21 26 10 0 31 
ショップディスプレイ 講義 57 レポート 98  0 98 23 37 32 7 0 2 
色彩デザインＡ 講義 51 試験 80  2 82 24 20 18 22 0 18 
色彩デザインＢ 講義 35 試験 83  0 83 17 20 23 23 0 17 
ファッションビジネス 講義 40 レポート 80  0 80 5 13 28 35 0 20 

選
択
科
目 

生活材料学 講義 33 試験・レポート 97  0 97 6 27 30 33 0 3 
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単位取得状況（％） 最終の評価（％） 
種別 授業科目名 

授業

形態 

履修 

人数 

主な単位認定の

方法 
本試 再試等 計 秀 優 良 可 認 不 

化粧品のはなしＡ 講義 62 提出物 92  0 92 10 26 37 19 0 8 
化粧品のはなしＢ 講義 58 提出物 93  0 93 16 29 36 12 0 7 
界面科学実験Ａ 実習 43 提出物 74  19 93 2 60 26 5 0 7 
界面科学実験Ｂ 実習 25 提出物 88  0 88 4 52 32 0 0 12 
染色学実験 実習 32 提出物 100  0 100 0 81 9 9 0 0 
テキスタイルデザイン実習 実習 26 作品 96  0 96 35 35 23 4 0 4 
スタイルプランニング演習 演習 20 試験 45  0 45 5 10 25 5 0 55 
服飾デザイン実習Ａ 実習 5 作品 80  0 80 0 60 20 0 0 20 
服飾デザイン実習Ｂ 実習 1 レポート 100  0 100 100 0 0 0 0 0 
ファッションデザイン実習Ａ 実習 8 作品 88  0 88 0 88 0 0 0 13 
ファッションデザイン実習Ｂ 実習 5 作品 40  20 60 0 40 0 20 0 40 
化粧学演習  演習 27 平常点 89  0 89 52 26 7 4 0 11 
パーソナルカラー実習 実習 49 試験 94  0 94 12 24 33 24 0 6 
栄養学 講義 46 試験 83  4 87 7 28 26 26 0 13 
食品学Ａ 講義 31 試験 74  13 87 13 29 26 19 0 13 
食品学Ｂ 講義 41 試験 85  0 85 20 32 22 12 0 15 
調理学 講義 51 試験 73  2 75 16 16 25 18 0 25 
食品判別演習 演習 40 レポート 93  0 93 25 23 35 10 0 8 
フードスペシャリスト論 講義 30 平常点・総合評 93  0 93 23 27 30 13 0 7 
食文化論 講義 38 レポート 86  3 89 5 58 18 8 0 11 
レストランサービス特殊講義（１） 講義 37 平常点 97  0 97 8 35 43 11 0 3 
レストランサービス特殊講義（２） 講義 31 平常点 97  0 97 19 35 23 19 0 3 
食と社会 講義 1 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 100 
食マーケティング論 講義 17 試験 71  0 71 12 29 6 24 0 29 
クッキング（２） 実習 78 レポート 96  0 96 1 67 24 4 0 4 
菓子とパン(1) 演習 72 レポート 96  0 96 1 64 10 21 0 4 
菓子とパン(2) 演習 73 レポート 86  0 86 1 67 12 5 0 14 
食品・栄養学実験 実習 30 レポート 94  3 97 30 37 23 7 0 3 
調理学実験 実習 22 レポート 95  0 95 55 18 9 14 0 5 
テーブルコーディネート実習 実習 32 平常点 100  0 100 9 28 44 19 0 0 
味覚演習 演習 34 レポート 91  0 91 38 24 21 9 0 9 
食品加工実習 実習 21 レポート 100  0 100 19 62 10 10 0 0 
食の安全と衛生 講義 47 試験 62  0 62 0 2 6 53 0 38 
食の美学実習 A 実習 46 レポート 100  0 100 2 52 28 17 0 0 
食の美学実習 B 実習 29 レポート 100  0 100 14 41 24 21 0 0 
住生活演習 演習 16 作品 75  0 75 50 25 0 0 0 25 
インテリア計画論 講義 44 試験 75  2 77 23 20 18 16 0 23 
インテリアマテリアル 講義 24 試験 54  0 54 0 4 29 21 0 46 
福祉住環境コーディネート論 講義 12 試験 100  0 100 42 25 33 0 0 0 
生活デザイン 講義 9 試験 67  0 67 11 22 11 22 0 33 
街のしくみ 講義 9 試験 77  1 78 11 33 22 11 0 22 
住生活デザイン実習 実習 16 作品 94  6 100 44 38 0 19 0 0 
住居デザイン実習 実習 16 課題 94  0 94 38 31 25 0 0 6 
インテリアデザイン実習 実習 16 作品 100  0 100 63 19 19 0 0 0 
ガーデンコーディネート 実習 16 作品 100  0 100 75 13 13 0 0 0 
ハウジング CAD実習 実習 16 レポート 100  0 100 25 38 25 13 0 0 
パース実習 実習 16 作品 100  0 100 63 13 25 0 0 0 
20 世紀の建築 講義 3 試験 33  0 33 33 0 0 0 0 67 
神戸学入門 講義 6 試験 100  0 100 0 67 17 17 0 0 
建築材料・施工 講義 12 平常点 8  0 8 0 0 0 8 0 92 
建築文化史 講義 0 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
景観美学 講義 20 レポート 90  0 90 10 45 15 20 0 10 
住居学 講義 17 試験 6  0 6 0 0 6 0 0 94 
建築パース実習 実習 16 作品 0 19 38 25 19  0 0 

選
択
科
目 

100  100 
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単位取得状況（％） 最終の評価（％） 
種別 授業科目名 

授業

形態 

履修 

人数 

主な単位認定の

方法 
本試 再試等 計 秀 優 良 可 認 不 

消費者問題論(1) 講義 18 レポート 84  5 89 22 17 17 33 0 11 
消費者問題論(2) 講義 5 レポート 100  0 100 0 20 20 60 0 0 
生活経済論(1) 講義 11 試験 61  3 64 9 18 9 27 0 36 
生活経済論(2) 講義 3 試験 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
生活法律論 講義 28 レポート 78  4 82 0 14 36 32 0 18 
現代企業論 講義 20 試験 50  0 50 10 5 5 30 0 50 
環境問題 講義 7 試験 100  0 100 0 14 71 14 0 0 
情報社会論 講義 44 レポート 55  0 55 2 11 11 30 0 45 
商品・サービス 講義 29 レポート 90  0 90 24 59 7 0 0 10 
インターネット・ビジネス 講義 20 レポート 90  0 90 0 5 40 45 0 10 
情報のかたち 講義 68 試験 91  0 91 7 18 37 29 0 9 
コンピュータ・サイエンス 演習 15 平常点 87  0 87 0 60 13 13 0 13 
表計算中級 演習 54 総合評価 61  9 70 15 15 19 22 0 30 
表計算上級 演習 0 総合評価 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
コンピュータグラフィクス初級 演習 17 平常点・課題 53  0 53 18 18 6 12 0 47 
コンピュータグラフィクス中級 演習 4 平常点・課題 25  0 25 0 25 0 0 0 75 
情報検索(2) 演習 33 平常点 61  0 61 9 12 15 24 0 39 
ホームページ作成演習 演習 44 平常点・制作物 57  27 84 23 27 16 18 0 16 
プレゼンテーション演習 演習 16 平常点・実技 19  69 88 6 44 19 19 0 13 
ホームページ作成中級 演習 20 平常点・制作物 100  0 100 0 65 15 20 0 0 
くらしと統計(1) 演習 15 試験 80  0 80 13 27 7 33 0 20 
くらしと統計(2) 演習 8 試験 88  0 88 0 25 25 38 0 13 
データベース中級 演習 30 平常点・総合評 54  23 77 23 23 17 13 0 23 
データベース上級 演習 2 平常点・総合評 100  0 100 100 0 0 0 0 0 
パソコンのしくみと管理 演習 25 試験・平常点 96  0 96 0 40 36 20 0 4 
デジタル画像処理 演習 30 平常点・総合評 93  0 93 27 47 17 3 0 7 
プログラム演習(1) 演習 28 平常点・課題 86  0 86 32 14 25 14 0 14 
プログラム演習(2) 演習 2 平常点・課題点 100  0 100 50 0 50 0 0 0 
人間関係論 講義 21 レポート 95  0 95 43 33 19 0 0 5 
福祉とボランティア 講・実 14 レポート 71  0 71 14 14 29 14 0 29 
生活世界とライフコース 講義 0  ＜欠講＞ 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
臨床心理学 講義 11 レポート 91  0 91 64 9 18 0 0 9 
生活福祉論 講義 8 レポート 75  0 75 0 50 25 0 0 25 
保育学 講義 39 試験 82  0 82 8 21 13 41 0 18 
児童学 講義 9 試験 100  0 100 11 33 11 44 0 0 
カウンセリング実習 実習 11 平常点・総合評 100  0 100 36 27 36 0 0 0 
遊びと人間 講義 52 試験 54  0 54 0 19 29 6 0 46 
余暇論 講義 39 レポート 41  0 41 26 13 3 0 0 59 
マンガ論 講義 4 試験 25  0 25 0 0 0 25 0 75 
遊び学演習 演習 19 平常点 68  0 68 5 11 42 11 0 32 
海外生活文化研修 実習 27 総合評価 100  0 100 52 19 11 19 0 0 
TA実習 A 実習 11 レポート 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
TA実習 B 実習 1 レポート 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
病気と微生物 講義 10 試験 80  0 80 0 10 40 30 0 20 
健康とスポーツ 講・実 12 試験 50  0 50 0 0 8 42 0 50 
星と生活 講義 28 試験 68  0 68 0 11 18 39 0 32 
宇宙生活論 講義 49 レポート 63  25 88 6 35 41 6 0 12 
異文化と生活 欠講 0   0  0 0 0 0 0 0 0 0 
家族論 講義 19 試験 58  0 58 0 5 32 21 0 42 
陶芸 演習 38 平常点・作品 81  8 89 5 21 45 18 0 11 

選
択
科
目 

デザイン 演習 36 平常点・総合評 89  0 89 6 33 28 22 0 11 

 
2） キャリア･コミュニケーション学科の単位認定の状況表   （平成20年度卒業生） 
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単位取得状況（％） 最終の評価（％） 
種別 授業科目名 

授業

形態 

履修 

人数 

主な単位認定の

方法 
本試 再試等 計 秀 優 良 可 認 不 

哲学 講義 9 試験 45  11 56 0 11 33 11 0 44 
文学 講義 13 試験 69  23 92 8 38 8 38 0 8 
心理学 A 講義 30 試験 57  0 57 0 13 27 17 0 43 
心理学 B 講義 27 レポート 96  4 100 7 30 48 15 0 0 
法学 講義 5 試験 80  0 80 0 20 40 20 0 20 
経済学 講義 21 試験 95  0 95 0 0 48 48 0 5 
社会学 講義 35 試験 83  0 83 0 9 51 23 0 17 
歴史学 講義 18 レポート 94  0 94 44 33 11 6 0 6 
数学 講義 8 試験 88  0 88 0 50 25 13 0 13 
天文学 講義 27 試験 89  0 89 0 7 15 67 0 11 
生物学 講義 12 レポート 50  8 58 0 17 25 17 0 42 
物理学 講義 2 平常点 50  0 50 0 0 50 0 0 50 
化学 講義 2 試験 50  0 50 0 0 50 0 0 50 
実用英語 A 演習 13 試験 92  0 92 15 31 38 8 0 8 
実用英語 B 演習 4 試験 100  0 100 25 25 0 50 0 0 
日本語表現法 A初級 演習 11 試験 73  9 82 0 0 18 64 0 18 
日本語表現法 A中級 演習 0 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
フランス語フランス文化入門① 演習 12 試験 75  0 75 0 8 50 17 0 25 
フランス語フランス文化入門② 演習 5 試験 20  40 60 0 20 20 20 0 40 
ドイツ語ドイツ文化入門① 演習 3 試験 67  33 100 0 33 67 0 0 0 
ドイツ語ドイツ文化入門② 演習 0 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
イタリア語イタリア文化入門① 演習 6 試験 67  0 67 17 33 17 0 0 33 
手話 演習 3 試験 67  33 100 67 0 0 33 0 0 
情報処理入門 演習 0 平常点 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
表計算初級 演習 0 試験・平常点 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
データベース初級 演習 0 平常点 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
海外語学実習 実習 5 総合評価 100  0 100 20 40 40 0 0 0 
スポーツの理論と方法 講義 1 試験 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
スポーツ A 演習 12 平常点 92  8 100 17 67 17 0 0 0 
スポーツ B 演習 29 平常点 86  0 86 7 52 28 0 0 14 
スポーツ C 演習 14 平常点 79  0 79 14 36 29 0 0 21 
書道(1) 演習 7 平常点・作品 57  0 57 14 0 43 0 0 43 
書道(2) 演習 4 平常点・作品 100  0 100 0 0 75 25 0 0 
創作入門・絵画 演習 2 平常点・作品 0  0 0 0 0 0 0 0 100 
創作入門・陶芸 演習 11 平常点・作品 82  0 82 0 27 45 9 0 18 
創作入門・彫刻 演習 3 平常点・作品 100  0 100 0 33 67 0 0 0 
就職の数学Ａ 講義 15 試験 73  14 87 33 27 20 7 0 13 
就職の数学Ｂ 講義 8 試験 87  13 100 13 38 50 0 0 0 
就職の数学Ｃ 講義 0 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
キャリアプランニングＡ 演習 36 試験 86  8 94 67 17 8 3 0 6 
キャリアプランニングＢ 演習 20 試験 95  0 95 65 30 0 0 0 5 

共
通
教
育
科
目 

キャリアプランニングＣ 演習 0 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
表計算中級 演習 17 総合評価 70  6 76 6 12 24 35 0 24 
表計算上級 演習 1 総合評価 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
データベース中級 演習 4 平常点・総合評 50  50 100 0 25 0 75 0 0 
データベース上級 演習 0 平常点・総合評 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
プログラム演習 演習 2 平常点・課題 100  0 100 0 0 0 100 0 0 
コンピュータグラフィクス初級 演習 1 平常点・課題 100  0 100 0 0 100 0 0 0 
コンピュータグラフィクス中級 演習 2 平常点・課題 100  0 100 50 50 0 0 0 0 
ホームページ作成演習 演習 11 平常点・総合評 73  18 91 27 18 36 9 0 9 
ホームページ作成中級 演習 0 平常点・制作物 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
保育学 講義 13 試験 85  0 85 8 15 31 31 0 15 
児童学 講義 1 試験 100  0 100 0 0 100 0 0 0 

開
放
科
目 

情報のかたち 講義 2 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 100 
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単位取得状況（％） 最終の評価（％） 
種別 授業科目名 

授業

形態 

履修 

人数 

主な単位認定の

方法 
本試 再試等 計 秀 優 良 可 認 不 

カラーコーディネート論Ａ 講義 41 試験 90  0 90 41 7 17 24 0 10 
カラーコーディネート論Ｂ 講義 11 試験 82  0 82 18 9 55 0 0 18 
福祉とボランティア 講・実 5 レポート 40  20 60 0 20 0 40 0 40 
消費者問題論 講義 8 レポート 75  13 88 0 0 50 38 0 13 
余暇論 講義 2 レポート 50  0 50 50 0 0 0 0 50 
病気と微生物 講義 2 試験 100  0 100 0 0 50 50 0 0 
星と生活 講義 6 試験 100  0 100 17 0 50 33 0 0 
宇宙生活論 講義 16 レポート 94  0 94 19 38 31 6 0 6 
生活福祉論 講義 5 レポート 60  0 60 0 0 40 20 0 40 
家族論 講義 4 レポート 100  0 100 0 0 25 75 0 0 
栄養学 講義 21 試験 57  29 86 14 43 24 5 0 14 
健康とスポーツ 講・実 8 試験 63  0 63 0 25 13 25 0 38 
音楽療法入門 講義 8 試験 100  0 100 0 38 38 25 0 0 
表現芸術基礎/美術 演習 4 平常点・総合評 75  0 75 25 0 50 0 0 25 

開
放
科
目 

楽器論(B) 講義 1 試験 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
大学入門ゼミナール 講義 63 平常点・レポー 100  0 100 10 59 24 8 0 0 
コミュニケーション入門 講義 63 試験 100  0 100 17 30 38 14 0 0 
コミュニケーション応用 講義 63 試験 100  0 100 10 35 44 11 0 0 
社会問題 講義 65 レポート 97  0 97 12 57 26 2 0 3 

必
修
科
目 

キャリアデザイン入門 演習 63 レポート 100  0 100 6 67 27 0 0 0 
卒業演習（１） 演習 9 試験 100  0 100 78 11 11 0 0 0 
卒業演習（２） 演習 15 レポート 100  0 100 7 27 53 13 0 0 
卒業演習（４） 演習 4 レポート 100  0 100 0 75 25 0 0 0 
卒業演習（５） 演習 5 レポート 100  0 100 40 20 20 20 0 0 
卒業演習（６） 演習 8 レポート 100  0 100 38 63 0 0 0 0 

選
択
必
修
科
目 

卒業演習（７） 演習 22 レポート 100  0 100 9 5 82 5 0 0 
選 海外研修旅行 演習 4 総合評価 100  0 100 0 100 0 0 0 0 

英会話（１） 演習 31 試験 90  0 90 6 16 32 35 0 10 
英会話（２） 演習 14 試験 86  7 93 7 36 36 14 0 7 
英会話（３） 演習 7 平常点・総合評 71  0 71 14 0 29 29 0 29 
英会話（４） 演習 6 平常点・総合評 100  0 100 33 17 33 17 0 0 
英会話（５） 演習 6 試験 83  0 83 0 17 67 0 0 17 
英会話（６） 演習 2 平常点・総合評 50  0 50 0 0 50 0 0 50 
アクティブイングリッシュ A 演習 15 平常点・総合評 100  0 100 7 33 53 7 0 0 
アクティブイングリッシュ B 演習 21 平常点 95  0 95 19 43 24 10 0 5 
英文法(1) 講義 17 試験 59  0 59 24 6 6 24 0 41 
英文法(2) 講義 10 試験 90  0 90 20 20 20 30 0 10 
基礎英語(1) 演習 25 試験 88  0 88 20 28 16 24 0 12 
基礎英語(2) 演習 13 試験 92  0 92 23 38 23 8 0 8 
リーディング(1) 演習 5 試験 80  0 80 20 20 20 20 0 20 
リーディング(2) 演習 10 試験 90  0 90 20 20 40 10 0 10 
リーディング（３） 演習 7 試験 86  0 86 43 14 29 0 0 14 
リーディング（４） 演習 7 試験 71  29 100 0 43 57 0 0 0 
総合英語（１） 演習 17 試験 94  0 94 12 29 6 47 0 6 
総合英語（２） 演習 24 試験 96  0 96 21 21 17 38 0 4 
インターネット英語(1) 演習 15 発表・課題 80  0 80 20 60 0 0 0 20 
インターネット英語(2) 演習 14 発表・課題 93  0 93 7 36 29 21 0 7 
シネマイングリッシュ(1) 演習 14 平常点・総合評 100  0 100 0 57 36 7 0 0 
シネマイングリッシュ(2) 演習 21 平常点 100  0 100 14 43 43 0 0 0 
日本文化の英語表現 演習 22 試験 95  0 95 32 9 32 23 0 5 
児童英語（１） 演習 21 平常点 100  0 100 14 43 33 10 0 0 
児童英語（２） 演習 14 平常点 69  2 71 14 29 29 0 0 29 
通訳演習 演習 14 試験 79  0 79 14 36 14 14 0 21 

選
択
科
目 

翻訳演習 演習 13 レポート 69  23 92 0 38 54 0 0 8 
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単位取得状況（％） 最終の評価（％） 
種別 授業科目名 

授業

形態 

履修 

人数 

主な単位認定の

方法 
本試 再試等 計 秀 優 良 可 認 不 

英検(1) 演習 24 レポート 100  0 100 13 38 46 4 0 0 
英検(2) 演習 19 レポート 90  5 95 0 37 53 5 0 5 
TOEIC(1) 演習 20 試験 90  0 90 25 20 35 10 0 10 

TOEIC(2) 演習 14 試験 79  0 79 21 21 21 14 0 21 
TOEIC(3) 演習 6 試験 67  0 67 50 17 0 0 0 33 
TOEFL 演習 6 試験 67  0 67 0 33 0 33 0 33 
日本文学(1) 講義 25 試験 88  0 88 4 32 20 32 0 12 
日本文学(2) 講義 15 試験 67  0 67 20 27 7 13 0 33 
日本文学(3) 講義 18 試験 72  0 72 17 6 11 39 0 28 
日本文学(4) 講義 7 試験 100  0 100 0 0 57 43 0 0 
日本文化(1) 講義 8 試験 100  0 100 0 13 75 13 0 0 
日本文化(2) 講義 26 試験 96  0 96 8 19 65 4 0 4 
日本文化(3) 講義 24 試験 92  0 92 4 42 29 17 0 8 
日本文化(4) 講義 18 レポート 78  0 78 0 39 39 0 0 22 
日本文化と文学史（１） 講義 11 試験 64  0 64 9 9 18 27 0 36 
日本文化と文学史（２） 講義 7 試験 100  0 100 29 0 43 29 0 0 
イギリス文化論 講義 14 試験 93  0 93 0 50 43 0 0 7 
英米児童文学 講義 19 レポート 95  0 95 0 11 74 11 0 5 
アメリカ文化事情 講義 32 レポート 94  3 97 0 56 34 6 0 3 
ハングル語コリア文化入門Ⅰ 演習 31 試験 90  0 90 55 10 23 3 0 10 
ハングル語コリア文化入門Ⅱ 演習 15 試験 93  0 93 80 0 13 0 0 7 
中国語中国文化入門Ⅰ 演習 21 試験 95  0 95 38 14 38 5 0 5 
中国語中国文化入門Ⅱ 演習 10 試験 86  14 100 80 20 0 0 0 0 
比較文化論(1) 講義 23 試験 78  0 78 9 30 22 17 0 22 
比較文化論(2) 講義 6 試験 83  0 83 0 50 17 17 0 17 
神戸文化論 講義 22 試験 45  41 86 59 18 0 9 0 14 
映画論（１） 講義 17 試験 68  3 71 12 12 12 35 0 29 
映画論（２） 講義 18 試験 89  0 89 17 11 50 11 0 11 
ミステリー＆ファンタジー論 講義 43 レポート 86  0 86 5 21 37 23 0 14 
マンガ論 講義 11 試験 73  0 73 0 36 27 9 0 27 
アニメーション論 講義 25 レポート 64  0 64 8 20 12 24 0 36 
日本語ワークショップ（１） 演習 8 試験 88  0 88 38 13 13 25 0 13 
日本語ワークショップ（２） 演習 21 試験 86  0 86 29 33 14 10 0 14 
日本語ワークショップ（３） 演習 24 試験 79  0 79 21 33 17 8 0 21 
創作ワークショップ（１） 演習 2 レポート 100  0 100 100 0 0 0 0 0 
創作ワークショップ（２） 演習 5 レポート 100  0 100 0 60 20 20 0 0 
コピーライティング 講義 19 平常点 95  0 95 11 63 16 5 0 5 
シナリオライティング（１） 演習 5 レポート 40  0 40 0 0 40 0 0 60 
シナリオライティング（２） 演習 4 レポート 75  25 100 0 0 50 50 0 0 
観光地理 講義 30 試験 83  0 83 27 17 17 23 0 17 
観光産業事情 講義 41 レポート 93  0 93 20 66 7 0 0 7 
旅行業実務 講義 30 試験 93  0 93 33 27 10 23 0 7 
観光英語 演習 40 試験 63  0 63 15 13 8 28 0 38 
ホテル英語 演習 35 試験 97  0 97 17 49 29 3 0 3 
航空業務（１） 演習 22 試験 68  5 73 0 5 27 41 0 27 
航空業務（２） 演習 8 試験 88  0 88 25 25 25 13 0 13 
観光文化論 講義 44 試験 98  0 98 9 75 11 2 0 2 
マーケティング論 講義 23 試験 83  0 83 9 22 39 13 0 17 
広告論 講義 18 レポート 61  22 83 0 11 39 33 0 17 
ビジネス実務 講義 33 レポート 88  0 88 0 33 39 15 0 12 
企業スタディ 演習 22 レポート 100  0 100 5 86 9 0 0 0 
ブライダルコーディネーター入門 講義 45 レポート 98  0 98 2 60 36 0 0 2 
ブライダルマネージメント 講義 32 レポート 88  6 94 16 41 31 6 0 6 

選
択
科
目 

ホスピタリティマネージメント 講義 36 レポート 94  0 94 14 56 22 3 0 6 
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単位取得状況（％） 最終の評価（％） 
種別 授業科目名 

授業

形態 

履修 

人数 

主な単位認定の

方法 
本試 再試等 計 秀 優 良 可 認 不 

ホスピタリティ演習 演習 47 試験 91  0 91 0 9 21 62 0 9 
起業プランニング（１） 講義 18 レポート 100  0 100 17 72 11 0 0 0 
起業プランニング（２） 講義 14 レポート 79  0 79 14 29 14 21 0 21 
秘書検定 講義 16 試験 69  0 69 0 19 38 13 0 31 
ＰＣ入門 演習 25 平常点・総合評 92  0 92 12 28 24 28 0 8 
統計処理 演習 19 試験 74  0 74 5 0 53 16 0 26 
表計算 演習 41 試験 85  0 85 24 22 15 24 0 15 
データベース 演習 44 平常点・総合評 83  10 93 14 32 32 16 0 7 
プレゼンテーション 演習 1 平常点・実技 0  0 0 0 0 0 0 0 100 
インターンシップＡ 演習 7 平常点・実技 71  0 71 71 0 0 0 0 29 
インターンシップＢ 演習 13 平常点・実技 100  0 100 46 54 0 0 0 0 

選
択
科
目 

インターンシップＣ 欠講 0   0  0 0 0 0 0 0 0 0 

 
3） 表現芸術学科の単位認定の状況表             （平成20年度卒業生） 

単位取得状況（％） 最終の評価（％） 
種別 授業科目名 

授業

形態 

履修 

人数 

主な単位認定の

方法 
本試 再試等 計 秀 優 良 可 認 不 

哲学 講義 5 試験 60  20 80 20 40 20 0 0 20 
文学 講義 15 試験 80  20 100 33 53 0 13 0 0 
心理学 A 講義 22 試験 77  0 77 18 14 23 23 0 23 
心理学 B 講義 3 レポート 100  0 100 33 33 33 0 0 0 
法学 講義 0 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
経済学 講義 2 試験 50  0 50 0 50 0 0 0 50 
社会学 講義 3 試験 67  0 67 0 0 0 33 33 33 
歴史学 講義 8 レポート 100  0 100 25 63 13 0 0 0 
数学 講義 13 試験 85  0 85 8 23 23 23 8 15 
天文学 講義 10 試験 70  0 70 10 30 20 10 0 30 
生物学 講義 7 レポート 57  14 71 0 43 0 29 0 29 
物理学 講義 1 平常点 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
化学 講義 0 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
実用英語 A 演習 5 試験 100  0 100 40 0 20 20 20 0 
実用英語 B 演習 4 試験 100  0 100 50 0 25 0 25 0 
英会話 演習 4 試験 75  0 75 50 25 0 0 0 25 
日本語表現法 A初級 演習 2 試験 50  0 50 0 0 0 0 50 50 
日本語表現法 A中級 演習 4 試験 25  0 25 0 0 0 0 25 75 
フランス語フランス文化入門① 演習 1 試験 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
フランス語フランス文化入門② 演習 1 試験 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
ドイツ語ドイツ文化入門① 演習 1 試験 100  0 100 0 0 100 0 0 0 
ドイツ語ドイツ文化入門② 演習 1 試験 100  0 100 0 0 100 0 0 0 
イタリア語イタリア文化入門① 演習 0 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
イタリア語イタリア文化入門② 演習 0 ＜欠講＞ 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
中国語中国文化入門① 演習 1 試験 100  0 100 100 0 0 0 0 0 
中国語中国文化入門② 演習 1 試験 100  0 100 100 0 0 0 0 0 
ハングル語コリア文化入門① 演習 5 試験 80  0 80 40 20 20 0 0 20 
ハングル語コリア文化入門② 演習 2 試験 100  0 100 100 0 0 0 0 0 
手話 演習 2 試験 50  50 100 50 0 0 50 0 0 
情報処理入門 演習 2 平常点 100  0 100 100 0 0 0 0 0 
表計算初級 演習 5 試験・平常点 80  0 80 20 40 20 0 0 20 
データベース初級 演習 2 平常点 100  0 100 0 50 50 0 0 0 
海外語学実習 実習 0 総合評価 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
スポーツの理論と方法 講義 3 試験 100  0 100 0 67 33 0 0 0 
スポーツ A 演習 4 平常点 50  0 50 0 50 0 0 0 50 

共
通
教
育
科
目 

スポーツ B 演習 8 平常点 100  0 100 25 63 13 0 0 0 
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単位取得状況（％） 最終の評価（％） 
種別 授業科目名 

授業

形態 

履修 

人数 

主な単位認定の

方法 
本試 再試等 計 秀 優 良 可 認 不 

スポーツ C 演習 2 平常点 100  0 100 50 50 0 0 0 0 
書道(1) 演習 3 平常点・作品 100  0 100 33 33 0 33 0 0 
書道(2) 演習 3 平常点・作品 100  0 100 33 33 33 0 0 0 
創作入門・絵画 演習 7 平常点・作品 86  0 86 0 86 0 0 0 14 
創作入門・陶芸 演習 2 平常点・作品 100  0 100 0 0 50 50 0 0 
創作入門・彫刻 演習 3 平常点・作品 100  0 100 33 67 0 0 0 0 
就職の数学Ａ 講義 0 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
就職の数学Ｂ 講義 3 試験 67  33 100 33 67 0 0 0 0 
就職の数学Ｃ 講義 1 試験 100  0 100 0 0 100 0 0 0 
キャリアプランニングＡ 演習 4 試験 50  25 75 50 0 25 0 0 25 
キャリアプランニングＢ 演習 0 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 0 

共
通
教
育
科
目 

キャリアプランニング C 講義 1 試験 100  0 100 0 0 100 0 0 0 
表計算中級 演習 3 総合評価 67  0 67 33 0 33 0 0 33 
表計算上級 演習 0 総合評価 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
データベース中級 演習 2 平常点・総合評 100  0 100 0 50 50 0 0 0 
データベース上級 演習 0 平常点・総合評 0  0  0  0 0 0 0 0 0 
プログラム演習 演習 0 平常点・課題 0  0  0  0 0 0 0 0 0 
コンピュータグラフィクス初級 演習 0 平常点・課題 0  0  0  0 0 0 0 0 0 
コンピュータグラフィクス中級 演習 0 平常点・課題 0  0  0  0 0 0 0 0 0 
ホームページ作成演習 演習 8 平常点・総合評 38  25 63 25 13 13 13 0 38 
ホームページ作成中級 演習 0 平常点・制作物 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
プレゼンテーション演習 演習 0 平常点・実技 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
保育学 講義 11 試験 64  0 64 18 9 0 36 0 36 
児童学 講義 0 試験 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
情報のかたち 講義 0 試験 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
カラーコーディネート論Ａ 講義 10 試験 90  0 90 80 0 0 10 0 10 
カラーコーディネート論Ｂ 講義 5 試験 100  0 100 80 20 0 0 0 0 
福祉とボランティア 講・実 4 レポート 25  0 25 0 0 25 0 0 75 
消費者問題論 講義 1 レポート 0  0 0 0 0 0 0 0 100 
余暇論 講義 0 レポート 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
病気と微生物 講義 1 試験 100  0 100 0 0 100 0 0 0 
星と生活 講義 6 試験 100  0 100 17 33 33 17 0 0 
宇宙生活論 講義 7 レポート 86  0 86 0 57 29 0 0 14 
生活福祉論 講義 2 レポート 100  0 100 0 0 0 100 0 0 
家族論 講義 0 レポート 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
栄養学 講義 3 試験 67  33 100 33 33 0 33 0 0 
健康とスポーツ 講・実 3 平常点 67  0 67 0 33 33 0 0 33 
英検(1) 演習 0 レポート 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
英検(2) 演習 0 レポート 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
TOEIC(1) 演習 0 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
TOEIC(2) 演習 1 試験 100  0 100 100 0 0 0 0 0 

TOEFL 演習 0 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
シネマイングリッシュ(1) 演習 1 平常点・総合評 100  0 100 0 0 100 0 0 0 
シネマイングリッシュ(2) 演習 0 平常点・総合評 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
比較文化論 講義 1 試験 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
神戸文化論 講義 0 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 0 

開
放
科
目 

英米児童文学 講義 1 レポート 100  0 100 0 0 100 0 0 0 
芸術への招待(A)/美術 講義 32 平常点・レポー 97  3 100 3 31 59 6 0 0 
芸術への招待(B)/音楽 講義 32 レポート 100  0 100 19 19 9 53 0 0 
芸術鑑賞Ⅰ 演習 32 レポート 100  0 100 19 66 16 0 0 0 

必
修
科
目 

芸術鑑賞Ⅱ 演習 32 平常点・レポー 100  0 100 25 25 41 9 0 0 
ゼミナール１ 実習 5 作品 100  0 100 60 40 0 0 0 0 
ゼミナール２ 実習 4 課題 100  0 100 50 25 25 0 0 0 

選
必 

ゼミナール３ 実習 3 平常点・総合評 100  0 100 33 33 33 0 0 0 
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単位取得状況（％） 最終の評価（％） 
種別 授業科目名 

授業

形態 

履修 

人数 

主な単位認定の

方法 
本試 再試等 計 秀 優 良 可 認 不 

ゼミナール４ 実習 7 平常点・総合評 100  0 100 57 43 0 0 0 0 
ゼミナール５ 実習 5 平常点・総合評 100  0 100 80 20 0 0 0 0 
ゼミナール６ 実習 3 レポート 100  0 100 33 67 0 0 0 0 
ゼミナール７ 実習 3 試験 100  0 100 33 67 0 0 0 0 

選
択
必
修
科
目 

ゼミナール８ 実習 2 レポート 100  0 100 50 50 0 0 0 0 
制作・発表Ⅰ 実習 37 レポート 86  0 86 32 30 16 8 0 14 
制作・発表Ⅱ 実習 26 レポート 100  0 100 69 15 8 8 0 0 
環境芸術論 講義 1 レポート 0  0 0 0 0 0 0 0 100 
シナリオライティング(A） 演習 7 レポート 86  0 86 14 29 43 0 0 14 
シナリオライティング(B） 演習 7 レポート 71  0 71 14 14 14 29 0 29 
舞台制作Ⅰ 実習 15 平常点・総合評 66  27 93 53 33 7 0 0 7 
舞台制作Ⅱ 実習 8 平常点・総合評 81  19 100 50 38 13 0 0 0 
演劇(A) 演習 10 試験 100  0 100 0 20 70 10 0 0 
演劇(B) 演習 6 試験 83  0 83 17 0 33 33 0 17 
演劇(C) 演習 1 試験 100  0 100 0 0 100 0 0 0 
演劇(D) 演習 1 試験 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
ダンス(A) 演習 9 平常点・総合評 100  0 100 44 56 0 0 0 0 
ダンス(B) 演習 8 平常点・総合評 100  0 100 38 25 38 0 0 0 
ダンス(C) 演習 7 平常点・総合評 100  0 100 29 29 29 14 0 0 
ダンス(D) 演習 7 平常点・総合評 100  0 100 43 57 0 0 0 0 
オペラ〜ミュージカル(A) 講義 14 レポート 79  21 100 14 43 29 14 0 0 
オペラ〜ミュージカル(B) 講義 14 レポート 100  0 100 21 29 29 21 0 0 
パフォーマンス 演習 5 総合評価 60  0 60 40 20 0 0 0 40 
音響システム演習Ⅰ 演習 13 平常点・総合評 77  8 85 54 23 8 0 0 15 
音響システム演習Ⅱ 演習 3 平常点・総合評 67  33 100 67 0 0 33 0 0 
舞台美術・照明 講義 11 平常点・総合評 64  36 100 18 55 18 9 0 0 
メディア文化論 講義 7 レポート 100  0 100 29 43 29 0 0 0 
映画・映像文化 講義 10 レポート 90  0 90 0 10 60 20 0 10 
広告文化 講義 7 レポート 100  0 100 43 14 43 0 0 0 
コピーライティング 講義 17 平常点 76  0 76 24 24 24 6 0 24 
コンピュータ・ミュージックⅠ 演習 11 平常点・総合評 100  0 100 55 18 18 9 0 0 
コンピュータ・ミュージックⅡ 演習 6 平常点・総合評 100  0 100 50 50 0 0 0 0 
マルチレコーディング入門(A) 演習 7 レポート 86  14 100 43 29 14 14 0 0 
マルチレコーディング入門(B) 演習 7 作品 100  0 100 14 43 43 0 0 0 
電子楽器アンサンブルⅠ 実習 9 平常点・総合評 89  0 89 44 22 22 0 0 11 
電子楽器アンサンブルⅡ 実習 2 平常点・総合評 100  0 100 100 0 0 0 0 0 
コンピュータグラフィックス初級 演習 7 平常点・課題 51  20 71 14 14 43 0 0 29 
コンピュータグラフィックス中級 演習 4 平常点・課題 100  0 100 0 75 0 25 0 0 
マルチメディア制作/サウンド 演習 10 課題 100  0 100 40 20 40 0 0 0 
マルチメディア制作/動画 実習 7 作品 86  0 86 29 0 0 57 0 14 
マルチメディア制作/映像 演習 12 作品 58  25 83 25 50 8 0 0 17 
３Ｄコンピュータ・アニメーションⅠ 実習 0 平常点・総合評 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
３Ｄコンピュータ・アニメーションⅡ 実習 0 平常点・総合評 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
映画映像制作Ⅰ 実習 9 平常点 89  0 89 78 0 11 0 0 11 
映画映像制作Ⅱ 実習 1 平常点 0  0 0 0 0 0 0 0 100 
ＣＧライセンスⅠ 演習 7 試験 100  0 100 43 29 14 14 0 0 
ＣＧライセンスⅡ 演習 0 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
Ｗｅｂデザイン 演習 1 課題 100  0 100 100 0 0 0 0 0 
タイポグラフィ 演習 3 課題 100  0 100 33 0 67 0 0 0 
映画論（１） 講義 12 試験 75  0 75 33 17 8 17 0 25 
マンガ論 講義 11 試験 73  0 73 27 9 18 18 0 27 
アニメーション論 講義 11 レポート 82  0 82 9 0 27 45 0 18 
サウンドスケープ論 講義 8 レポート 88  0 88 50 25 13 0 0 13 

選
択
科
目 

表現芸術基礎/美術 実習 16 作品 100  0 100 25 44 31 0 0 0 
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単位取得状況（％） 最終の評価（％） 
種別 授業科目名 

授業

形態 

履修 

人数 

主な単位認定の

方法 
本試 再試等 計 秀 優 良 可 認 不 

美学 講義 9 レポート 89  0 89 0 22 67 0 0 11 
美術史 講義 3 試験 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
色彩心理学 講義 8 レポート 63  0 63 0 0 38 25 0 38 
デザインプロデュース 講義 11 レポート 91  0 91 0 18 45 27 0 9 
アートマネージメント 講義 12 レポート 100  0 100 8 42 25 25 0 0 
児童文化/絵本 実習 9 作品 100  0 100 0 56 33 11 0 0 
カラーコーディネート 演習 7 レポート 86  0 86 0 14 14 57 0 14 
インテリアコーディネート① 演習 12 レポート 58  0 58 17 17 8 17 0 42 
インテリアコーディネート② 演習 6 レポート 100  0 100 33 17 33 17 0 0 
造形基礎/デッサン① 実習 12 平常点・総合評 100  0 100 8 75 17 0 0 0 
造形基礎/デッサン② 実習 12 作品 67  0 67 8 50 8 0 0 33 
平面造形表現/油彩Ⅰ 実習 6 平常点・総合評 100  0 100 17 83 0 0 0 0 
平面造形表現/油彩Ⅱ 実習 4 作品 100  0 100 50 50 0 0 0 0 
平面造形表現/日本画Ⅰ 実習 6 作品 100  0 100 0 50 50 0 0 0 
平面造形表現/日本画Ⅱ 実習 3 作品 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
立体造形表現/彫刻Ⅰ 実習 7 作品 86  0 86 0 57 14 14 0 14 
立体造形表現/彫刻Ⅱ 実習 1 作品 100  0 100 100 0 0 0 0 0 
立体造形表現/陶芸Ⅰ 実習 13 作品・出席 84  8 92 8 15 46 23 0 8 
立体造形表現/陶芸Ⅱ 実習 3 平常点・総合評 100  0 100 0 67 33 0 0 0 
インスタレーション 実習 9 作品 100  0 100 11 67 22 0 0 0 
ﾃﾞｻﾞｲﾝ/ﾋﾞｼﾞｭｱﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 実習 5 平常点・総合評 100  0 100 20 20 60 0 0 0 
ﾃﾞｻﾞｲﾝ/ﾋﾞｼﾞｭｱﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 実習 4 課題 75  0 75 50 0 25 0 0 25 
デザイン/インテリアⅠ 実習 2 平常点・総合評 100  0 100 0 50 50 0 0 0 
デザイン/インテリアⅡ 実習 1 平常点・総合評 100  0 100 100 0 0 0 0 0 
デザイン/生活雑貨Ⅰ 実習 8 作品 100  0 100 38 38 25 0 0 0 
デザイン/生活雑貨Ⅱ 実習 4 作品 100  0 100 0 50 50 0 0 0 
デザイン/プリンティング 実習 9 平常点・総合評 100  0 100 11 22 67 0 0 0 
デザイン/テキスタイル 実習 5 平常点・総合評 100  0 100 20 40 40 0 0 0 
音楽心理学 講義 8 レポート 75  0 75 13 38 13 13 0 25 
音楽史（A) 講義 15 レポート 87  0 87 13 20 33 20 0 13 
音楽史（B) 講義 14 レポート 93  0 93 14 50 21 7 0 7 
楽器論(A) 講義 9 試験 89  0 89 33 22 11 22 0 11 
楽器論(B) 講義 9 試験 100  0 100 56 22 11 11 0 0 
音楽基礎/ソルフェージュ 演習 7 試験 100  0 100 43 29 14 14 0 0 
音楽基礎/理論 講義 10 試験 80  10 90 50 20 0 20 0 10 
音楽療法入門 講義 11 試験 91  0 91 36 9 27 18 0 9 
コード進行法 演習 5 試験 100  0 100 60 20 20 0 0 0 
ピアノ指導法 演習 5 レポート 100  0 100 0 40 60 0 0 0 
ポピュラーピアノ 実習 5 平常点 100  0 100 0 60 40 0 0 0 
ピアノ基礎Ⅰ(A) 実習 8 試験 100  0 100 0 50 50 0 0 0 
ピアノ基礎Ⅰ(B) 実習 8 試験 100  0 100 0 38 63 0 0 0 
ピアノ基礎Ⅱ(A) 実習 4 試験 100  0 100 0 75 25 0 0 0 
ピアノ基礎Ⅱ(B) 実習 4 試験 100  0 100 0 75 25 0 0 0 
演奏表現/ピアノⅠ 実習 8 試験 100  0 100 13 25 50 13 0 0 
演奏表現/ピアノⅡ 実習 3 試験 100  0 100 0 33 67 0 0 0 
演奏表現/管弦打Ⅰ 実習 10 平常点・総合評 80  0 80 50 0 20 10 0 20 
演奏表現/管弦打Ⅱ 実習 6 平常点・総合評 100  0 100 67 33 0 0 0 0 
演奏表現/声楽Ⅰ 実習 13 試験 93  7 100 0 62 31 8 0 0 
演奏表現/声楽Ⅱ 実習 10 試験 100  0 100 0 40 50 10 0 0 
演奏表現/チェンバロ 実習 4 平常点・総合評 100  0 100 0 50 50 0 0 0 
作曲法Ⅰ 演習 7 試験 100  0 100 43 29 29 0 0 0 
作曲法Ⅱ 演習 0 平常点 0  0 0 0 0 0 0 0 0 
指揮法 演習 3 平常点・総合評 67  0 67 0 33 33 0 0 33 

選
択
科
目 

打楽器アンサンブル 実習 8 平常点・総合評 63  0 63 38 0 25 0 0 38 
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単位取得状況（％） 最終の評価（％） 
種別 授業科目名 

授業

形態 

履修 

人数 

主な単位認定の

方法 
本試 再試等 計 秀 優 良 可 認 不 

ヴォーカルアンサンブルⅠ 実習 14 試験 100  0 100 36 29 29 7 0 0 
ヴォーカルアンサンブルⅡ 実習 8 試験 100  0 100 25 38 25 13 0 0 
ポップス・グループアンサンブル(A) 実習 6 発表 83  0 83 17 33 33 0 0 17 
ポップス・グループアンサンブル(B) 実習 1 発表 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
公開演奏Ⅰ(A) 演習 9 発表 100  0 100 0 44 56 0 0 0 
公開演奏Ⅰ(B) 演習 9 発表 100  0 100 0 44 56 0 0 0 
公開演奏Ⅱ(A) 演習 7 発表 100  0 100 0 43 57 0 0 0 

選
択
科
目 

公開演奏Ⅱ(B) 演習 7 発表 100  0 100 14 14 71 0 0 0 

 
4） 専攻科（表現芸術専攻）の単位認定の状況表        （平成20年度卒業生） 

単位取得状況（％） 最終の評価（％） 
種別 授業科目名 

授業

形態 

履修 

人数 

主な単位認定

の方法 
本試 再試等 計 秀 優 良 可 認 不 

芸術鑑賞 演習 5 平常点 100  0 100 0 20 60 20 0 0 必修 

修了表現 演習 5 平常点 100  0 100 20 80 0 0 0 0 
舞台表現論 講義 3 平常点 100  0 100 0 67 0 33 0 0 
メディア表現論 講義 1 レポート 100  0 100 100 0 0 0 0 0 
音楽表現論 講義 4 レポート 100  0 100 50 25 25 0 0 0 

選
択
必
修 

美術・デザイン表現論 講義 2 レポート 100  0 100 50 0 50 0 0 0 
デッサン研究 実習 1 平常点・作品 100  0 100 100 0 0 0 0 0 
ピアノ表現 実習 1 試験 100  0 100 0 0 100 0 0 0 
管弦打表現 実習 1 平常点 100  0 100 100 0 0 0 0 0 
油彩 2 実習 1 平常点・作品 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
日本画 2 実習 1 平常点・作品 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
トータルデザイン 2 実習 1 平常点 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
ヴォーカルアンサンブル 実習 3 平常点 100  0 100 0 67 33 0 0 0 
公開演奏(A) 演習 2 平常点 100  0 100 0 50 50 0 0 0 
公開演奏(B) 演習 2 平常点 50  0 50 0 50 0 0 0 50 
課題研究 演習 3 平常点 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
チェンバロ 実習 1 平常点 100  0 100 0 0 0 100 0 0 
舞台制作 実習 2 平常点・発表 100  0 100 100 0 0 0 0 0 
映画映像制作 実習 2 平常点 100  0 100 100 0 0 0 0 0 
制作・発表 実習 4 平常点 100  0 100 50 0 25 25 0 0 
色彩心理学 講義 1 レポート 100  0 100 100 0 0 0 0 0 
音楽心理学 講義 2 レポート 100  0 100 0 50 50 0 0 0 
広告文化 講義 1 レポート 0  0 0 0 0 0 0 0 100 
音楽療法入門 講義 1 試験 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
ピアノ指導法 演習 1 試験 100  0 100 0 0 0 100 0 0 
ダンス(B) 演習 2 平常点 100  0 100 0 50 0 50 0 0 
オペラ〜ミュージカル(A) 講義 3 レポート 100  0 100 0 67 0 33 0 0 
オペラ〜ミュージカル(B) 講義 3 レポート 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
パフォーマンス 演習 1 平常点 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
メディア文化論 講義 3 レポート 67  0 67 0 33 0 33 0 33 
電子楽器アンサンブルⅠ 実習 2 平常点 100  0 100 100 0 0 0 0 0 
コンピュータグラフィックス初級 演習 1 平常点 0  0 0 0 0 0 0 0 100 
コンピュータグラフィックス中級 演習 1 平常点 0  0 0 0 0 0 0 0 100 
美学 講義 1 レポート 100  0 100 0 0 100 0 0 0 
インテリアコーディネート① 演習 1 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 100 
インテリアコーディネート② 演習 1 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 100 
デザイン/生活雑貨Ⅰ 実習 1 平常点・作品 100  0 100 100 0 0 0 0 0 
ピアノ基礎Ⅰ(A) 実習 2 試験 50  0 50 0 0 50 0 0 50 
ピアノ基礎Ⅰ(B) 実習 2 試験 50  0 50 0 0 50 0 0 50 

選
択
科
目 

演奏表現/声楽Ⅰ 実習 1 試験 100  0 100 0 0 100 0 0 0 
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単位取得状況（％） 最終の評価（％） 
種別 授業科目名 

授業

形態 

履修 

人数 

主な単位認定

の方法 
本試 再試等 計 秀 優 良 可 認 不 

演奏表現/声楽Ⅱ 実習 2 試験 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
映画・映像文化 講義 1 レポート 100  0 100 0 0 100 0 0 0 
ポップス・グループアンサンブル(A) 実習 1 平常点・発表 0  0 0 0 0 0 0 0 100 
音楽史（A) 講義 1 レポート 100  0 100 0 0 100 0 0 0 
音楽史（B) 講義 1 レポート 100  0 100 0 100 0 0 0 0 
映画論（１） 講義 2 試験 50  0 50 0 0 50 0 0 50 
マンガ論 講義 2 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 100 
アニメーション論 講義 2 レポート 50  0 50 0 0 0 50 0 50 
サウンドスケープ論 講義 3 レポート 33  0 33 0 0 33 0 0 67 
映画論（２） 講義 1 試験 0  0 0 0 0 0 0 0 100 

選
択
科
目 

環境芸術論 講義 1 レポート 0  0 0 0 0 0 0 0 100 

 
（２） 学科長等がそれぞれの学科について、単位認定の方法、単位の取得状況及び担当教

員による評価の現状についてどのように受け止めているかを記述して下さい。 

 
1） 生活学科 
 単位取得については、ほとんどの学生が、1 年次で卒業要件単位（72 単位）のうち 40
単位以上を取得している。卒業要件を大きく超える履修者は少ない。 
 担当教員による評価については、科目により達成すべき教育目標が異なることや講義・

演習・実習等の授業形態の違い、また、授業内で行う試験・レポートや出席の評価の違い

があるために、評価の現状はさまざまとなっている。これを解決するためには、科目担当

者だけではなく複数の教員集団で個々の科目の内容にまで踏み込んで議論し、教育目標を

設定することを行う必要があると考える。 
 
2） キャリア・コミュニケーション学科 
本学科の卒業要件単位は 65 単位であるが、1 年次に 40 単位以上、2 年次は履修科目の

放棄や、不合格等を見越して 30 単位前後、合計 70 単位前後取得するよう指導している。

多くの学生はこの割合で単位を取得しているが、1 年次取得単位が 30 単位未満の学生が平

成 20（2008）年度で 14％もおり、学科として特に注意して個別指導を行っている。 
単位認定方法は各科目により若干の差異はあるが、原則として、出席等の平常点に、課

題・レポート、発表、及び試験の点数により単位を認定している。担当教員は、授業の初

日に評価方法を学生に提示し周知させるようにしている。担当教員は、学生に過大な負荷

を与えることもなく、また、甘すぎることもなく、出席や試験の結果等を重視して、適正

な評価を行っている。 
 
3） 表現芸術学科 
 単位認定は、講義、実技・演習のいずれの科目とも授業出席を第一の条件としている。

講義、実技・演習に応じて、試験、レポート、作品、実技を評価の対象としている。担当

教員による単位認定の方法は的確であり、評価は厳正に行われていると判断している。 
 平成 20（2008）年度の単位取得状況は、1 年次生の 95％は卒業要件単位（62 単位）に

対して適正な取得状況であったが、2 年次生で卒業要件単位を満たしたのは残念ながら
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77％のみであった。取得単位数の低い学生については、さらなる指導の徹底を図らなけれ

ばならないと考えている。 
 なお、平成 20（2008）年度の専攻科表現芸術専攻生については良好に単位を取得し、

修了した。 
 
（３） 学長等は、単位認定の方法、単位の取得状況及び担当教員による評価の現状につい

て、短期大学全体の状況をどのように受け止めているかを記述して下さい。 

 
＜学長＞ 
 単位認定の方法は、学則に基づき担当教員の責任において行われており、問題はない。

評価方法に関して、担当教員はシラバス及び授業初回時に告知し、それに基づいて行って

いる。全体として担当教員の指導は適切であると判断している。ただし表現芸術学科で単

位不足により留年生が多いことには対策が必要と考える。 
 
【授業に対する学生の満足度について】 

（１） 各授業について、終了後に「学生の満足度」の調査を実施していればその調査の概

要を記述して下さい。また調査票の様式等を訪問調査の際にご準備下さい。 

 
 ≪Ⅱ教育内容≫で述べたように、平成10（1998）年度より「授業改善のためのアンケー

ト」を実施している。このアンケート項目には直接「満足度」を尋ねる項目も含まれてい

る。自由記述からも満足度を知ることもできる。 
 さらに、短期大学としての機能が学生にどう受け止められているか等、授業改善のため

のアンケートには含まれない、より広い大学生活全般に関わる調査として平成19（2007）
年度より満足度調査を行っている。得られた統計的データはまとめられ、その後のFD研修

会や学科会議に生かされ、また、自己点検・評価報告書に載せられる。 
◆参考資料「8 満足度調査」参照。 
  
（２） 担当教員が授業終了後の学生の満足度に配慮しているかについて、学科長等が現状

をどのように受け止めているかを記述して下さい。 

 
1） 生活学科 
 担当教員が学生の評価を参考にする気持ちは強く、多くの教員は授業改善につなげたい

と思っている。学生の文章回答に対する対策はとりやすいが、数値で表されたデータの対

処は難しい。例えば「理解力」を 1 から 5 の段階で判断しているが、平均が 5 だと、学力

差が極めてある中で全員がよく理解できたということであり、これは授業内容が簡単過ぎ

ることを意味している。かなり難しい講義内容で「理解」の評価が 3 以下だが、学生にと

って考える力がついたと言える科目もある。したがって、数値的に何をめざすかは学科と

しても難しい問題である。満足度は主観であるから、このような難しさが出てくると考え

る。主観以外の調査も、取り入れていきたいと考える。 
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2） キャリア・コミュニケーション学科 
学期終了時に全学的に実施される「授業改善のためのアンケート」は、学生の満足度を知

るデータともなる。担当教員は、その結果を参照し、各自、授業の改善に努めている。ま

た、学科としては、学生の習熟度を把握することもでき、時には担当教員と相談し、授業

の改善を促してきた。授業改善の具体的な手立てとして、平成 19（2007）年度には英語

クラスの習熟度能力別クラスを設ける改善を行った。 
 
3） 表現芸術学科 
 各担当教員は学期ごとに行われる「授業改善のためのアンケート」集計結果を真摯に受

け止め、特に低い評価の項目には、特に注意を傾ける姿勢をもって、授業の改善に努める

ようにしている。この評価は、数値回答と文章回答によって示されている。文章の場合は

その評価はこちら側にしっかりと伝わり、身にしみてくる感覚がある。しかし、数値の方

はその評価の判断が難しいと思われる。 
 
（３） 学長等は短期大学全体の現状をどのように受け止めているかを記述して下さい。 

 

＜学長＞ 
 多様な学生のニーズに完全に応えることは難しいが、各学科はきめ細かい指導を通して

できるだけ学生一人一人の声を聞くようにしている。全体としての努力は感じるが、まだ

検討の余地がある。 
 
【退学、休学、留年等の状況について】 

（１） 過去３ヶ年（平成18年度～20年度）の退学、休学、留年等の数を、次の表を例にし

て学科等ごとに記載し、学科等の状況を明らかにして下さい。 

 
生活学科の退学者等一覧表（平成 21年 3月 31日現在） 

区分 18年度入学 19年度入学 20年度入学 備　考

入学者数
　　うち退学者数
　　うち休学者数
　　　　休学者のうちの復学者数
　　うち留年者数

140
21

1
1
5

132
12

0
0
5

141
8
0
0
0

卒業者数 114 115  

キャリア・コミュニケーション学科の退学者等一覧表（平成 21 年 3月 31日現在） 

区分 18年度入学 19年度入学 20年度入学 備　考

入学者数
　　うち退学者数
　　うち休学者数
　　　　休学者のうちの復学者数
　　うち留年者数

71
3
0
0
1

70
5
2
2
2

62
2
0
0
0

卒業者数 67 63  
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表現芸術学科の退学者等一覧表（平成 21年 3月 31日現在） 

区分 18年度入学 19年度入学 20年度入学 備　考

入学者数
　　うち退学者数
　　うち休学者数
　　　　休学者のうちの復学者数
　　うち留年者数

67
4
1
1
7

43
4
1
1
7

54
6
0
0
0

卒業者数 56 32  

専攻科表現芸術専攻の退学者等一覧表（平成 21年 3月 31日現在） 

区分 18年度入学 19年度入学 20年度入学 備　考

入学者数
　　うち退学者数
　　うち休学者数
　　　　休学者のうちの復学者数
　　うち留年者数

4
0
0
0
0

9
1
0
0
0

5
0
0
0
0

修了者数（履修の年限は1年） 4 8 5  
 
（２） 退学者の退学理由割合、退学理由の最近の傾向及び退学者、休学者（復学者を含む）

及び留年者に対する指導（ケア）の現状について学科等ごとに記述して下さい。 

 
退学者の退学理由割合（平成18年度～20年度） 

  生活学科 ｷｬﾘｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 

理由 18 19 20 小計 率 18 19 20 小計 率 

一身上 4 0 2 6 14.6 1 1 1 3 30 
家庭の事情 0 0 0 0 0 1 1 0 2 20 
学業不振 12 4 5 21 51.2 0 1 0 1 10 
進路変更 1 2 1 4 9.8 0 0 1 1 10 
経済的理由 3 3 0 6 14.6 1 0 0 1 10 

就職 1 1 0 2 4.9 0 1 0 1 10 
病気・死亡 0 2 0 2 4.9 0 1 0 1 10 

合計 21 12 8 41 100 3 5 2 10 100 
            

  表現芸術学科 専攻科表現芸術専攻 
理由 18 19 20 小計 率 18 19 20 小計 率 

一身上 1 0 0 1 6.7 0 1 0 1 100 
家庭の事情 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
学業不振 1 1 1 3 20 0 0 0 0 0 
進路変更 1 2 2 5 33.3 0 0 0 0 0 
経済的理由 1 1 1 3 20 0 0 0 0 0 

就職 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
病気・死亡 0 1 2 3 20 0 0 0 0 0 

合計 4 5 6 15 100 0 1 0 1 100 
   
 全体の傾向としては、不本意入学や友人関係をうまく築けない中で、学習意欲の減退に
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つながるケースが多い。学生への対応としては、どの学科とも共通して、ゼミ・クラス担

当教員と主任が中心となり、当該学生の相談やフォローを実施している。更に、教学部と

して学科の担当教員と連携をとり、学生生活と修学の両面から相談、指導を進めている。 
 

（３） 退学、休学、留年等の現状を、学科長等がどのように受け止めているかを学科等ご

とに記述して下さい。 

 

1） 生活学科 
 退学者はこの 2 年間で入学者の 10％弱となっている。理由は進路変更、学習意欲喪失、

経済的理由、除籍、その他である。また留年者は約 5％弱、主な理由は学業不振と出席日

数不足である。現在、学習意欲がないままに入学してくる学生がかなりいる。また潜在的

に学習意欲があったとしても、講義や演習中心の学習スタイルに馴染めない学生もいる。

これらの学生を留め置くことはかなり大きな教育方法の改革が必要である。 
 

2） キャリア・コミュニケーション学科 
   平成 19（2007）年度入学生には、親に強く勧められて入学したものの学習意欲を持つ

ことができずに、あるいは学業よりも就職をしたいという強い希望を持って、退学した者

がいた。職業人・社会人として必要な教養と知識を身につけることができる学科であるこ

とを強く訴え、学業の楽しさ、面白さを伝えていく必要があったと認識している。 
   
  3） 表現芸術学科、専攻科表現芸術専攻 

 退学者数は、残念ながら少なくない状況であり、2 年次修了時の留年者数もまた然りで

ある。退学理由には、近年の特徴として精神的な病症や経済的な事情によることもあるが、

進路変更が理由の場合には、当該学生の将来の方向性と本学科カリキュラムとの整合性を

よく理解させる時と場をしっかり確保する必要があると認識している。 
 留年者についても、教員間の緊密な連携の上で、学生の学修状況をよく把握し、綿密な

指導体制を構築していかなければならないと考えている。 
 専攻科表現芸術専攻の学生は高い修学意欲を持って積極的に学業に専念しており、退学

等はなかった。 
 
（４） 学長等は、短期大学全体の現状をどのように受け止めているかを記述して下さい。 

 
＜学長＞ 
本学では、学科組織がよく機能していると考える。学科長として主任をおき、学生の教

育、生活面全体をみる教学部委員がいる。個別指導ができるよう、1、2 年ともゼミの形で

担任制度をとっている。学生の休学、退学等の問題にはゼミ担当者、教学部委員が主任と

相談し、保護者との連絡を密にして結論を出している。個別指導も行き届いていると判断

している。 
退学の理由の一つとして、入学当初の期待とのずれがある。志願者には学科のアドミッ
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ション・ポリシーを十分理解してもらう必要があると考える。 
その他、最近の退学者の特徴としては、学習意欲の低下だけではなく、精神面の不安定

さが挙げられる。この場合、学生及びその保護者とよく対話し、校内のカウンセラーとの

連携を取って対処するようにしている。不定愁訴を持つ学生が増えつつあるので、教職員

に呼び掛け、カウンセリングのセミナーも随時行っている。 
 

【資格取得の取組みについて】 

 

（１） 《Ⅱ教育の内容》の【教育課程について】（3）28ページで報告頂いた取得が可能

な免許・資格、また教育課程とは別に取得の機会を設けている免許・資格の取得状況

（取得をめざした学生数、取得者数、取得割合等）を学科等ごとに示して下さい。 

 
学科別各種検定合格率（平成20年度） 

 
（２） 今後導入を検討している免許・資格があれば記述して下さい。 

 

 正課授業との連携で平成21年度よりＹＥＳプログラム（厚生労働省認定）講座を実施す

る。また課外講座として平成21年度より実施予定の資格講座は以下の通りである。 
  公務員対策講座･販売士検定講座･国内旅行業務管理者講座･宅地建物取扱主任者講座 
 

生活学科 ｷｬﾘｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 表現芸術学科 
検定試験名 

受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率 

秘書技能検定（2 級） 52 11 21％ 63 22 35％ 10 2 20％ 

   〃  （3 級） 155 93 60％ 58 39 67％ 15 13 87％ 

ビジネス文書検定（2 級） 2 0 0％ 5 0 0％ 1 1 100％ 

   〃    （3 級） 10 9 90％ 29 24 83％ 1 1 100％ 

話しことば検定（3 級） 11 11 100％ 1 1 100％ 3 1 33％ 

色彩検定（2 級） 27 15 56％ 0 0 ― 10 5 50% 

      〃      （3 級） 62 43 69％ 0 0 ― 5 2 40％ 

ファッション販売能力検定（3 級） 15 8 53％ 0 0 ― 0 0 ― 

フードスペシャリスト 9 9 100％ 0 0 ― 0 0 ― 

家庭料理技能検定（3 級） 6 4 67％ 0 0 ― 0 0 ― 

情報処理士 25 23 92％ 0 0 ― 0 0 ― 

上級情報処理士 11 11 100％ 0 0 ― 0 0 ― 

TOEIC 0 0 ― 22 2 9％ 0 0 ― 

ABC 検定 0 0 ― 19 18 95％ 0 0 ― 

MIDI 検定（3 級） 0 0 ― 0 0 ― 11 5 45％ 

マルチメディア検定 0 0 ― 0 0 ― 12 6 50% 
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【学生による卒業後の評価、卒業生に対する評価について】 

（１） 学科等ごとに専門就職（当該学科等で学習した分野に関連する就職）の状況（専門

就職数、割合等）について記述して下さい。また学科等ごとに専門就職先からの卒業

生に対する評価について何か文書や資料があれば参考資料として準備して下さい。 

 
 本学は教養型短大であり、それをめざしている。したがって資格系の短大とは異なり、

何らかの具体的職業を学科としてめざしているわけではない。そのため就職先は多岐にわ

たっている。その中で、比較的本学で学んでいることに直接に関係する就職は平成20
（2008）年の実績によると、生活学科では飲食業等への就職者12名（全就職者の18％）、

キャリ・コミュニケーション学科ではホテル、ブライダル産業等への就職者7名（16％）、

表現芸術学科は音響関係等への就職者2名（22％）である。ただし、線引きは難しい。 
 
（２） 卒業生に対する就職先（専門就職に限らない）及びその他の進路先（編入先等）か

らの評価をどのように受け止めているかについて、短期大学全体については学長等が、

学科等については学科長等が記述して下さい。 

 
 学生指導の改善を一層図るために、本学学生の就職先の企業 143 社を対象に、卒業生に

対する評価並びに社会が求める学生像をアンケート調査した。アンケート方法は項目式と

記述式で、調査時期は平成 20 年 11 月 6 日から 12 月 5 日の 1 ヶ月間であった。41 社から

回答があり、回答率は 29％であった。 
 
1） 学長 
 卒業生に対する企業アンケートから、本学学生の就業先である企業が重視する項目は 5
点満点で「意欲・熱意 4.5 点」「性格・人柄 4.4 点」「コミュニケーション能力 4.3 点」「協

調性 4.2 点」である。これに続いて「礼儀・マナー3.6 点」が重視される。逆に「英語の

運用能力 2.1 点」「大学の成績 2.8 点」は重要視されていない。｢一般常識・教養 3.6 点」

は 10 項目中 6 番目の重要度である。 
 これに対して、本学の学生に対する評価は「意欲 3.7 点」「協調性 3.7」「コミュニケー

ション力 3.5」と点数は少し低いが企業が重視する項目と一致する。今後、本学の学生が

ある程度評価を得ているこの３つの項目をより一層磨いていきたいと考えている。記述式

アンケートから企業は「自主性」を求めていることが伺える。本学の建学の精神である「自

学自習」は自主性を育成するものである。一層の努力をしていきたい。 
 
2） 生活学科 
 就職先の卒業生に対する評価は個人差が大きい。好意的な評価としては、明るい、素直

である、意欲的である等の指摘をいただいている。一方、コミュニケーション能力、モラ

ル、他人への思いやりといった社会性についての評価が低い学生がいることも指摘されて

いる。現在「人間関係力」の育成を重視したカリキュラムを策定中である。 
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3） キャリア・コミュニケーション学科 
当学科としては、今後ともコミュニケーション能力の育成を充実させるとともに、学生の自主性

を引き出すことができるような授業の改善や、カリキュラムの検討を行っていきたい。 
 なお、少数であるが、就職後、すぐにやめてしまった卒業生がいた。その際、退職することを職

場にきちんと告げないままであったり、教員の紹介もあったにもかかわらず、教員に報告もしない

ままだったというケースが見られた。社会人としての常識を身につけさせる必要を痛感している。 
 
4） 表現芸術学科 
 芸術表現を学ぶことは、自己表現能力を開発するという性質上、物事に対して常に自主

的に取組む姿勢を養うことであり、就職先での仕事に対する意欲に繋がり、企業から好印

象を得られているのではないかと考えている。 
◆参考資料「9 企業卒業生調査」参照。 
 
（３） 卒業生に対して「学生時代についてのアンケート（卒業後評価等）」等を実施して

いる場合はその概要とその結果を記述して下さい。また教育の実績や効果を確認する

ための卒業生との接触、同窓会等との連携等を行っている場合もその取組みの概要と

結果について記述して下さい。 

 
 平成20（2008)年度より同窓会の協力を得て卒業生アンケート調査を開始し、約3,000名
に回答を求めた。回答数は、生活学科377名、キャリア・コミュニケーション学科7名、表

現芸術学科51名であった。後の2学科が少ないのは、最近学科の改組転換があり、改組後

の卒業生だけにアンケートしたからである。生活学科は名簿を把握している者の約3分の1
を対象とした。このアンケート調査は、今後も2年間かけて卒業生全員に行う予定である。 
◆参考資料「10 卒業生アンケート」参照。 
 
（４） 卒業生が社会からどのように評価されているか、学科長等、学長等は現状をどのよ

うに受け止めているかを記述して下さい。 

 
設問（２）と重複する面があるので、学科長の記述は省略する。 

＜学長＞ 
学科によって多少頻度は異なるが、本学では在学中より、学生を学外授業や研修にでき

るだけ参加させている。また、在学中にさまざまな形でキャリア支援を行い、社会人とし

ての責任感や社会性を身につけるよう学校全体でカリキュラムに組み入れている。しかし、

企業等の評価からは、それが十分でないことが伺える。今後も努力していきたい。 
 
【特記事項について】 

（１） この《Ⅳ教育目標の達成度と教育の効果》の領域で示した評価項目や評価の観点の

他に、教育目標の達成度と教育の効果について努力していることがあれば記述して下

さい。 
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 特になし。 
 
（２） 特別の事由や事情があり、評価項目や評価の観点が求めることが実現（達成）でき

ないときはその事由や事情を記述して下さい。 
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Ⅴ学生支援 

【入学に関する支援について】 
（１） 入学志願者に対し、短期大学は建学の精神・教育理念や設置学科等の教育目的・教

育目標、求める学生像をどのような方法、手段で明示しているかを記述して下さい。

なおそれらが記載されている短期大学案内等の印刷物を添付して下さい。 
 
 本学の建学の精神・教育理念や各学科の教育目標は「ホームページ」に明示し、また毎

年 5 月に発行している「大学案内」に記載している。また、本学が求める学生像について

は、「大学案内」のほかに、AO 入試要項、ホームページにおいて公表している。 
◆添付資料「4 KOBE YAMATE COLLEGE 2009 CAMPUS GUIDE」p.4参照。 
◆参考資料「11 神戸山手短期大学AO入試要項」参照。 
 
（２） 入学志願者に対し、入学者選抜の方針、選抜方法（推薦、一般、AO 入試等）をど

のような方法、手段で明示しているかその概要を簡潔に記述して下さい。なおそれら

が記載されている募集要項等の印刷物を参考資料としてご準備下さい。 
 
 毎年6月に発行している「募集要項」に、特別推薦を除く推薦、一般、AO、社会人入試

の入学者選抜の方針、選抜方法を明示している。ホームページにおいても公表している。 
◆添付資料「5 神戸山手短期大学入試概要」他参照。 
◆参考資料「11 神戸山手短期大学AO入試要項」他の入試要項、参照。 
 
（３） 広報及び入試事務についての体制（組織等）の概要を記述して下さい。また入学志

願者、受験生等からの問い合わせにはどのような体制で応じているかを記述して下さ

い。 
 
 毎年度の募集要項、入試広報を検討する機関として、入試委員長、教学部長、各学科入

試委員、入試課長からなる「入試委員会」があり、広報及び入試事務は、入試課長以下5
人の入試課員で行っている。入学志願者、受験者等からの問い合わせに対しては、主に入

試課員が応対し、案件によっては各学科入試委員に依頼し、回答している。 
 
（４） 願書受付から合否通知にいたる入学試験の流れについて、選抜方法ごとにその概要

を記述して下さい。また多様な選抜を公正かつ正確に実施しているかどうか、入試事

務の責任者は現状をどのように受け止めているかを記述して下さい。入学願書等を参

考資料としてご準備下さい。 
 
平成20年度は、「AO入試」「特別推薦入試」「推薦入試・自己推薦入試」「一般入試」

「社会人入試」を実施した。各入試の企画・運営は入試委員会が行い、入試事務は入試課

が行っている。実施に当たっては、入試委員長の下、面接試験の場合は専任教員で、筆記・

実技試験等の場合は採点委員が採点し、入試課において集計される。このデータに基づい
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て各学科で審査を行い、判定教授会で合否が決定される。 
 

1） AO入試 
 AO入試のエントリー受付期間は6月中旬から8月中旬までの約2ヵ月で、エントリーシー

ト提出者に対して7月から9月に行われるオープンキャンパス時に各学科で複数の教員に

よる一次面談を行い、更に9月に一次面談とは別の複数の教員による二次面談を実施し、

教育内容や学科の求める学生像の周知徹底を図る。願書の受付は10月中旬で、各学科で2
回の面談を踏まえて審査を行う。 
2） 特別推薦入試 
いわゆる指定校対象の推薦入試で、各年度の指定校は年度当初に決定し、6月に出願書

類を各指定校宛てに送付する。10月中旬に願書の受付をし、各学科で調査書等の書類審査

と面接試験を行う。 
3） 公募制推薦・自己推薦入試 
 公募制推薦入試は、11 月と 12 月の 2 回実施している。試験は、筆記試験以外は各学科

で異なるが、課題面接、授業体験と面接、実技、プレゼンテーション等多様な試験を行っ

ている。 
4） 一般入試 
 一般入試は、2 月に一般 A、3 月に一般 B と一般 C の計 3 回実施している。試験内容は

公募制推薦とほぼ同様であるが、生活学科とキャリア・コミュニケーション学科では一般

C において小論文を課している。 
5） 社会人入試 
試験は、２回の公募制推薦入試と３回の一般入試と同日に実施しており、出願書類の志

望事由書に基づき、面接を行っている。 
 
（入試事務責任者）  
 筆記試験の採点を含めて、面接試験・実技試験等の評価は複数名で行っており、合否は、

学科で審査をし、教授会で判定する方法をとっている。採点、評価に際しては、受験生が

特定されないよう受験番号のみで判定しているので、公正かつ正確に実施されていること

を確信している。 
◆参考資料「11 神戸山手短期大学入試ガイド」他の出願書類、参照。 
 
（５）合格者もしくは入学手続き者に対し、入学までの間、授業や学生生活についてどの

ような方法、手段で情報の提供を行っているかを記述して下さい。なおそのための印

刷物等があれば参考資料としてご準備下さい。 
 
 合格者に合格通知書を郵送する際に、「合格者のしおり」を同封し、そのしおりに入学

式・オリエンテーションの案内、各種証明書、クラブ調査、奨学金、下宿等のお知らせを

掲載し、情報の提供を行っている。 
◆添付資料「1 合格のしおり」参照。 
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（６）入学後（入学直前を含む）、入学者に対して行っている学業や学生生活のためのオリ

エンテーション等の概要を示して下さい。 
 
下表のように、入学式後の５日間は導入教育を含めて各オリエンテーション、及び 4 月

中に各説明会を実施している。 
 

行  事 概  要 
学科別オリエンテーション 教学部教員がカリキュラム概要をはじめ、学修に関する様々な説明及

び履修指導を行い、また、担任の教員も個人指導を行う。 
学科別新入生研修 
 

学科の学修に関わる研修を行い、また、研修を通じて学生同士、ある

いは教員と学生との親睦を深める。 
導入教育 情報検索やレポート作成等授業に必須のコンピュータスキルの基本

や、図書館利用の方法等を学ぶ。 

学生・キャリア支援課オリエンテーシ

ョン 
学生手帳に基づき、充実したキャンパスライフを過ごすための基本的

な説明や、クラブ紹介を行う。 
下宿生懇談会 下宿生活での不安を取り除き、充実した学生生活を送れるように企画

された、下宿生（上級生）と会食しながら親交を深める会である。 
奨学金説明会 奨学金希望者に対して、日本学生支援機構を中心とした学外奨学金、

及び学内奨学金の内容と申込み方法の説明を行う。 
海外語学研修説明会 ８月の語学研修参加希望者を対象に、研修プログラムの説明を行う。 
健康診断 全学生を対象に内科検診、レントゲン、尿検査、視力・聴力検査等を

実施している。 
編入学オリエンテーション 編入学希望者を対象に、受験対策としての学習方法や指定校推薦の実

績についての説明を行う。 

 
【学習支援について】 
（１） 入学時もしくは学期ごとに行っている学習や科目選択のためのガイダンス等の概

要を示して下さい。 
 

入学時の学科別オリエンテーション期間に、また学期ごとの履修登録時に、教学部委員

が「学生便覧」に基づいて、卒業要件単位、資格取得単位等を中心とした履修指導を行い、

また指導担当教員（担任）が個別に履修指導を行っている。生活学科については、1年前

期終了時にコース分けの説明会を開き、コース決定後の履修指導は、コースごとにゼミ担

当者が履修指導を行っている。また、定期試験終了後の合否発表日には、全専任教員が待

機して個別に相談に応じる体制をとっている。これとは別に、教学課及び各学科合同研究

室においても、職員が教員との連携を図りながら履修指導を行っている。 
 
（２） 学習や科目選択のための印刷物（学生便覧等を除く）があれば参考資料としてご準

備下さい。 
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訪問調査時に準備いたします。 
◆参考資料「13 授業時間割」他参照。 
 
（３） 基礎学力不足の学生に対し補習授業等の取組みを行っている場合は、その概要を記

述して下さい。 
 

1） 基礎学力を向上させるための科目の設置 
 本学では、補習授業ではなく、共通科目に基礎学力を上げるための科目をおいて基礎学

力不足に対応している。主な科目には、「情報処理」「数学」「日本語表現法」等があり、

初級・中級・上級と 2、3 段階に習熟度別に置いている。また、現在、学生の多くは読書

離れの傾向が著しく、文章読解力が不足する学生が多い。生活学科では、「情報検索(1)(2)」
の科目を設置し、インターネット検索の基礎を学ばせながらレポート作成の課題を与え、

文章力の向上を図っている。表現芸術学科では、「芸術鑑賞」「制作・発表」の科目で、専

任教員全員によるレポートの添削を行い、文章力の向上に効果を上げている。 
 
2） 個別指導による学力向上の取組み 
 表現芸術学科では、実技・演習科目で表現力や技術の習得に時間を要する場合が多い。

そのため、各担当教員は授業終了後や授業外での個別の指導を積極的に行っている。学生

も各自自覚を持って自習・練習に励んでいる。 
 
（４） 学生の学習上の問題、悩み等に対し指導助言のための取組みや体制があれば記述し

て下さい。通信教育学科を置く場合には、添削等による指導の学習支援、教育相談の

体制及び運営状況を記述して下さい。 
 

学生の学習上の問題に関して担当教員が授業内外で個別指導を行うことは当然のこと

であるが、その上で、科目の域を超えた修学上の相談がある場合は、担当教員、教学部委

員、学科長、学科合同研究室及び教学課の職員、あるいは学生相談室職員が、個別にある

いは連携をとりながら問題解決に取組む体制をとっている。また、月1回以上開催される

学科会議においては、問題になっている学生の状況把握に努めている。 
 
（５） 進度の早い学生や優秀学生に対する学習上の配慮や学習支援を行っていれば、記述

して下さい。 
 

 優秀学生への配慮、支援等の対策は、3種類の方法を行っている。第1は、【学習支援に

ついて】(3)で述べた通り、いくつかの科目でアドバンスなものを置いており、これらの科

目は優秀な学生への配慮から履修者が少ない場合でも開講するようにしている。 
 第2は、グループ討論を講義の中に取り入れる試みを行っていることである。討論の目

的は、優秀な学生を教える立場に立たせることである。人間の記憶が一番残るのは教える

という行為をした時であり、優秀な学生にとっては、いろいろな学生に説明していく過程
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が自分自身の能力を発揮させる場となる。グループを作る場合できるだけ学力差があるメ

ンバーを集めるようにしている。  
第3は、演習等の授業で課題を設定する際に、優秀な学生には量と質をかなり高いもの

にすることである。この場合、必要最低限の課題を示しておくことが普通の学生にとって

は大事である。 
 なお、表現芸術学科では、優秀学生には課題に深度を持たせた内容のものにして、これ

を授業時間外にするように個別に提示して学習に取組ませ、満足感が得られるよう配慮を

している。 
 
【学生生活支援体制について】 
（１） 学生生活を支援するための組織や体制（教員組織、事務組織のいずれも）の現状を

示して下さい。 
 
学生生活を支援する組織として教学部長、各学科教学部委員、教務課長、学生・キャリ

ア支援課長で構成される「教学部委員会」があり、原則として、毎月1回開催し、学生の

福利厚生や学生生活に必要な事項を決定し、支援を行っている。個別的な支援は、主とし

て、学生・キャリア支援課、ゼミ担当教員あるいはクラス担当教員、各学科教学部委員、

合同研究室職員が担当している。 
 

（２） クラブ活動の現状、学友会の現状、学園行事（学園祭、短大祭等）の実施の状況を、

その指導体制及び学生の活動状況を含めて記述して下さい。 
 
学生会を上部組織として、各クラブが活動を行っている。大学側の組織としては、学生・

キャリア支援課がその対応窓口で、本学専任教員が各クラブの顧問となり、支援指導を行

っている。各クラブの活動方針は、学生会執行部、各クラブ幹部生が、次期リーダーの養

成を目的として年度末に開催する「リーダースキャンプ」において、学生・キャリア支援

課の指導のもとに、予算を含めて活発に議論し、決定している。なお、学生会・クラブ活

動・学園祭は併設大学と共同で行っている。 
 
1） クラブ活動 
短大生所属クラブ部員数（平成20年度） 
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1 年 3 3 5 2 1 5 0 3 2 1 8 2 1 4 1 4 45 

2 年 0 3 1 0 0 7 5 2 0 2 2 1 0 0 0 2 25 

計 3 6 6 2 1 12 5 5 2 3 10 3 1 4 1 6 70 

 
併設大学が平成14（2002）年度より、本学においても平成16（2004）年度より男女共
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学になり、それまで低迷状態にあったクラブ活動が年々活発になってきた。それは、単に

クラブの部員数が増えたということだけではなく、男子が加わることにより女子のみの時代に

は実現できなかった、あるいは実現しようとさえすることもなかった活動にチャレンジす

るようになり、活動の内容が質的にも向上したことである。また、体育系クラブの大きな

大会として「全神戸短期大学総合体育大会」があり、この大会運営は神戸市内の各短大の

学生会執行部、クラブ部員が協力して行っている。競技種目は、バスケットボール、バド

ミントン、硬式庭球、軟式庭球、バレーボール、卓球の６競技で、本学の各クラブも参加

し、一定の成績を収めている。 
 

2） 大学祭 
本学の大学祭「諏訪山祭」は、学生・キャリア支援課の指導のもとに、大学祭実行委員

会が企画・運営している。共学化以降、それまで当課職員に依存傾向が強かった実行委員

会も、男子学生の行動力が高まったことにより徐々に学生主体で運営される方向にある。 
 この3年間の来場者数は、平成18年度1,600名、平成19年度1,700名、平成20年度1,550
名とほぼ一定している。近隣の地域からも多くの方々に足を運んでいただいている点は特

筆に価する。また、福利厚生を中心に学生支援を行う保護者の組織として「育友会」があ

り、大学祭の模擬店に参加してもらっている。 
 
（３） 学生の休息のための施設・空間、保健室、食堂、売店の設置の概要について記述し

て下さい。なお訪問調査の際にご案内いただきます。 
 
1） １号館食堂 
学生食堂の運営は外部委託をし、11時から15時半まで営業し、安価でありながら健康面

に配慮したメニューが好評で、一般開放も行っている。（ジュース類自動販売機7台設置） 
2） 保健室 
 1号館の保健室には専任看護師が常駐し、学校保健業務に加え、学生の健康相談等につ

いて対応している。また、2、3号館には緊急用にベッドを備えた部屋を用意している。 
3） 学生相談室 
 保健室の隣に相談室があり、週3（月、水、金）2名の臨床心理士が、交代で相談業務を

行っている。 
4） ２号館談話室（飲料類自動販売機2台設置） 
5） ３号館コミュニティホール（飲料類自動販売機4台、カップ麺類自動販売機1台設置） 
6） ４号館談話室（飲料類自動販売機1台設置） 
 
（４） 短期大学が設置する学生寮の状況、下宿・アパート等の宿舎の斡旋の体制、通学の

ための便宜（通学バスの運行、駐輪場・駐車場の設置等）の概要を示して下さい。 
 
本学には学生寮はなく、近隣の下宿・アパート等の所有者に依頼し、遠方の入学予定者

及び在学生に対して下宿等の紹介を行っている。紹介物件数は現在約200件である。現在、
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短大下宿生は約80名で、その半数以上が本学の紹介の下宿等に住んでいる。また、下宿生

を対象に「下宿生交流会」を年1回開催し、毎年その約半数の学生が参加して親睦を深め

ている。一方、下宿・アパートのオーナーを対象とした「オーナー交流会」も年1回開催

し、毎年約30名（社）の参加があり情報交換を図っている。 
通学のための便宜については、本学が交通の便が非常によい神戸の都心に位置している

ので、特に図ってはいない。 
 

（５） 平成 20 年度の日本学生支援機構等の外部奨学金の取得状況を記述して下さい。ま

た短期大学独自の奨学金等があればその概要を記述して下さい。 
 
外部奨学金として「日本学生支援機構第一種・第二種」、大学独自の奨学金として「短

期大学奨学金」、保護者組織の「育友会奨学金」、同窓会組織の「友松会奨学金」、元学長の

寄付による「御子柴奨学金」があり、平成 20（2008）年度からは併設高校出身者対象の

「ファミリー奨学金」、遠隔地から来た下宿生対象の「遠隔地下宿生奨学金」を設けた。 
奨学金の取得状況は別表の通りである。近年、特に経済環境の悪化に伴い、学費の支払

いが困難な学生が増加傾向にあり、従来より学費を期限までに納められない場合は、延納・

分納により対応しているが、今後は、緊急時に対応できる新たな奨学金の設置を検討して

いきたい。 
 

 H18 年度 H19 年度 H20 年度 

 種  類   
募集 
人数 

希望 
人数 

推薦 
人数 

募集 
人数 

希望 
人数 

推薦 
人数 

募集 
人数 

希望 
人数 

推薦 
人数 

第一種 12 18 16 11 12 11 12 15 12 
第二種 23 41 30 22 24 24 23 27 27 
短大 6 17 5 7 6 6 29 29 29 
育友会 2 7 2 1 6 1 1 3 1 
友松会 1 3 0 1 0 0 1 0 0 
御子柴 2 3 0 2 0 0 2 0 0 
下宿生 ― ― ― ― ― ― 7 2 2 

ファミリー ― ― ― ― ― ― 7 7 7 
計 46 89 53 44 48 42 82 83 78 

不採用 ― ― ― ― 6 ― ― 5 ― 

注） 第一種・第二種は、追加・緊急・応急を含む  

 
（６） 学生の健康管理、メンタルケアやカウンセリングの体制の概要を示して下さい。 
 
学生の健康管理については保健室の看護師が当たっており、毎年4月のオリエンテーシ

ョン期間に、全学生を対象に健康診断を実施している。健診内容は、内科検診、身長・体
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重測定、レントゲン、尿検査、視力、及び聴力であり、健診の結果、再検査の必要性があ

る学生に通知して、再検査後の結果報告を求めている。メンタルケアの必要な学生に対し

ては、指導担当教員、学生・キャリア支援課、看護師及び学生相談室が連携を図りながら

対応している。保健室の利用状況は、平成18（2006）年度が451名、平成19（2007）年度

が452名であった。また、平成19年度よりAED（自動体外式除細動器）を2台設置し、ク

ラブ活動参加学生及び教職員合同で講習会を実施し、緊急の場合に備えている。 
 学生相談室では、週3日（月、水、金）2名の臨床心理士が交代で学生相談業務を行い、

場合によっては委託契約を結ぶ精神科医とも連携を図って対応している。学生相談室利用

状況は、延べ人数で、平成18年度が134名、平成19年度が78名、平成20年度が44名であっ

た。減少要因は明確ではない。 
 
（７） 学生支援のために学生個々の情報等を記録していれば、それらはどのように保管・

保護されているか記述して下さい。 
 

 学生の個人情報の記録書類は、学生・キャリア支援課において保管・保護しており、課

員の許可がないと自由に閲覧することができないようにしている。また、書類はシャッタ

ー付書架に保管し、当課の閉室時には完全に施錠している。 
◆参考資料「14 学生実態調査票」他参照。 
 
【進路支援について】 
（１） 下の進路状況表を例に、過去 3 ヶ年(平成 18 年度～平成 20 年度)の就職状況を学科

等ごとに記載して下さい。また進路一覧表等の印刷物があれば参考資料としてご準

備下さい。 
 
平成 18 年度～20 年度 生活学科の進路状況表 （平成 21 年 3 月 31 日現在） 

区分 18年度 19年度 20年度

ａ　卒業者数
　　ｂ　就職希望者数　　　　　　　　　    　 ｂ/ａ
　　　　ｃ　うち学校で斡旋した就職者数　ｃ/ｂ
　　　　ｄ　うち自己開拓分の就職者数　　ｄ/ｂ
　　　　ｅ　就職未定者　　　　　　　　　      ｅ/ｂ
　　ｆ　進学・留学希望者数　　　　　　   　 ｆ/ａ
　　ｇ　その他　　　　　　　　　　　　　         ｇ/ａ

137人
87人（64％）
57人（65％）
25人（29％）

5人（6％）
7人（5％）

43人（31％）

119人
86人（72％）
54人（63％）
26人（30％）

6人（7％）
2人（2％）

31人（26％）

118人
80人（68％）
42人（53％）
26人（32％）
12人（15％）

2人（2％）
36人（30％）

 
平成 18 年度～20 年度 英語文化学科（平成 19 年度学科廃止）、キャリア・コミュニケーション学科（平成 19 年度学科

設置）の進路状況表 （平成 21 年 3 月 31 日現在） 

区分 18年度 19年度 20年度

ａ　卒業者数
　　ｂ　就職希望者数　　　　　　　　　    　 ｂ/ａ
　　　　ｃ　うち学校で斡旋した就職者数　ｃ/ｂ
　　　　ｄ　うち自己開拓分の就職者数　　ｄ/ｂ
　　　　ｅ　就職未定者　　　　　　　　　      ｅ/ｂ
　　ｆ　進学・留学希望者数　　　　　　   　 ｆ/ａ
　　ｇ　その他　　　　　　　　　　　　　         ｇ/ａ

37人
24人（65％）
18人（75％）
5人（21％）
1人（4％）

4人（11％）
9人（24％）

67人
50人（74％）
29人（58％）
20人（40％）

1人（2％）
3人（5％）

14人（21％）

64人
54人（84％）
29人（54％）
13人（24％）
12人（22％）

0人（0％）
10人（16％）
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 平成 18 年度 日本語・日本文化学科（平成 19 年度学科廃止）の進路状況表 （平成 21 年 3 月 31 日現在） 

区分 18年度 19年度 20年度

ａ　卒業者数
　　ｂ　就職希望者数　　　　　　　　　    　 ｂ/ａ
　　　　ｃ　うち学校で斡旋した就職者数　ｃ/ｂ
　　　　ｄ　うち自己開拓分の就職者数　　ｄ/ｂ
　　　　ｅ　就職未定者　　　　　　　　　      ｅ/ｂ
　　ｆ　進学・留学希望者数　　　　　　   　 ｆ/ａ
　　ｇ　その他　　　　　　　　　　　　　         ｇ/ａ

19人
10人（53％）
9人（90％）
1人（10％）
0人（0％）
0人（0％）

9人（47％）

学科廃止 学科廃止

 
平成 18 年度～20 年度 表現芸術学科の進路状況表 （平成 21 年 3 月 31 日現在） 

区分 18年度 19年度 20年度

ａ　卒業者数
　　ｂ　就職希望者数　　　　　　　　　    　 ｂ/ａ
　　　　ｃ　うち学校で斡旋した就職者数　ｃ/ｂ
　　　　ｄ　うち自己開拓分の就職者数　　ｄ/ｂ
　　　　ｅ　就職未定者　　　　　　　　　      ｅ/ｂ
　　ｆ　進学・留学希望者数　　　　　　   　 ｆ/ａ
　　ｇ　その他　　　　　　　　　　　　　         ｇ/ａ

55人
26人（47％）
16人（61％）
9人（35％）
1人（4％）
3人（6％）

26人（47％）

63人
25人（40％）
17人（68％）
5人（20％）
3人（12％）
4人（6％）

34人（54％）

35人
10人（29％）
3人（30％）
6人（60％）
1人（10％）
4人（11％）

21人（60％）

 
平成 18 年度～20 年度 専攻科(表現芸術専攻)の進路状況表 （平成 21 年 3 月 31 日現在） 

区分 18年度 19年度 20年度

ａ　卒業者数
　　ｂ　就職希望者数　　　　　　　　　    　 ｂ/ａ
　　　　ｃ　うち学校で斡旋した就職者数　ｃ/ｂ
　　　　ｄ　うち自己開拓分の就職者数　　ｄ/ｂ
　　　　ｅ　就職未定者　　　　　　　　　      ｅ/ｂ
　　ｆ　進学・留学希望者数　　　　　　   　 ｆ/ａ
　　ｇ　その他　　　　　　　　　　　　　         ｇ/ａ

4人
1人（25％）

1人（100％）
0人（0％）
0人（0％）
0人（0％）

3人（75％）

8人
4人（50％）
3人（75％）
0人（0％）

1人（25％）
0人（0％）

4人（50％）

5人
1人（20％）

1人（100％）
0人（0％）
0人（0％）
0人（0％）

4人（80％）

 
 
（２） 学生の就職を支援する組織や体制（教員組織、事務組織のいずれも）の現状を記述

して下さい。 
 

【学生生活支援体制について】 
教学部委員会（教学部長、各学科教学部委員、教務課長、学生・キャリア支援課長で構

成)で、就職の指導及び斡旋に関する事項を取り決めている。就職支援の業務は、学生・キ

ャリア支援課（課長、就職支援担当課員 3 名）が窓口となって学生の就職相談に応じ、ま

た、求人先の開拓を行っている。学生・キャリア支援課は、平成 18 年 6 月、従来の就職

進路指導課と教学部の学生生活部門を統合することにより、入学直後から学生と接する機

会を増やし、学生生活全般の支援と共に、就職活動のスタートから決定までをよりスムー

ズに支援できる体制を整えた。就職支援の現状は、次表の通りである。 
 

平成 20 年度 就職対策スケジュール一覧（短大 1 年次） 

月日 時間 授業・講座等 内      容 

4/3（木） Ⅲ・Ⅳ限 就職･進路セミナー① 年間スケジュール、進路登録カードの説明等 

7 月下旬 Ⅲ・Ⅳ限 就職試験筆記対策Ⅰ 基本講座 
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Ⅲ限 就職・進路セミナー② 就職活動の取組みについて 
7 月下旬 

Ⅳ限 第 1回模擬試験 適職診断テスト、常識試験・能力試験 

9 月中旬 Ⅲ・Ⅳ限 就職試験筆記対策Ⅱ ＳＰＩ対策についての講座 

10 月中 随時 就職・進路セミナー③ 個人面談(卒業後の進路についての面談) 

Ⅲ限 就職・進路セミナー④ 業界の話(業界･職種について) 
12 月中旬 

Ⅲ～Ⅴ限 第 2回模擬試験 常識試験、ＳＰＩ対策試験 

1 月中旬 Ⅰ～Ⅳ限 就職・進路セミナー⑤ 求人票、企業の応募手続き 

2 月中旬 Ⅱ～Ⅳ限 就職・進路セミナー⑥ 【模擬面接】 ロールプレーイング  

2 月下旬 Ⅲ～Ⅳ限 就職・進路セミナー⑦ 【学内企業説明会】  企業の人事担当者の説明 

2 月下旬 Ⅰ・Ⅱ限 就職・進路セミナー⑧ 【就職試験直前講座】 集団面接対策等 

 
 上表に加え、就職支援科目として「キャリアプランニング」「キャリアデザイン特講」を

設置している。また、1年次生対象に個人面談(10月～11月)を実施している。 

 

（３） 就職支援室、就職資料室等の現状を示し、学生にどのように就職情報等を提供して

いるかを記述して下さい。 

               

学生・キャリア支援課の部屋の配置は上記の通りで、主な備品として、パソコン機器が設

置されている。資料室の求人票は、業種別に掲示し、また月別にファイルしている。平成

18（2006）年度より大学のホームページを通して閲覧可能にしたことにより、就職活動の

利便性が大きく向上した。平成 20（2008）年度の企業ファイル数は 3,255 社である。ま

た、就職活動をした学生の「就職試験報告書」は、企業別にその試験内容を詳細に書かせ

たもので、後輩への貴重なアドバイスとして役立っている。また、学生の利便性を更に図
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るために、「学内ホームページ」に就職支援スケジュール・資料室利用案内・就職講座の案

内等を随時掲載したり、また、インターネットを利用したエントリーシート作成の指導を

行っている。 
 
（４） 過去３ケ年（平成 18 年度～20 年度）の就職状況について、就職率及び就職先を学

長等、学科長等はどのように受け止めているかを記述して下さい。 
 
＜学長＞ 
 いわゆる就職率は 3 カ年の平均が 90.7％と比較的高い。しかしながら卒業生全体に対す

る割合は 57.4％となり低い。これは事実上就職の困難さにより、就職をあきらめ、就職率

が上がったにすぎない。入学者に対する比はさらに下がり 50.2％となる。就職だけがすべ

てではないが、就職率を本当の意味で上げることが大きな課題の一つと考えている。 
 
＜生活学科＞ 
 就職先の業種は卸売・小売業をはじめ、製造業、サービス業、金融・保険業、建設・住

居業、ホテル業等幅広く、職種は一般事務職が多い傾向がこの数年続いている。また近年、

就職先として自己開拓が増加し、学校の斡旋による就職が漸減していることが特徴的であ

る。数字に直接は表れていないが、積極的に就職活動を行い早々に就職先を決める学生と、

なかなか決めることができない学生の二極化が進んでいると考える。 
 
＜キャリア･コミュニケーション学科＞ 
 学科として力を入れていたホテル、ブライダル産業への就職者が平成 20(2008)年度 7 名

いたことは喜ばしいことである。しかしながら卒業者に対する就職者の割合は 65.6％であ

る。本学の平均よりは高いが、職業人・社会人の育成を図る学科としては、もう少し真の就職率を

上げたい。 
 
＜表現芸術学科＞ 
 平成 20（2008）年度表現芸術学科は就職希望者は卒業生の 28.6％であった。この率は

他学科と比較しても極めて低い。直接芸術関係の仕事に就くことは短大卒では難しい、し

かしながら、芸術的な面を持っていることは一般的な仕事についても役立つと確信してい

る。仕事を少し広くとらえるような教育を行い、就職率を上げたいと考えている。 
 
（５） 過去３ケ年（平成 18 年度～20 年度）の進学（四年制大学、専門学校等）及び海外

留学の実績について、その支援はどのような方法、体制で行ったかを記述して下さ

い。 

 
 進学実績として、編入学は、平成 18（2006）年度が 15 名（併設大学 6 名、指定校推薦

4 名、一般受験 5 名）、平成 19（2007）年度が 5 名（併設大学 2 名、一般受験 3 名）、

平成 20（2008）年度が 5 名（併設大学 4 名、指定校推薦 1 名）となっている。専門学校
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については、平成 18 年度が 9 名、平成 19 年度が 7 名、平成 20 年度が 4 名となっている。

また、表現芸術学科専攻科へは、平成 18 年度が 8 名、平成 19 年度が 5 名、平成 20 年度

は 6 名が進級している。 
 進学支援の方法・体制として、編入学の場合は、年度初めに「編入学オリエンテーショ

ン｣を実施し、6 月から毎週、指定校推薦一覧表を掲示し、希望者の進路先を決定している。

また、指定校以外では本人の希望を優先し、学生・キャリア支援課が候補校を紹介し、場

合によっては候補校の入試要項請求をする等の支援を実施している。また、専門学校につ

いては、就職相談と併せて、専門学校の進学希望者に資料を提供し、受験についての指導

を行っている。 
 

【多様な学生に対する支援について】 
（１） 過去 3 ヶ年（平成 18 年度～20 年度）の留学生・社会人・帰国子女・障害者・長期

履修学生・科目等履修生の受け入れ状況を示し、その学習支援、生活支援はそれぞれ

どのような方法、体制で行っているかを記述して下さい。 
なお、学生数はいずれの年度も 5 月１日時点とします。 

 
多様な学生の受け入れ状況は、下表の通りである。留学生で日本語能力がおぼつかない

学生に対しては、個別の科目ごとにフォローしている。社会人及び科目等履修生について

は、通常の学生とほぼ同様に対応しているが、申し出があった場合には、個別に授業内容

のフォローも行っている。障害者については、肢体不自由者の場合は学修上の支援は必要

ないので、トイレ等の設備面で配慮している。なお、この3年間では、帰国子女の該当者

なく、また、長期履修学生については制度化していない。 
 

多様な学生の受け入れ状況（平成18年度～20年度） 
種別 18 年度 19 年度 20 年度 計 

留学生（人） 1 0 0 1 

社会人（人） 11 8 4 23 

帰国子女（人） 0 0 0 0 

障害者（人） 1 1 0 2 

長期履修生（人） 0 0 0 0 

科目等履修生（人） 31 32 31 94 

 
【特記事項について】 
（１） この《Ⅴ学生支援》の領域で示した評価項目や評価の観点の他に、例えば学生の個

人情報保護への取組み、成績不良者への支援、長期欠席者への援助、学生に対する

表彰制度等、学生支援について努力していることがあれば記述して下さい。 
 
学生支援の一つの例として、学生・キャリア支援課職員を中心とした「積極的な声掛け

を伴った巡回指導」がある。これは、当初は喫煙等のマナー違反者への直接的な注意・指
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導をするために始めたものであり、授業期間中は原則として毎日学内を巡回している。巡

回中は、マナー違反者に対する注意・指導だけではなく、あらゆる学生に出会うたびに挨

拶を含め、積極的に声を掛けるように心掛けている。この巡回をした結果、学生と職員と

の間で顔を見れば気軽に挨拶ができるという関係が築かれたように思われる。学生は教員

と接するときとは違い、職員と対峙する場合には意外に気楽に話ができる場合があるので

はないかと思われる。会話を交えるようになると、退学したいとか、就学意欲がないとい

う内容も時として含まれてくる場合があり、就学意欲低下者の発見につながることもある。 
 
（２） 特別の事由や事情があり、評価項目や評価の観点が求めることが実現（達成）でき

ないときはその事由や事情を記述して下さい。 
 




